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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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冴さえない彼女ヒロインのとらのあな






　七月下げ旬じゆん、コミケを数週間後に控ひかえた、ある平日の秋あき葉は原ばら……

　昔から『でかい電気は秋葉原』とか『電器いろいろ秋葉原』などと謳うたわれ、最近では『新宿西口駅前とアキバ』とかよくわからない括くくられ方をされる混こん沌とんかつ熱気に溢あふれたこの街は、今日もやっぱり元気いっぱいだった。

「見ろ、加か藤とう……ここがコミックとらのあな秋葉原店Ａだ！」

　そんな秋葉原のメインストリートである中央通りに面した、黄とオレンジに彩いろどられたツインタワーを指差しつつ、俺こと豊とよヶが崎さき学園二年、安あ芸き倫とも也やはその前に仁に王おう立ちする。

「へ～、名前は知ってたけど、実際に見るとすっごい大きな本屋さんだね～」

「本だけじゃないぞ。音楽、映像、ゲームソフト、グッズ類など様々なアイテムを商業、同人問わず幅はば広ひろく扱あつかう総合オタクショップだ」

　十数年前、秋葉原の小さな雑居ビルの急な階段を三階まで上り、まずは右手にあるカードゲーム屋でガラスケースに並べられたマジック・ザ・ギャ○リングのレアカードをチェックした後、向かいにあったこの店でとき○モの中古一八禁同人を探すのがオタクたちの秋葉原散策の順路だった。

　そんな小さく、けれど熱かったそのお店は、熱さそのままに規模を拡大し、立派なビルを建て、そして全国津つ々つ浦うら々うらまで進出していった。まさにアキハバランドリームの体現者。ここがオタクたちの黄色い巨きよ塔とう！

　……などと、ネットで知り合った懐かい古こ厨ちゆうのおっさんに熱く語られて辟へき易えきしたのは、今となってはいい思い出だったのかもしれない。

「さてと、お店の前でずっと立ってても迷めい惑わくだし、そろそろ入ろうか安芸くん」

「そうだな、よし、行くぞ加藤！」

　今日は、今までに何百回と訪れた、そのコミックとらのあな秋葉原店Ａに、生まれて初めて女の子と二人きりで入店する記念すべき日だ。

　その女の子とは、クラスメイトにして、サークル仲間にして、俺の作ろうとしているゲームのメインヒロインにして、何の変へん哲てつもない一いつ般ぱん的な女子高生、加藤恵めぐみ。

　本来なら、こういったホビー系ショップとは縁えんのないスイーツ（）しつしようだったはずの彼女は、俺と運命的な出で逢あいを遂とげたことによりその運命を大きく変えていく……かもしれないし、変わらないかもしれないけど、どうなんでしょうかねその辺。

「あれ、安芸くん、これ澤さわ村むらさんの絵じゃない？」

「……そうだな」

　で、そんな二人で店内奥のエレベーターに乗り込んだ瞬しゆん間かん、内側のドアにデカデカと貼はられた、どっかで見たような絵え柄がらのポスターが俺たちを出で迎むかえる。

　ポスターの煽あおり文には『柏かしわ木ぎエリ先生最新作、待望の入荷！　七階同人フロアにて絶賛販はん売ばい中！』などと書かれている。

　柏木エリ……本名、澤村・スペンサー・英え梨り々り。

　金きん髪ぱつツインテールハーフお嬢じよう様さまの皮を被かぶった人気同人作家。

　……俺のゲーム制作サークルのキャラクターデザイン兼けん原画担当。

「せっかくだから見に行こうか。ええと、七階だよね？」

「……いや、やめとこう」

　コミックとらのあな秋葉原店Ａの七階は成年向け同人誌フロア……制服姿の女子高生が入店すると店員さんが困るので自じ重ちようしようね。




「うわぁ、漫まん画がとラノベがいっぱい！」

「とらをなめるなよ。同人だけじゃなく商業の充じゆう実じつ度も凄すごいぞ？」

　そして俺たちがエレベーターで向かったのは、ノベルを中心とした商業誌フロアの二階。

「あ、『恋こいするメトロノーム』が平積みになってるよ安芸くん」

「……そうだな」

　で、そんな二人でラノベコーナーに入った瞬間、中央の平台に積まれた、どっかで見たようなライトノベルが俺たちを出迎える。

　その本の帯には『累るい計けい五○万部突とつ破ぱ！　ついにシリーズ完結！　霞かすみ詩うた子こ渾こん身しんの最終巻！』などと書かれている。

　霞詩子……本名、霞かすみヶが丘おか詩うた羽は。

　黒くろ髪かみロング大和やまと撫子なでしこ優等生の皮を被った人気ラノベ作家。

　……俺のゲーム制作サークルのプロット兼シナリオ担当。

「それにしても、結構前に完結したのに、まだこんなに大きく扱われてるなんて、霞ヶ丘先せん輩ぱいってやっぱり売れっ子なんだね」

「ああ、そりゃもう……あれ？」

　と、後こう輩はいでサークル仲間ってだけでなく熱ねつ狂きよう的な霞詩子ファンでもある俺は、その優ゆう遇ぐうっぷりにドヤ顔をしかけたけれど、ふと思い直してフロア全体を見み渡わたす。

『恋するメトロノーム』は確かに人気作品ではあるけれど、春に完結した作品の展開を夏まで引っ張るなんてのはいくらなんでも……

　と、よく見てみると、そこの平台は『今期放映アニメ化作品特集』というポップが貼られた、明らかに違ちがう作品を展開するはずのコーナーだった。

　つまりそれは、誰だれかが本来そこに並べてあった作品を意図的に撤てつ去きよして、『恋するメトロノーム』を並べ直したとしか思えない状じよう況きようで。

「なんだよこれ、いったい誰がこんなイタズラを……え？」

　その瞬間、長い黒髪をたなびかせた後ろ姿が逃にげるように階段を下りていったのを視界の隅すみに捉とらえた気がした俺は、そこから先の言葉を慌あわてて飲み込んだ。




　そして……

「ここだ、加藤……ここが俺たちの目指す頂いただきだ」

「でもここ三階だからまだ上の階あるよ？」

「そういう意味じゃないんだよ！」

「あ、じゃあここから上は全部成年向けフロア？」

「そういう意味でもないんだよ……」

　最後に辿たどり着いたのは三階。一般同人誌と同人ソフトのフロア。

　そう、俺たちがいつか作り上げる同人ギャルゲーが並ぶことになるフロアだ。

　そこには様々な同人ソフトのパッケージがところ狭せましとひしめくように並び、ここからナンバーワンへと這はい上がる競争の激しさを物語る。

　しかし俺たちは、臆おくすることはない。

「いいか加藤、この光景を覚えておけよ？　いずれは俺たちが君臨する場所だ」

「そうなんだ。頑がん張ばってね安芸くん」

「お前も頑張るんだよ……とりあえず今日は、あとコミケカタログ買って帰るぞ」

「うわ、なにこの厚さ。全然カバンに入りそうにないよ……」

　そうだ、見てろよとらのあな……俺は絶対にまたここに帰ってくる。

　有あり明あけで伝説を作り、そして秋葉原に凱がい旋せんしてみせる。

　必ずなってみせるからな……コミケ四日目の行列サークルに！

「お買い上げありがとうございます。こちら特典の柏木エリ先生描かき下ろしファイルケースとなります」

「…………」

　身内がすでに天下取っちゃってると微び妙みようなものがあるよな……








とらのあな池いけ袋ぶくろ店Ａオープン記念　腹黒い彼女ヒロインのとらのあな






　二○一三年四月下旬。

『あれ？　この作品の時間軸じくって確かまだ二○一二年だったはずじゃ？』とか、そんな些さ細さいなことを気にしている場合ではない、ある平日の池袋……

　東口に西せい武ぶ、西口に東とう武ぶという池袋独特の文化に従い、西武デパートの横を抜ぬけて東口の地下通路を通り、地上に出てから徒歩数秒。

　そんな駅前過ぎるビルを七階まで昇のぼり、エレベーターを出た瞬間、目の前に広がるのはワンフロアまるごとのパラダイス。

「という訳で詩うた羽は先せん輩ぱい……ここがコミックとらのあな池袋店Ａだよ！」

「年末に来た時は違ちがうビルだったような気がするんだけど、移転したの？」

「いや、そっちもまだあるよ」

「じゃあ、拡張したってこと？」

「そう！　あっちは女性向けに特化された池袋店Ｂとして、そしてこっちは男性向けに特化された池袋店Ａとして生まれ変わったんだ！　喩たとえるなら女子校と男子校のように！」

　日進月歩で常に進化し続ける街、池袋……

　この激動の地においては、人も建物も、そして企き業ぎようも、ほんの少しの時ですら立ち止まることも許されない。

　かつての乙女おとめの楽園は、今日この日をもって、男性オタクをも受け入れる懐ふところの深さを世に知らしめたのだ。

「……で、池袋に着くなり、女の子をいきなりその〝男子校〟の方に連れてくるのはどういう了りよう見けんなのかしら倫りん理り君？」

「やだなぁ、だって詩羽先輩は男性向けラノベ作家……つまりここに集つどう男子生徒たちを導く存在。いわばこの店の女教師だよ！」

「なにその生いけ贄にえの教室」

　……さて、そんな身も蓋ふたもない会話はともかく、今、俺の隣となりにいるのは霞かすみヶが丘おか詩羽先輩。

　俺の通う豊とよヶが崎さき学園の一年先輩にして、常時学園一位の秀しゆう才さいにして、実は霞かすみ詩うた子こというＰＮペンネームを持つ人気ラノベ作家。

　処女作（本人が処女かどうかは知らない）『恋こいするメトロノーム』（不ふ死し川かわファンタスティック文庫刊）が全五巻で五○万部も売れた、期待の大型新人だ。

　本来なら、俺なんかが気軽に話しかけられるような立場の人じゃないんだけど、そこはほら、後こう輩はいとしての甘えとか、ファンとしての厚かましさとかそういう色々な要素が泥どろ沼ぬまのように絡からみ合って何ともややこしい関係ができあがってしまっているというか何というか……

「じゃあ詩羽先輩、まずはラノベコーナーをチェックに行こうか」

「ううん、私はここで店員が来ないか見張ってるから、後は倫理君が何とかしなさい」

「何とかって……何を？」

「もちろんラノベコーナーの平ひら棚だなを全て『恋するメトロノーム』で埋うめる作戦の遂すい行こうよ」

「人を倫理君呼ばわりしておいて倫理から外れる命令をしないでよ!?」

　……まぁ、この人がこういう性格だというのも、俺たちの関係をややこしくしてしまった一つの要因なんだけど。




「お、あったあった『恋するメトロノーム』！　ほら、ちゃんと平積みだよ先輩」

「扱あつかい的にはファンタスティックで四、五番手というところかしらね。少し悔くやしい」

「……もう完結したシリーズなんだから贅ぜい沢たく言うのやめようよ」

　ラノベの既き刊かんコーナーの、不死川ファンタスティック文庫の棚は、他のレーベルに比べて何番手くらいの規模かというのは置いといて……そこには、しっかりと詩羽先輩の作品が五巻全冊平積みにされていた。

　完結してそこそこ経たっているのに、相変わらず何度か重版もされているらしいし、息の長いシリーズに育ったみたいで、応おう援えんし続けた俺も感かん慨がい深い。

「実は明日、知り合いに会うから、献けん本ぽんのために一巻を五冊ほど買っておこうと思って」

「そういうのって不死川に言えばくれるんじゃないの？」

「無理よ、町まち田ださんケチだし」

「あ、そ」

　不死川書店と担当編集さんの名めい誉よのために言っておくけど、今の詩羽先輩の言葉は確実に噓うそで、妥だ当とうな理由を言えば絶対に追加でくれる……はずだ。

　ただ、そういう交こう渉しようがめんどくさくて金で解決しようとしてるだけなんだ、このひと。

「お、ちょうど五冊残ってたよ先輩。良かったぁ」

　平積みされていた一巻をごそっと五冊分抜き取ると、ちょうど棚の一冊分のスペースが空っぽになった。

　という訳で、これでめでたくこの店の『恋するメトロノーム』一巻は完売……

「これは……チャンスだわ」

「先輩？」

　と、その状況に、詩羽先輩の目が妖あやしく光ったような気がした。

　いや、『気がした』じゃない。こういう時は必ず何か妙みような悪わる巧だくみをしてるに決まってるんだ。




「じゅ、一○冊!?」

「そう、今からあなたは店員さんに『布教するから「恋するメトロノーム」の一巻を一○冊ください』と言うのよ」

　たった今レジの人に『あの……全部同じ本ですけどよろしいですか？』と怪け訝げんな顔をされつつ会計を済ませた詩羽先輩は、俺に更さらなる無茶振ぶりをした。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　確かに俺、今まで全巻一○冊以上買って布教しまくったけど今は資金的にキツいよ！」

「……あなたが今まで私のためにそんな無茶をしていたという衝しよう撃げきの事実にちょっとどういう顔したらいいのかわからないけれど、でも今お願いしてるのはそういうことじゃないの」

「そうなの？」

　言ってることは相変わらず真っ黒だったけど、その瞬しゆん間かんだけ、先輩の頰ほおはそれとは全然違う色になった。

「だいたい今、一巻は品切れ中なのよ？　私が全て買い占しめたんだから」

「あ、そうか。でもだったら聞くだけ無む駄だなんじゃ？」

「いいえ、だからこそ聞く意味があるのよ」

「だから、どういうこと？」

「いい倫理君？　もし向こうが『申し訳ありません、その商品はただ今欠品しておりまして』と言ったら『信じられない！』と大げさに騒さわぎなさい。『あの霞詩子の名作を置いてない本屋があるなんて！』と罵ののしりなさい」

「……その行動にどのような意味が？」

「そこまで大ごとになれば、きっとこのミスを反省して次回注文数はさらに跳はね上がるに違いないわ」

「だから人を倫理君呼ばわりするならその通りの生き方をさせてくれと……」

　などと今さら嘆なげいても、俺が先輩のその手の〝お願い〟を断れるはずもなく……




「あの～すいません、『恋するメトロノーム』一巻だけ一○冊ありませんか？」

「もちろんございます！　ただ今バックヤードからお持ちしますからしばらくお待ちください！」

「え？　あ、ちょっと！」

　と、俺が慌あわてて呼び止めるのも聞かず、店員さんは猛もうダッシュでレジの奥へと消えた。

　うん、とっても好感の持てる誠実な対応だ。だけど……

「…………あるって、先輩」

「…………まぁ、全部にサインしてあげるから」

「…………わぁいラッキー」








幸さち薄うすい彼女ヒロインのとらのあな






　二○一三年某ぼう日じつ。名な古ご屋や。

　かつて『大いなる田舎いなか』と言われ、エビフライにこだわる民族性や大名古屋ビルヂングのネーミングセンスや赤字必ひつ至しの流血モーニング戦争を揶や揄ゆされたのもすでに過去の話。セントラルタワーズにミッドランドスクエアにスパイラルタワーズ……今や駅前に高層ビルが建ち並び（ついでに大名古屋ビルヂングは取り壊こわされ）、買い物客でごった返し、新幹線のぞみ号だって全車両停とまる大都会となった、中部ナンバーワン都市（自じ称しよう）名古屋。

「見てください倫とも也や先せん輩ぱい……ここがコミックとらのあな名古屋店の新店てん舗ぽですよ！」

　そして、そんな名古屋の地で、いつもは俺が担当している熱いとらのあな解説を始めたのは波は島しま出海いずみちゃん。

　俺の三歳年下にして、三年ぶりに再会した幼なじみにして、俺をオタクの師し匠しようと仰あおぎ常に三歩後ろを歩く、懐なつき系後こう輩はいの理想を凝ぎよう縮しゆくし、さらにそこに巨きよ乳にゆう天才同人作家というエッセンスを加えた恐おそるべきヒロイン力を持つ女の子だ。

　……それはともかく、今現在、東京都民の俺たちがどうして名古屋にいるのかということに関しては、地方イベント参加のためとか、出海ちゃんの元故郷の案内とか色々と事情はあるけれど、とりあえず今回の話の本質ではないので割かつ愛あいさせていただく。というかもうこのシリーズに辻つじ褄つまを期待しないで欲しい。

「しかしこれはまた……凄すごいところに来たなぁ」

　さて、そんな俺たちが今いるのは、名古屋駅から徒歩五分、高層ビル街の反対側である新幹線口から少し離はなれた場所にある、とあるビルの前。

　そこには、つい最近移転してきた、とらのあな名古屋店の看板が立てられていた。

「そう、今年の四月にやってきたんですよ……この、超ちよう激戦区に！」

　図はからずも出海ちゃんの言う通り、この、とらのあな名古屋店のある場所は、物凄い激戦区だ。

　何しろ駅からここに来るまでに、ソ○マップ、ら○んばん、ア○メイト、メ○ンブックスの前をほぼ必ず通過するという、恐るべきオタク的誘ゆう惑わくだらけのルートしかない。

　その先に存在するとらのあなは、まさに強い意志を持った者にしか辿たどり着けない、何処どこかにあるユートピア。

　けれど店内に入ればどんな夢も叶かなうと言うよ。

「さあ先輩、今日は元名古屋人のこのわたし、波島出海が名古屋の全オタクスポットをご案内します。しっかりついてきてくださいねっ！」

　と、出海ちゃんは元気いっぱいに宣言すると、その小さくて柔やわらかい手を俺の手に絡め、つんつんと引っ張ってくる。

「あ、ああ、出海ちゃん、今日はよろしくな！」

　そんな小学生のように無む邪じや気きで、けれどとっくに柔らかすぎる女の子の感かん触しよくを持つ彼女の積極的なアプローチに、俺はほんの少し声を上ずらせてしまう。

「任せてくださいっ！　久しぶりに倫也先輩と二人きりだもん、張り切っちゃいます！」

「そういえば、この前の夏コミ以来、全然会ってなかったもんな！」

「…………ええ、三年ぶりに倫也先輩と運命的な再会を果たして、一いつ緒しよにイベント頑がん張ばって、新しい同人の嬉うれしさを教えてもらって、そんな幸せの絶頂にいたところに格上の作家さんに因いん縁ねん付けられて喧けん嘩かまで売られた挙あげ句くに、それ以来ほっとかれて立場も見せ場もない波島出海ですぅ」

「ああっ!?　ごめんよ出海ちゃん！」

　あれ？　無邪気で素直な懐き系後輩のはずが、なんか嫌いやな方向にキャラが立ち始めてない？




「先輩！　早く早く！」

「ちょっと待ってってば出海ちゃん」

　ビルの一階から三階まで、音楽、映像ソフト、商業コミック、ライトノベル等のフロアを見て回るうちに、出海ちゃんはすっかり元気を取り戻もどしていた。

　何しろ、東京にも同じ名前の、ほとんど規模の変わらない店があるとはいえ、その品しな揃ぞろえや展開に垣かい間ま見みえるご当地色は、俺たちに新しん鮮せんな驚おどろきを与あたえてくれたから。

　東京では瞬しゆん殺さつして手に入れられなかった特典付き初回限定版が普ふ通つうに残っていたり、逆に東京ではタワー展開されているコミックが風前の灯ともし火びだったり……

　俺たちは、そんな予想もつかない状じよう況きようにいちいち歓かん声せいを上げ、苦笑をこぼし、商品を手にとっては悩なやみ……そしていつの間にか、手には大きな紙かみ袋ぶくろが増えていた。

「それでね、それでね先輩？　ここから先のフロアも、新店舗になって大きく進化したポイントなんですよ！」

「へ～、それって何？」

　そんな楽しい時間は終わる気配を見せず、出海ちゃんは相変わらず俺の手を握にぎったまま、どんどん上への階段を、俺を引いて駆かけ上がる。

　少し狭せまめのその階段を、他のお客さんとすれ違ちがいながら上る時、俺たちはぴったりと密着せざるを得ず、なんとなく互たがいの繫つながった手がじんわり汗あせばんでくるような気がしていた。

　そんな、ちょっと甘い香かおりの漂ただよう雰ふん囲い気きの中、辿り着いたフロアは四階。

「へへ、実はですね～」

　そう、そこは……

「それはね、倫也君」

「え？」

　と、俺たちがその四階フロアの中に入ろうとした瞬間……

「ここから先は二フロアまるごと女性専用エリア……名古屋のとらが、このオタク激戦区で覇はを唱えるために編み出したウルトラＣさ」

　男にしては微び妙みように高めで、けれど透すき通った声が、フロアの中から届いた。

「い、伊い織おり!?」

　そう、そこにいたのは波島伊織。

　その名字からもわかるように、出海ちゃんの兄貴にして俺の元親友にして現宿敵。

　チャラくて、人ひと懐なつっこくて、女にモテて、けれど俺を超こえるほどのオタクにして、大悪人の同人ゴロだ。

「秋あき葉は原ばらや池いけ袋ぶくろの女性向けＢ館には及およばないものの、地方都市のとらにおいてはほぼ最強の女性向け同人誌の品揃え……これが何を意味するかわかるかな倫也君？」

「いや、それ以前になんでお前ここにいるんだよ？」

「つまり、今までこの名駅地区に王者として君臨していたア○メ○トに真正面から対たい抗こうするということさ」

　しかし伊織は、俺のその真っ当な質問を思いっきりスルーして、最終決戦前のラスボスみたいに無駄に語り出した。

　……どうやらここは『突つっ込んだら負け』という暗あん黙もくの了りよう解かい的な空気を読まなければならないらしい。

「これからの名古屋は熱いよ……果たして共存共栄となるか潰つぶし合いとなるか、今、地方都市で一番目が離せないね」

「そんなことより伊織、そこどけよ。女性向けフロアのド真ん中でオタク男二人が語り合ってても迷めい惑わくだろうが」

「いやだなぁ倫也君、君はこの場での自分の価値にまだ気づいていないみたいだね」

「はぁ？　価値ってなんだよ？」

「君はＢＬ界における眼鏡男子の高い需じゆ要ようを知っているかい？」

「だからなんの話なんだよ!?」

　と、俺と伊織が、互いの胸むなぐらを摑つかむ勢いで一いつ触しよく即そく発はつの状況に陥おちいろうとした時……

「…………はい、せっかく倫也先輩と二人きりでお出かけのはずが、いつの間にか存在を忘れられた上に、目の前でお兄ちゃんとイチャイチャされて立つ瀬せも存在感もない波島出海ですぅ」

「うわあああああ～っ！」

　その後、俺たちのオタクツアーは予定を変へん更こうして、ス○キヤでの甘味接待へと形を変えたとかなんとか。








機き嫌げん悪い彼女ヒロインのとらのあな






　二○一三年一一月某日。秋あき葉は原ばら。

　国内外のオタクや、それを食い物にしようとするキャッチ商法、その両方をマークする万まん世せい橋ばし警察署、果てはオタクバッシングで糊こ口こうをしのぐテレビ局にまで絶対聖地と崇あがめられるこの地は、今日もやっぱり元気いっぱいだった……ほんと懲こりない街だよね。

　さて、今日はその元気な街をさらに賑にぎやかにパワーアップする新スポットの前に俺、豊とよヶが崎さき学園二年にして『blessing software』代表、安あ芸き倫とも也やは立っていた。

「見ろ、英え梨り々り……ここがコミックとらのあなの最新店舗、秋葉原店Ｃだ！」

　そこはいつもの、秋葉原のメインストリートである中央通り沿いにそびえ立つ、オタクの聖地の中の聖地、とらのあな。

　けれど実は、今俺が立っている場所は、いつもの場所からは微妙に外れていて……

「いいか、ここはな……」

「いつもの秋葉原店Ａ、Ｂと中央通りを挟はさんで向かい側。同人誌・商業誌・古物と、一フロアに『とらのあな』のエキスを注入したコアショップとしてオープンした秋葉原の新名所、コミックとらのあな秋葉原店Ｃ……イベントフロアまで常設して完全に秋葉原を制圧しに来たわねユメノソラホールディングス。アクアプラスとも提てい携けいしたし」

「ああっ、それ俺が解説しようとしてたのにっ！　あと色々とデリケートなこと言うなよぅ!?」

「いちいちビルの前で暑苦しく語られてもお店の迷惑でしょ。さっさと入って用事済ませて帰るわよ」

「ちょ、ちょっと待てよ英梨々！」

　まぁ、そんなふうに、まるでＨＰホームページの文もん言ごんをコピペしたかのような解説を捨て台詞ぜりふとしてビルの中に入っていったのは、俺と同じく豊ヶ崎学園二年にして『blessing software』原画担当、ついでに金きん髪ぱつツインテール幼なじみ、澤さわ村むら・スペンサー・英梨々。

　一○年来の顔見知りである英梨々と俺だけど、実は二人一緒にとらのあなに入るのは、俺の数え切れない来店歴の中でも初めてのことだ。

　それはまぁ、数年にわたる俺たちの断絶期間や、超ちよう出で不ぶ精しようで内うち弁べん慶けいな通つう販はん女子である英梨々の生活パターン等が重なった必然ではあったのだけど。

　けれど今回、その伝統を敢あえて破ってまで、こうして英梨々が俺の巡じゆん礼れいに付き合って秋葉原にまで赴おもむいたのには、まぁ、色々と向こう側に事情があったらしくて……




「開店記念のサイン色紙？」

「そう、先月描かいて送ったのよ。ちゃんと『秋葉原店Ｃさんへ』って入れたから飾かざってあるはず」

「へぇぇ……」

　エレベーターの中で英梨々が語ったその理由は、俺のような単なるお買い物とか開店記念キャンペーン目当てみたいな一いつ般ぱん客とはちょっと傾けい向こうが……というか視点が違っていた。

　そうか、これがクリエイター目線という奴やつか……いや多分違うけど。

　けど、自分の描いたサイン色紙が飾られているのをわざわざ見に来るなんて、英梨々もまだ純じゆん粋すいな創作者の心を忘れてなかったんだなぁと、ちょっと嬉しくもこそばゆく……

「飾られてる場所によって、だいたいサークルの格がわかるのよね。今一度、自分の立ち位置を確認して、次に蹴け落おとすサークルをチェックしておかないと」

「うわ嫌いやなサークル目線!?」

　もう金こん輪りん際ざいこいつに『純粋』という表現を使うのはやめよう……




「さて、着いたわね」

「…………」

　そして三階でエレベーターの扉とびらが開き、店内に入った俺たちは、英梨々のサイン色紙を目指して店内を移動しようと……

「ええと、確か奥の方……あ、こっちよ倫也。早く早く」

「行けるかぁぁぁぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: !!!]」

　したところで、俺は必死に英梨々の腕うでを引っ張って、その動きを押さえ込んだ。

　なぜなら、英梨々が行こうとしたのは同人コーナーだったから……いや同人自体は別にいいんだけど。

　ただ、その入口に『一八歳未満の方はご遠えん慮りよください』という看板が掲かかげられた成年同人コーナーだった日には……




「……どうしてよ」

「いや、どうしても何も駄だ目めだろ」

　俺のその行こう為いのせいで、英梨々はあからさまに機嫌を損そこね、いつも以上にふてくされた態度で俺にぶ～たれた。

　……一般商業コーナーで、霞かすみ詩うた子この色紙が一番目立つところに飾られていたのも、英梨々的に超ポイント低かったようだ。

「別に買い物する訳でもないし、立ち読みする訳でもないし、万引きする訳でもないのに」

「それでも……いや最後のはどこでもやっちゃ駄目だから」

　きっと俺が気にしてることは、英梨々だけでなく、他の高校生たちにとっても、それほど大した問題じゃないんだろう。

　店員さんたちは気を使っているだろうけど、そもそも一八禁コーナーに『入るだけ』なら、それほど目くじらを立てる必要なんかないってわかってる。

「とにかく、俺の見てる前でのルール違い反はんは駄目」

「めんどくさ……」

「そういうの、ずっと前からわかってるだろ」

「…………」

「ちょっと会計済ませてくる」

　それでも俺には、たとえエロ同人誌の制作を手伝っても、倫りん理り君と揶や揄ゆされても、何故なぜかエロゲーの知識に詳くわしくても、愚ぐ直ちよくに守り続ける一線ってものがあるんだ。




「お待たせ。それじゃ帰るか」

「……勝手に帰れば？」

　レジから戻もどってくるまでの短時間じゃ、英梨々の機嫌は元に戻る訳もなく……

　だから俺は、戦術をプランＢに移行する。

「じゃあそうするけど、その前にこれ」

「なにこれ？」

「会計の時、ポイントで交こう換かんしてきた」

「え……」

　と、英梨々の前に掲かかげたのは、とらのあなのポイント交換グッズの『子こ虎とらストラップコレクション』、秋葉原店Ｃバージョン。

「今日は、付き合ってくれてありがとな」

　機嫌を損ねた英梨々に必要なのは、プレゼント。

　それも、どんなにちっぽけでもいいから、俺たちが二人でいたことの証明ができるもの。

　それが、とある女の子に教えてもらった、ちょっと卑ひ怯きようなチート技。

「……あたしも会計済ませてくる」

「あ……」

　けれど、さすがにとらのあなにはドジョウはいなかったようで……

　英梨々は、俺のそのストラップを受け取らず、近くの雑誌を手に取ると、レジへと向かっていった。

　んだけど……




「ほら、倫也」

「これって……」

　レジから戻ってきた英梨々は、さっきの俺みたいに、俺の目の前に何かを掲げる。

　ていうかそれは、俺の手にある物と同じ、ポイント交換のストラップ。

「こんな些さ細さいなことであんたに借りを作る訳にはいかないから……はい交換ね」

　と、英梨々は自分の取ってきたストラップを俺に押しつけると、俺の取ってきたまったく同じストラップを強ごう引いんに奪うばい、自分の鞄かばんにさっさと取りつける。

　でもこれって……つまり……ペア……？








祝アニメ化決定記念　冴さえないアニメ化の祝いかた






「アニメ化に寄せてのメッセージ？」

「うん、この色紙にお願いしますって」

　いつもの夕刻、いつもの視し聴ちよう覚かく室、いつものサークル活動……と思いきや、今日はいつもとは少し趣おもむきが違ちがっていた。

　俺こと安あ芸き倫とも也やと、加か藤とうこと加藤恵めぐみが向かい合わせで座っている机の上には、一枚の色紙と、そして一枚の依い頼らい書という名のプリントが置いてある。

　で、その依頼書の内容は『いつもお世話になっております』から始まり、『添てん付ぷした色紙に、アニメ化についての祝辞などをお願いします』という事務的な文面が続き、最後に『冴えない制作委員会』という署名で締しめくくられていた。

　……どうでもいいけどこの委員会のネーミングはもう少し何とかならなかったんだろうか。

「そんな訳でさ、他のみんなはもう書き終わって、わたしたちが最後なんだって」

　と、そんな唐とう突とつで非日常な依頼が舞まい込んできたにもかかわらず、変わらない日常の象しよう徴ちようとも言うべきその『冴えない彼女ヒロイン』な加藤は、やっぱり変わらずフラットなまま、俺にサインペンを差し出した。

「なぁ、加藤……こういうメタネタってどうなんだ？」

　けれど俺は、加藤のその、いつも通りのオールＯＫな態度に、どうしても納得ができなかった。

「オタク作品の中で一番扱あつかいが難しく、少しでもやり方を間違えたら思いっきり嫌きらわれて、ネット民に鬼おにの首を取ったように袋ふくろだたきに遭あうのがメタネタなんだぞ？　お前、それがわかっててこんな危険な依頼を軽く請うけたのかよ!?」

　そう、メタは劇薬だ。いくらこの作品がかなり濃こいめのオタク向けだとしても、そんなに多用していいものじゃない。

　例えば誰だれだって、自分がプレイしていたゲームのキャラに『実は俺たちがいるこの世界はゲームの中の世界だったんだよ！』みたいなこと言われたら『ふざけんな！』ってなるだろ？

「わ～この人がそういうこと言うんだ～」

「薄うすっ！　反応うっす！」

　けれど、そんな俺の、作品の将来を憂うれえた真しん剣けんな批判をよそに、加藤はやっぱりいつもながらの超フラットな反応で受け流す。

「だって、どうせアニメでも思う存分出てくるんだよね？　その〝めたねた〟ってやつ」

「そんなことないもん！　中身の面おも白しろさで勝負だもん！」

「フラグだよね？　ねぇ、それフラグだよね安芸くん？」

「やめてぇぇぇぃぃぃゃゃぁぁぁぁあああ[image: ～][image: ～][image: ～]っっ！」

　いや、最近の加藤の、こういう素すのツッコミってフラットって言うんだろうか……




「まぁ、決まっちゃったことなんだし、めんどくさいからさっさと書いちゃおうよ」

「お、おう……」

　アニメ化という、作品的にも商業的にもめでたい行事を、『めんどくさいから』で片付けるのもどうかと思ったが、加藤だからしょうがないと諦あきらめて、俺たちは既すでにいくつかのメッセージで埋うめられた色紙を眺ながめる。

「わ、さすが英え梨り々り。ちゃんとイラスト付きだよ」

「こういうところは本当に如じよ才さいないよなあいつ」

　色紙の中央、まず目に付くのは可愛い美少女イラストで彩いろどられた装そう飾しよく感満まん載さいのお祝いメッセージ。

　我がサークル『blessing software』の看板イラストレーターにして美少女同人作家、澤さわ村むら・スペンサー・英梨々の描かき下ろしだ。

「それで英梨々のメッセージは……うわ」

「どした加藤……げ」




『ちょっと！　なんでキービジュが恵なのよ!?』




「…………」

「…………」

　と、俺たちがそのあまりにもアレなメッセージに気まずい思いで目を伏ふせると、今度はその真下に、やたらと力強く、そして達筆な文字が躍おどっていた。

　署名を見ると、そちらはどうやらサークルの最重要人物、シナリオライターにして美少女ラノベ作家、霞かすみヶが丘おか詩うた羽は先せん輩ぱいの直じき筆ひつメッセージだ。

　最初はその達筆さのせいでよく読めなかったメッセージだが、目と頭を凝こらしてよく読むと、そこにはとても直接的な言葉の刃やいばが埋め込まれていたりした。




『加藤さん、あなた最近調子に乗っているのではなくて？』




「…………」

「…………」

　なお、彼女たちの主張の意味がわからない方々においては、アニメ版公式サイト（http://www.saenai.tv）を参照いただけたら幸いだ。

　それにしても、この二人の負け犬臭の半はん端ぱなさはどうしたものか……

「あ、あのさ安芸くん。わたし別にキービジュアル担当、降りてもいいんだけど……」

「いや、悪いけど、制作の都合ってやつはサークル内の人間関係よりも重要なんで」

「え～」

　などと現実逃とう避ひの会話で誤ご魔ま化かしつつ、次に俺が目にしたのは、右側に書き込まれている可愛い丸文字。

　その署名から、これはライバルサークル『rouge en rouge』の看板原画家に上のぼり詰つめた、才能豊かな中学生同人作家、波は島しま出海いずみちゃんのメッセージのようだった。




『わ、わたしの出番、あるんでしょうか……？』




「……大だい丈じよう夫ぶだよ出海ちゃん。この前、ちゃんとテープオーディションで選んだから」

「安芸くん……あなた本当に安芸くん？」

　さらに今度は左側、こちらのきったない字で殴なぐり書きしてあるコメントは、署名なんか見なくても、その適当さからして誰だか丸わかりだ。

　ウチのサークルの音楽担当にして、アニソン系インディーズバンド『icy tail』の歌うた姫ひめにして、残念ながら俺のイトコたる氷ひよう堂どう美み智ち留るのメッセージ。




『と～ぜん、主題歌はあたしが歌うんだよね？』




「ええと、それは音楽会社の意向というものもありまして当方で確約することは……」

「だから安芸くん、さっきまで〝めたねた〟に文句言ってたのは誰かな？」

「まぁそれは置いといて、そろそろ俺たちも書こうぜ、加藤」

「あ、うん」

　とりあえず、人のコメントにコメントを寄せてても仕方がないので、俺たちもサインペンを手にすると、色紙にさらさらとお祝いメッセージとやらを書き込んでいく。

「って加藤、お前、なんでそんな隅すみっこに書くんだよ？　仮にもメインヒロインなんだぞ？」

「だから、その〝仮〟ってのが一生取れる気配がないからじゃないかな？　……よし、できた」

　と、そんな投げやりな言葉とともに、加藤のコメントが色紙の右下の角っこにちょろっと書き上がる。




『わたし役の声優さんが早く決まりますように』




「だからな加藤、制作会社の都合って奴やつは、個人の願望よりもだな……」

「そんな委員会側の発言はもういいから、安芸くんはなんて書いたの？」

「俺か？　俺は……ちゃんとアニメ化に前向きなコメントで締めてやるぜ？　どうだ！」

　と、俺はそんな気合いとともに、色紙の上半分をまるまる使って一気にペンを走らせる。




『第二期が早く決定しますように』




「……ちょっと気が早すぎじゃないかな？　他にも先に二期をやるべき作品もあるっていうか」

「こういう話は早すぎて悪いことなんかなにもないんだよ！」

「そっかな？　一期が酷ひどい出来なのに最終回で二期決定とか言っちゃって、引っ込みがつかなくなって誰もが幸せになれない作品もあるって聞いたよ？」

「言うなそういうこと言うな!?」




　ＴＶアニメ『冴えない彼女ヒロインの育てかた』二○一五年一月よりノイタミナで放送開始！

　注）脚きやく本ほん家が逃にげた場合はその限りではありません。








冴さえ……ありえない夏の過ごしかた






　某ぼう年夏。某県某所某海岸。

「夏だ！　海だ！　海水浴だ～！」

「暑い～、だるい～、帰りたい～」

「来たばっかじゃんトモ……」

　そんな、オタクスポットでも聖地でもない、割とどこにでもあるリゾート海岸のビーチパラソルの下で頭を抱かかえてガタガタ震ふるえている俺の名は、安あ芸き倫とも也や。

　同人ゲームサークル『blessing software』代表にして、同人ゲーム界にて伝説を打ち立てようと燃える、典型的な（個人の感想です）オタク高校生だ。

「だいたい、どうして俺はこんなところにいるんだ？　教えてくれ美み智ち留る……」

　そして、そんな俺を見下ろしつつ、太陽をいっぱいに浴びて立ちはだかるのは、俺と同い年のイトコ、氷ひよう堂どう美智留。

　同人ゲームサークル『blessing software』音楽担当にして、アニソンバンド『icy tail』のボーカルを務める、肩かた書がきだけなら完全オタクのくせに中身は紛まごうことなきリア充じゆう女子高生だ。

「そりゃ、せっかくの夏なんだしどっか遊びに行こうよって話になって、そしたら流れで海なんかいいじゃん、みたいな話になって～」

「どんだけ波に逆らった流れなんだよそれは！　俺、第一希望は出かけたくない、第二希望はアキバ、第三希望は自宅って言ったよね？　なんで無理やり連れ出した!?」

「だってそうでもしないとトモってば絶対に海なんか……ていうか冷静になって考えると第一希望と第三希望同じじゃん、酷ひどいよトモ」

「酷いのは言葉で誤ご魔ま化かそうとする俺より問答無用で実力行使に出たそちら美智留の方だと思うんですが……」

　で、そんなオタクの俺が、リア充の家族連れやカップルの巣そう窟くつである海水浴場なんかに来ている理由は……ああ、うん、もう説明したからいいよね。

「だいたい美智留、お前、バンドの友達どうしたんだよ？　あっち誘さそえばいいだろ」

「や～、なんか今日はどっかのアニソンライブに行くから駄だ目めだって」

「俺もそっち行きたかった！　そっちに行きたかったよぅ！」

「ま～そう言わない。ほらほらトモ、こっちは水着美少女だよ～？」

「ネタにもなんにもならないんだよその言い草は……」

『水着美少女だよ～♪』とか言われて本当に目の前にきわどいビキニを身にまとった長身でプロポーション抜ばつ群ぐんの正しよう真しん正しよう銘めい美少女がいたら、それはオチも何もつかないただの自じ慢まん話だ。

　俺が当事者じゃなかったら、こう、冷めた目で舌打ちしつつ思いっきり聞き流すね。

「トモだって子供の頃ころはあたしと一いつ緒しよに山とか駆かけ回ってたじゃん。今日くらい童心に帰ろうよ～」

「ならお前も童体に帰れ」

　そう、心だけ子供に戻もどったところで、失ってしまった幼児体型は戻ってこない。

　ていうかあかん、こいつ水着とか似合い過ぎるだろ……なんでこんなのがオタクサークルにいるんだよ（※ 代表が強ごう引いんに引き入れました）。




「だから、もう来ちゃったんだから割り切って楽しもうよ。そだ、背中にサンオイル塗ぬったげるよ。ほらそこに寝ね転ころんで」

「いやお前、それ普ふ通つう役割逆だろ、どんだけ男前なんだよ」

　まぁ、やってることはエロ的にアレなんだけど、本人に女の子としての自覚が微み塵じんも感じられないというのは、微び妙みように助かったりする。

　というかこいつ、ギャルゲーに当てはめるとヒロインじゃなくて圧あつ倒とう的に主人公だよな。

「え～、じゃあトモ、普通の役割ってやつ、ちゃんとやる？　あたしの背中にオイル塗る？　塗るヌル塗るヌル？」

「なっ……!?」

　そう、こいつには女の子としての自覚が微塵も感じられない。

　だからといって女の子としての羞しゆう恥ち心も警けい戒かい心も感じられないのは激しく困ったりするんだけど。

「あ、そういえばトモにこの間無理やり見せられたアニメで、女の子が水着の谷間にオイルこぼして『塗ってくださるかしら？』って迫せまるやつがあったな～……そっか、ああいうのがトモにとっての普通の……」

「すいません俺の背中に日焼け止め塗ってくださいお願いします！」

　いや、決してビビって逃にげた訳じゃないぞ？

　ただ、オタクの作法として日焼けはシャツから覗のぞいた顔と腕うでだけって決めてるだけだ。

　そうだ、サンオイルイベントなんて最初からなかったんだ……




「よ～し、準備運動もしたし、オイルも塗ったし、腹ごしらえもしたし、泳ぐぞ～！」

「色々と順番間ま違ちがえてるだろお前……」

　たった今、焼きそばとイカ焼きとカキ氷食ったばかりだよなこいつ……

「さ、トモも行こうよ？　沖おきまで競走しない？」

「いや、俺は日焼け止め塗ったばかりだし」

　というかこいつもサンオイル塗ったばかり（注：俺は手伝ってない）ですぐ海に入ったら意味がないだろうに。

「そんなの、海から上がったらまたあたしが塗ったげるって。さ、行こ行こ？」

　と、美智留が俺の手をぎゅっと握にぎり、にぱっと笑う。

　その邪じや気きのない、けれど色気だけはやたらとありやがる立ち振ふる舞まいは、さっきまでの暑さを忘れさせ、けれど熱くさせたりするくらいに厄やつ介かいな代しろ物もので。

　……って、ちょっと待てよ、もしかして今日、マジで単なるギャルゲー海イベントやるのかこれ？

「……あれ？」

　と、そんなもやもやした戸と惑まどいを感じつつ、美智留に手を引かれて立ち上がり、太陽の下に出た瞬しゆん間かん……

「……トモ？」

　一気に眩まぶしくなるはずの視界が、なぜか一気に真っ暗になった。

「え、ちょっ……」

　ついでに、どっちが上か下かの感覚もなくなり、自分が立ってるのか倒たおれてるのか、気分がいいのか悪いのかまでわからなくなった。

「トモ！　トモってばぁ！」

　耳には、美智留の声がぼんやりと響ひびき、けれどその音も、リアルなのか二次元なのかもわからなくなってきた。

　いや、美智留が二次元ってことはないんだけど……

　けど、でも、そうか。

　二次元ではないにしても、夢ってことはあり得る。




　ああ、そっか、これ夢オチかぁ。

　今の俺、夢から覚めるところなんだな。

　なんだよ、夢だからってやたらと挑ちよう発はつしやがって美智留の奴……って、夢を見た方と夢に登場した方の責任の所在については深く考えない方が身のためかもしれないけど。

　……まぁ、とにかく、これにてめでたく夢は終わりだ。

　目が覚めたら、俺は部屋のベッドの上にいて、見上げた天てん井じように貼はられたポスターの中の二次元美少女の潤うるんだ瞳ひとみと濡ぬれた唇くちびるが目の前に……




「トモ……目を覚まして」

「ん……？」

　と思ったら、どうやら中ちゆう途と半はん端ぱに目が覚めてしまったらしく、俺はまた、夢の中の美智留に再会してしまった。

　その美智留は、俺の部屋のポスターの美少女と同じ表情で、潤んだ瞳をゆっくり閉じると、濡れた唇を俺の口元に寄せて……

「っていやちょっと待てうわああああああ～!?」

「あ……トモ、目が覚めた？」

「なななななっ、何やってんだよお前っ!?」

「や～、トモが気を失ったみたいだったから人工呼吸をね？」

「それ溺おぼれた時の処置だから！　日射病とか立ちくらみで人工呼吸必要ないから！」

「あ、そっか～、いや～良かった良かった。こんなとこで大切なファーストキス捨てちゃうところだった～、あはははは～」

「さらっと重要なこと流すな！　ていうかそういうギャルゲー主人公みたいな男らしい行動しないでよみっちゃん！」

　これじゃ、まるで俺が冴えないヒロインみたいだ……







　著者からのお願い：冷めた目で舌打ちしつつ思いっきり読み流したりしないでください。








単たん推おしな彼女ヒロインの虎とら角かど商店シヨツプ






　新しん宿じゆく駅……それは世界一の乗降客数を誇ほこる巨きよ大だいステーション。

　あまりにも大きく広く、ＪＲ、地下鉄、私鉄の乗り入れ数も半はん端ぱないため、一路線が事故とかで止まっただけで人が洪こう水ずいのように溢あふれたり、地下街を彷徨さまよっていたらいつの間にか新宿三丁目に着いていたり、『京けい王おう新線ってどこだよ!?』と思ってたら実は単なる都営新宿線だったり、西せい武ぶ新宿駅に到とう着ちやくして『そっか、山手線に乗り継つぐには高たか田だの馬ば場ばで降りれば良かったんだ』と後こう悔かいしたりする都会の迷めい宮きゆう。

　そんな新宿の、そろそろ風も少し冷たくなってきた晩秋のお昼過ぎ。

　東口を出て、大ガードの連れん絡らく通路を抜ぬけて西口へと出て、思い○横丁で昼からおっさんたちが飲んでるのを脇わき目めに横断歩道を渡わたり、少し細めの路地に入り、い○なりステーキの行列を通り過ぎたその先で……

「という訳で詩うた羽は先せん輩ぱい、ここが虎角商店新宿西口店だよ！」

「虎角商店って、確かとらのあなとＫＡＤＯＫＡＷＡの……」

「そう！　ＫＡＤＯＫＡＷＡグループ商品の品しな揃ぞろえが抜群、というかＫＡＤＯＫＡＷＡグループ商品しか置いてないという潔いさぎよいコンセプトが話題のコラボショップだよ！」

　とあるビルの四階あたりを指差し、俺はいつものように気合いを込めて隣となりの同どう伴はん者しやへと話しかける。

「今日はここで、どうしても詩羽先輩に見てもらいたいものがあるんだ」

　そう、さっきから言っているように、隣の同伴者とは、霞かすみヶが丘おか詩羽先輩。

　俺とはたった一歳違ちがうだけなのに、五○万部超ちようの売り上げを誇るラノベの人気作家というチートな経歴を持つ黒くろ髪かみロング美人だ。

「何だか含ふくみがあるわねその言い方。倫りん理り君の見せたいものって一体何なの？」

「そうだな、ヒントは……『恋こいするメトロノーム』関連ってことで！」

　と、俺は自信満々に、その詩羽先輩の代表作のタイトルを挙げてみせる。

　何しろ、この程度のヒントを与あたえたところで、店内の〝あれ〟を見た時の衝しよう撃げきが薄うすらいだりすることはないだろうから。

　何しろ……

「でも、『恋するメトロノーム』の版元の不ふ死し川かわ書店ってＫＡＤＯＫＡＷＡグループだったかしら？」

「そういうリアルとフィクションの微妙な境界に触ふれないでよ!?」

　という訳で今回は、リアルとフィクションの境界を微妙にクロスオーバーしてお送りしております。




　エレベーターで四階に上がり、『いらっしゃいませ～、虎角商店へようこそ～』と、ファミレスみたいなおもてなしの挨あい拶さつ（注：男性店員による）に迎むかえられ、少々気き恥はずかしい気持ちで入店すると、俺はまっすぐに店内のいちばん左奥を目指す……いや一度左に曲がらなくちゃならないからまっすぐには行けないんだけど。

「じゃ～ん！　どうだい詩羽先輩！　この『恋メト』の推しっぷり！」

「…………」

　そして、俺が一つの書しよ棚だなを指差すと、そりゃもう予想通り、詩羽先輩はぴしっと固まった。

　何しろその棚に収められているのは、詩羽先輩……霞かすみ詩うた子この著作である『恋するメトロノーム』のみ。

　百冊以上は収められそうな広いスペースは、本当に『恋するメトロノーム』のみで埋うめ尽つくされている。

　しかもそれだけじゃない。いや、さらに先せん鋭えい化されていると言った方が正しいかもしれない。

「そしてどうだい詩羽先輩！　この沙さ由ゆ佳かの単推しっぷり！」

「……………………」

　それだけの本を収めているからには、当然ＰＯＰや推すい薦せん文なんかも充じゆう実じつしている訳だけど、何故なぜかそのコーナーで展開されているそれらの宣伝物は、とってもキャラクターが偏かたよっていた。

　推薦文もＰＯＰも詩羽……いや沙由佳への愛で溢れ、『恋するメトロノーム』が三角関係ものではなく、ただのイチャラブカップルものなんじゃないかと誤解させてくれるほどの、それは贔屓ひいきっぷりだった。

　とにかく、皆みんなも是ぜ非ひこの店の冴さえカノ……いや、恋メトコーナーを見ていって欲しい。

　きっとあらゆる意味で呆あきれ……いや驚おどろくから。

「そりゃ、沙由佳と真ま唯ゆいのどっちも選べない俺にとっては、この偏りっぷりは少しだけ思うところもあるよ！　けれどこの愛の前には、そんなのどうでもいいって思えてくるよね！」

「………………………………」

　そんな俺の、店員が乗り移ったかのような熱い語りに、詩羽先輩は終始無言を貫つらぬいた。

　苦笑気味の感謝や感激の言葉も、ちょっと引き気味の揶や揄ゆや照てれ隠かくしの言葉も、ドＳ風味の批判や罵ば倒とうの言葉も、その真ま一いち文もん字じに閉じられた口からはついぞ出てくることはなかった。

「……先輩？」

　というかその表情は、なんか、今まで見たこともないような種類のもので。

　頰ほおは紅潮し、笑うことも怒おこることもできず、適切な言葉も出てこなくて、なんか冷ひや汗あせみたいなものも浮うかんでたりして。

　要するに、超ちよう恥ずかしがっていた。

「……帰る。もう帰る」

「え？」

　そう、慌あわててその場をそそくさと逃にげ出してしまうほどには。




「ありがとうございました～」

　またしても無む駄だに元気な店員さんの声に送り出され、俺たちは入って三分も経たたないうちに店を後にした。

　その後も詩羽先輩は、エレベーターの呼び出しボタンを連打するわ、エレベーターが来るまでの待ち時間も貧びん乏ぼうゆすり気味に足をカタカタ鳴らすわと、それはもう素晴らしい感激（？）ぶりだった。

「なんか今の先輩、沙由佳みたいなんだけど？」

「うるさいわねっ」

「そろそろ絶賛されるのに慣れようよ。先輩の『恋するメトロノーム』はこのくらい展開されても全然おかしくない作品なんだからさぁ」

「この場でそういうこと言われると余計にいたたまれなくなるでしょ！」

　そして、エレベーターに乗っている間も、階数表示をじっと睨にらんだまま、髪かみをいじったり壁かべを殴なぐったり（ビル管理会社さんごめんなさい）と、あまりにも不ふ審しんな挙動を繰くり返していた。

　それは、いつものハイパー創作モードの時のアレとも違い、これはこれでとても新しん鮮せんだったりして。

　……などと口に出すと、後で素すに戻もどった時、どれだけの反はん撃げきを食らうかわからないから口には出せないけど。




「さて、これからどうする？　サークルの時間までだいぶ時間余っちゃったけど……」

　ビルを出て、ふたたび路地に戻ると、やはり風は冷たく、隣のいき○りステーキの行列はさらに伸のびていた。

　そんなほっとした空気の中、詩羽先輩は深呼吸を二、三度繰り返し、もうここに用はないとばかりに駅へと戻る道を一歩踏ふみ出し……

「倫理君」

「なに？」

「ちゃんとあのコーナーの写真、撮とってきたんでしょうね？」

「欲しいの!?」

　そして、最後にほんのちょっとの未練を見せたりした。

　女心……ていうか作家心ってのはよくわからん。




　後日、不死川書店編集部経由でもらった店内ディスプレイの写真は、今は詩羽先輩のスマホの待ち受け画面を飾かざっていたりする。








勝てない彼女ヒロインのメロンブックス






　秋あき葉は原ばら中央通り──

　もともとは新しん橋ばしから上うえ野のまである中央通りの、ＪＲ秋葉原駅から東京メトロ末すえ広ひろ町ちよう駅あたりまでの一帯は、ビルの上方をアニメやエロゲーの大看板が占せん拠きよしたり、オーロラビジョンから宣伝動画が垂れ流されたり、さらに路上では宣伝用のラッピングバスが徘はい徊かいしたりする、日本が世界に誇ほこるオタクストリートである。

　さらにその中でも、ＪＲ秋葉原駅電気街口を出て西へ向かい、ガード下の信号を渡って右に曲がったわずか五○メートルほどの一角は、様々なジャンルのお店が軒のきを連ね、激しくシェアを争う激戦区だ。

　例えばファストフードでは松○や吉○家やゴー○ーカレーがしのぎを削けずり、例えばゲーセンではＣＬＵＢ　ＳＥ○ＡやＨ○ｙがしのぎを削り……

　そして例えばオタク書店……ＣＯＭＩＣ Ｚ○Ｎや○‐ＢＯＯＫＳとしのぎを削……いや、仲良く切せつ磋さ琢たく磨ましあっているのが……




「という訳で英え梨り々り、ここがメロンブックス秋葉原一号店だ！」

「知ってるわよ」




　先述のＨ○ｙの入っているビルの一階、プライズマシンの並ぶ通路を奥へと進み、地下への階段を下ったところにその店はあった。




「同人も商業も、本もゲームもＣＤも、一いつ般ぱん向けも一八禁もなんでも同じフロアで揃そろう、まさにオタクの中央卸おろし売うり市場！　つまりここに来るお客さんたちは、神に選ばれた（誰だれでも気軽に入店できます）、まさにオタク仲買人！（転売屋という意味ではありません）」

「だから知ってるって。だってあたし、めろんちゃんのクオカード用イラストの仕事したことあるし」

「さすがです柏かしわ木ぎエリ先生!?」










「で、なんで今日はあたしをここに連れてきたのよ？　大体メロンなら通つう販はんで十分でしょ？　あたしも利用してるけど、とっても使いやすくて便利よ？」

「オーケー宣伝ありがとう！　だが今日の目的は買い物じゃないんだ！」

「……買いもしないのにお店でたむろするって、お店の人と他のお客に迷めい惑わくじゃない？」

「店員さんお客さんごめんなさい!?　でも今からすることは、今のお前にとって、それだけの価値があるんだ……」

「だから一体何をしようってのよ？」

　基本、土日引きこもりの英梨々は、今日も無理矢理俺に連れ出されたことを、朝からずっと愚ぐ痴ちっていた。

「英梨々よ……風を読むんだ！」

　だが俺は、そんなネガティブな英梨々に活かつを入れる。

「たまには外に出ろ！　オタクよ街を征ゆけ！　ネットだけでなく、肌はだで、空気でムーヴメントを感じるんだ！」




　そう、今日、俺たちがここに来た目的は、最近イマイチスランプ気味の英梨々に、創作への情熱を取り戻もどさせるためなのだから。










「その〝風〟ってなに？　どうしてオタクの流行を肌で感じるためにはいちいちお店に来るべきだっていうの？」

「それはだな英梨々……メロンの店てん舗ぽには、このタワーがあるからなんだよ！」

　と、俺は、入口すぐにある、新刊コーナーの平台を指差す。

「メロン積み……？」

「さすがに知っているか……」




　その平台には、基本、どこのオタク書店にもあるように、たくさんの新刊が平たく積み上げられている。

　けれど他のお店と一線を画すのは、その中でも一部の商品の、高さと積み方と推おし方だ。

　どのお店でも、大人気作だったり、特にそのお店の客層に合っていたり、お店独自の特典がついたりするようなものは、他の商品よりも目立つ陳ちん列れつをする。

　だがメロンブックス秋葉原一号店においては、もはや売りたいのか飾りたいのか自己満足なのかわからないレベルにまで高く、派手に、熱く積み上げられている。

　本当、いつもいつも見るたびに『よく倒たおれないなコレ……』と思ったりする。




「そりゃ、素直に凄すごいとは思うわよ？　けどこれだって、ツイッターとかでネタにされたり画像貼はられてたりするじゃない（無断撮さつ影えいは禁止ですよ？）」

「ああ、確かに売れ線を知るだけなら、ネットからでも〝情報〟として得られるだろう」







　そんな英梨々の反応は、俺にとっては予想通りだった。

　だってこいつは、『お店に来る時は自分はユーザーだ』という固定概がい念ねんに囚とらわれた、ある意味俺と同じ消費豚ぶたでもあったから。

　しかし……




「だがな英梨々……こういうふうに、自分の作品を積んでもらえたクリエイターから見たらどうだろう？」

「え……？」

「もし、ここにこうしてメロン積みされているのが、『柏木エリアートワークス～cherry blessing～初回限定版』とかだったらどう感じるかって聞いてるんだよ!?」

「なっ……」

「このタワーがリアルタイムで崩壊インフエルノしていくということ……それはつまり、リアルタイムで自分の本が次から次へと買われていくことに他ならない！」




　多分それは、普ふ通つうのユーザー視点だと『これ売れてるなぁ、俺もちょっと読んでみるか？』というくらいの感想になるだろう。

　ファン目線では『やった売れてる！　ヤバい！　あと二、三冊買い増して布教だ！』というモチベーションに繫つながるかもしれない。

　しかし、当の著作者の受けるインパクトはその比ではない……




「お前も、その衝しよう撃げきをいつか味わってみたいと思わないか？」

「…………」

「今日は、その衝撃をイメージするためにここに来た……今、ここにある本が飛ぶように売れ、タワーが崩壊していくさまを見ながら、『これが自分の本だったら……』というのをイメージするんだ！」




　俺がそう熱く語る間にも、今週一推しの新刊タワーが次々とその高さを減らしていく。

　この、人と商品の流れが一体になって流行を作っていく感じは、他ではなかなか味わえない醍だい醐ご味みだ。

　だから俺は、メロンブックスの、この〝風〟が好きなんだ……










「……えっと、それでさ、倫とも也や」

「なんだよ？」

「それって、倫也が自分で思いついたこと？　それとも誰かの体験談？」

「ああ！　詩うた羽は先せん輩ぱいと一いつ緒しよに『恋こいするメトロノーム』の三巻の発売日にここに来たことがあるんだよ！　そしたら先輩、自分の本のタワーが崩くずれていくのをずっと真しん剣けんな表情で眺ながめてて、一時間くらいずっとここを動かなくて、もうそのリアクションが微笑ほほえましくってさぁ！　だからお前も……」

「あたし帰る！」

「英梨々!?」










　その後、何故なぜか拗すねてしまった英梨々をなだめるために、大量のオタクグッズに加えてスイーツとか色々おごらされて、さらに夜まで付き合わされたけど、まぁそれはさておき……

　皆みんなも、メロンの新刊タワーの前で、妙みようにしつこく冊数を数えてたり、流れゆく人たちを温かい目で見守っていたりする客を見つけたら注意してみて欲しい。

　大たい抵ていはファンだけど、たまに関係者、さらには作者本人だったりすることも……








冴さえない円えん盤ばんの求めかた






　とある週末、山手線の電車内。

　いつものように元気に、けれど極力周囲に迷めい惑わくがかからないよう静かに叫さけぶ俺と、いつものようにフラットで、だから極力周囲に迷惑どころか存在を認識されないくらい埋まい没ぼつする加か藤とうは、二人で吊つり革かわに摑つかまりつつ、今日の予定を話し合っていた。

「さあ加藤！　今日は『冴えない彼女ヒロインの育てかた』アニメBlu-rayを予約しに行くぞ！」

「あ、今日は『めたねた』で行くんだね」

「……ああ、俺は、俺たちはとことん攻せめると誓ちかったんだ！　躊ちゆう躇ちよなく突つき進むと決心したんだ！」

　作中に登場するキャラクターが自分の作品について言げん及きゆうしたりする、いわゆる『メタフィクション』は、作品の評価において諸もろ刃はの剣つるぎというか、最近では主おもにデメリットの方向に作用することが多い。

　何しろメタは、『こういうの萎なえるわ～』と発言するだけでもわりと説得力がある上に、『メタは否定しないけど面おも白しろくないのはＮＧ』と言っておけばわかってる風を装える、安心のツッコミどころだ。

　まぁ、だからと言って『そこまでわかってるなら使うなよ』という至し極ごくまっとうな意見は華か麗れいにスルーなんだけど。




「着いたぞ加藤！　俺たちの聖地へと！」

「えっと、俺〝たち〟のと言われましても……」

　まぁそんなどうでもいい話はともかく、その数分後に電車を降りた俺たちが立っていたのは、いつもお馴な染じみ秋あき葉は原ばら。

　電気街口の改札を出てすぐにオタクコンテンツの電子看板で溢あふれ返るこの街は、いつも俺を新しん鮮せんなノスタルジーへと誘いざなってくれる、常に懐なつかしさと新しさを感じさせる不思議なロケーションだ。

「よ～し、さっき言った通り、まずはBlu-rayの予約から……って待て加藤、お前、一体どこへ向かう気だ」

「え？　だってアニメの予約でしょ？　だったら駅出てすぐのそこで……」

　駅に着いてすぐ、わざわざ電気街口に出たにもかかわらず中央口への連れん絡らく通路をくぐろうとする加藤を見て、俺は彼女の目的地がアレだと察してすぐに呼び止める。

「わかってない、お前、全っ然わかっちゃいないな加藤！」

「あ、今のはわかったよ。これから安あ芸きくんが鬱うつ陶とうしい理り不ふ尽じんな理り屈くつをこねることが」

「いいか加藤、アニメのBlu-rayというのは、ただ円盤パッケージを手に入れればそれでいいというものじゃないんだ！」

　何気に向こうも結構毒を吐はいていたのは華麗にスルーして、俺は加藤に、もう一度アニメBlu-ray購こう入にゆうのセオリーを叩たたき込むべく、駅前で大きな声を張り上げる。

「はい加藤、ここでいきなりですがクイズです。オタク一○○人に聞きました……アニメの予約でもっとも重視するものと言えば？」

「えっと、値引き率？」

「残念それは二位！　そんなものが一番重要なら人は皆Ａ○ａｚ○ｎの岩戸に集つどう！　こうして俺のようにわざわざ現地のショップにやってきて予約券を血ち眼まなこで探すアニオタが最も重要視するものとは一体何でしょう！」

「はいはいわかってるって。特典だよね」

「そうだ特典だ！　それもメーカーが全ショップに共通で付ける特典のことじゃないぞ？　ショップさんがその作品に惚ほれ込み、どうしても売りたいと自ら企き画かくを立て、制作委員会や様々な人たちとの面めん倒どうな交こう渉しようを乗り越こえようやく客の元へと届けられる超ちよう豪ごう華か○大特典とかそういう珠しゆ玉ぎよくのアイテムのことだ！」

「……『一番いい特典の付くショップで予約する』って一言いえば理解するのにどうしてわざわざそんな回りくどい言い方をするかな安芸くんは」

「さあそこで今回の各ショップの特典を見比べてみよう……加藤、このリストを見てくれ」

　何気に向こうも何だかんだ負けてないのは華麗にスルーして、俺は加藤に、もう一度ショップ選びの極意を叩き込むべく、エ○セルで作ったショップ特典一覧を広げる。

「……どこも沢たく山さん付けてるね～。そんなに推おして大だい丈じよう夫ぶなのかなこのタイトル」

「どこも甲こう乙おつ付けがたい素晴らしい特典の数々だが、俺の見立てはやっぱりここだ……」

　何気に向こうも……ていうかこいつ最近自じ虐ぎやくネタに鋭するどさを増してきてないか？　というのは華麗にスルーして、俺はリストの一番上に載のっている店名を指差す。

「そう、とらのあな！　全巻連動購入特典としてアナザークリエイタービジュアルファンブックとキャラクター原案深み崎さき暮くれ人ひと氏描かき下ろしＢ２タペストリー！　その他にも抽ちゆう選せん特典など垂すい涎ぜんものの特典だらけ！　俺は間ま違ちがいなくとらのあな一択たく……っておい待て加藤！　どこへ行く!?」

「だってとらのあななんでしょ？　だったら中央通りだよね。さっさと行って予約済ませちゃおうよ」

「お前……最近俺に対する態度がスルーという言葉では表現しきれないくらいに淡たん泊ぱくになってないか？」

「え～、そうかな？　まぁそうかも」

「そうなんだ!?」




「着いたね秋葉原店Ｂ。確かアニメ売ってるのってここのとらだったよね」

「か、加藤……お前って奴やつはっ」

　いつの間にか、秋葉のとらの全店てん舗ぽの位置と役割をきっちりと理解している加藤に俺は、大きな感動と、いくばくかの空そら恐おそろしさを覚えた。

　こいつ確か去年はオタクショップに一度も行ったことなかったはずだよなぁ……一体誰だれの影えい響きようだ。

「よ、よしっ！　それじゃ予約カウンターに一直線だ！　終わったらＵ○Ｘのタ○ーズでお茶しようぜ」

「へ～、店内にも結構『冴えカノ』のポスターとか貼はってあるんだね……あ、ねぇねぇ安芸くん」

「なんだよ？」

「この、『澤さわ村むら・スペンサー・英え梨り々り応おう援えん店』ってのはなに？」

「…………しまったぁぁぁぁぁぁぁ[image: !!!]」

　各ショップの特典をじっくりと見定め、自分にとって最高の店で最高のタイミングで華麗に予約を済ませるはずだった。いや、ついさっきまでそれはできていた。

　しかし、ここに一つの、そして致ち命めい的てきな見落としがあったことに気づいてしまった。

「へ～、ここでアニメの一巻を予約すると、キャラクターデザイン高たか瀬せ智とも章あきさんのキャラクター描き下ろしミニ色紙がもらえるんだ」

「……出るぞ加藤」

「え？　けどまだ予約してないけど？」

「別のとらを探す……アニメの円盤が予約できて、しかも加藤恵めぐみ応援店のな！」

　そう、とらのあなやその他『冴えない彼女ヒロインの育てかた』を特に応援してくれるショップでは、メーカー特典としてこのミニ色紙がさらに追加される。

　しかしそれは、澤村・スペンサー・英梨々、霞かすみヶが丘おか詩うた羽は、加藤恵の三キャラの中からショップが選んだ一キャラクターの色紙しかもらえないという、言わば各派は閥ばつの踏ふみ絵的な様相を呈ていしており……

　で今回、わざわざ加藤と予約に来ておいて、加藤恵応援店以外で予約を入れるというのは、いくらなんでもあまりにアレであり……




「あ、あった加藤恵応援店！　ありがとう……ありがとう新しん宿じゆく店Ａ！」

　それから俺たちは、山手線で池いけ袋ぶくろを経由して新宿へと回り、ようやくとらのあなの、アニメを予約できる加藤恵応援店へと辿たどり着いた。

「えっと、別にそこまでわたしの色紙を追い求める必要もなかったんじゃないかな？」

「だからお前！　もっとメインヒロインとしての自覚を持てよ！　せっかくアニメで人気急上じよう昇しよう中なんだからさ！」

「でもわたしの人気って、そういうことに無自覚なところが受けてる結果のようにも見えるんだけど」

「な……なんという加藤恵のジレンマっ!?」








冴さえない新刊の求めかた






　この作品では毎度お馴な染じみすぎる、日本、いや世界一のオタク街、秋あき葉は原ばら。

　その秋葉原の交通の要所であるＪＲ秋葉原駅電気街口からたったの徒歩三○秒のところに、駅からもっとも近いオタクショップ、ＡＫＩＨＡＢＡＲＡゲーマーズ本店が存在する。

　これは、そんな（ある意味）世界の中心に位置する最強のショップに集つどう人々の、歓かん喜きと悲ひ哀あいの物語である。




「あれ？　英え梨り々り？」

「っ!?　と、倫とも也や……？」

　二月下げ旬じゆん。いつものようにたくさんの人で賑にぎわう週末の秋葉原。

　そんな激混みの人出の中、そういう場所をもっとも苦手とするはずの人物が、何故なぜか俺の前にいた。

「なんでお前がＡＫＩＨＡＢＡＲＡゲーマーズ本店に？」

　ここはＪＲ秋葉原駅電気街口からたったの徒歩三○（以下略）。

　その一階、入口を入ってすぐの新刊売り場の平ひら棚だなのところに、金きん髪ぱつを大きめの帽ぼう子しで隠かくし、オーバーオールと眼鏡で巧こう妙みようにダサく変装した英梨々の姿を見つけた。

　……いやまぁ、猫ねこかぶってない時の服装だとこれよりもダサいんだけど、そんなことは今はいいとして。

「そ、それは……倫也こそなんで？」

「俺はもちろん、霞かすみ詩うた子こ新作『純情ヘクトパスカル』を買いにだよ！」

「……あ～、そう」

　そう、それはいいとして、俺の中で今日はとても重要な日と位置づけられている。

　昨日の、不ふ死し川かわファンタスティック文庫の新刊発売日から一日後。待ちに待った休日。

　何しろ今回の新刊のラインナップには、あまりにも見み逃のがせないタイトル……詩うた羽は先せん輩ぱいの、満を持じしての新作があった。

「もちろん特典のある全ショップで買うのはデフォだがな、しかし、それでも俺の体が一つである以上、各ショップを回る優先度というものがある。そしてもちろん最優先はこのゲーマーズであることは確定的に明らかだ。その理由がわかるか英梨々!?」

「そりゃ、原作者書き下ろし……知らないわよそんなの！」

「ならば教えてやろう……実はな、今回の新刊、霞詩子のショップ書き下ろしＳＳが読めるのはゲーマーズだけなんだよ！」

　そう、そしてその重要な休日の最優先事じ項こうをゲーマーズが飾かざる理由がこれだ。

「他のショップも特典出してるけど、掛かけ替かえカバーとかポストカードとか絵素材が中心で、霞詩子のテキスト特典はたったの一種類……ならば従来の霞詩子ファンがゲーマーズを狩かり尽つくすのは自明の理！　俺はその容よう赦しやない攻こう勢せいから自分のための読書用、保存用、布教用の三冊を守らなければならないんだ！　ああっ、俺は今回、何冊『純情ヘクトパスカル』を買えばいいんだ～！」

「……ハンターが何か言ってる」

「で、お前は何でここに？」

　ついつい自分語りに熱くなってしまった俺は、それでもふと最初の自分の質問を思い出し、英梨々にふたたび問いかける。

　何しろこいつが（俺に無理やり連れ出されるでもなく）一人で秋葉原をうろつくなんて、普ふ段だんの引きこもり同人作家な姿からは想像もつかない。

「ちょ、ちょっと冷やかしに来ただけよ！　別に霞詩子の新刊なんて興味ないし！」

「なぁ英梨々、確かにお前、『恋こいするメトロノーム』は時機を逸いつしたかもしれないけど、せっかく新シリーズが始まるいい機会なんだし、そろそろ霞詩子作品も後追いじゃなくてリアルタイムで触ふれてみたら……」

「そんな暇ひまないって言ってるの！　とにかくあたし急ぐから、じゃあね！」

「あ、おい……」

　と、英梨々は俺の追つい及きゆうを振ふり切るかのように、フロアに並ぶ新刊群を無視して、ドアが開いたエレベーターに乗り込むと、俺を拒こばむようにその扉とびらを慌あわてて閉めた。

「なんだよ、別に一いつ緒しよに回ったって……」

　と、いつも以上にツンデレのテンプレを振り回す英梨々に辟へき易えきしつつ、俺はあいつが昇のぼっていった階数を目で追って……

「……あれ？」

　そして、一つの推測に辿たどり着いた。




「っ、あったぁ！」

「……やはりそういうことか」

「っ!?」

　ＡＫＩＨＡＢＡＲＡゲーマーズ本店は、二階と三階でラノベ、コミックの、主おもに既き刊かんを扱あつかっている。

　そして、その二フロアの中でも、不死川ファンタスティック文庫を扱っているのは三階であり……

「ここで買えば俺に気づかれないとでも思ったか？　そうだよな、こっちにだって当然新刊は並んでるよな……」

「こ、これはっ」

　その三階に、階段で上っていった俺の目に映ったのは、『純情ヘクトパスカル』を手にしていそいそとレジに向かおうとする英梨々の姿だった。

「てか別に隠さなくてもいいじゃん。お前、実は『恋するメトロノーム』でハマったんだろ？　で、今度こそリアルタイムで追っかけるつもりなんだろ？」

「だ、だから違ちが……あたしは前作の頃ころから……」

「まぁ、その気持ちはわからんでもない。何しろ霞詩子の前作『恋するメトロノーム』は衝しよう撃げきだった……一巻の見事なまでの二人きりの純愛物語から一転、二巻から新ヒロイン登場により三角関係が勃ぼつ発ぱつ。そして巻を追うごとに三人の想おもいが様々に交こう錯さくしどんどん泥どろ沼ぬまの三角関係に……などという一ひと粒つぶで何度も美味おいしく、そして心抉えぐられるその構成は、もはや現代における純愛ラノベの頂点に君臨したと言っても過言ではなく……ふごふごふごっ!?」

「だ～か～ら～！　そうやってあんたにドヤ顔でにわか扱いされるのが我が慢まんならなかったのよ～！」

　と、英梨々はいきなり理由もなくキレて、帽子を外すと隠していた最終兵器金髪ツインテールを取り出すと高速回転を始めた。




「だから俺には隠さなくたっていいだろ……詩羽先輩には言わないでおくって」

「絶対よ？　あの女に弱み握にぎられることになったらあんたを呪のろい殺してあたしも死ぬからね？」

「……そこまで卑ひ屈くつになることか？　お前、そんなこと言ってたら本人のサインとか永遠にもらえないぞ？」

「やかましい！」

　それからも俺たちは、何だかんだと言い合いしつつ、けれど二人分の〝六冊〟の『純情ヘクトパスカル』を抱かかえて、レジに並んだ。

「とにかく、これでファーストミッションは完かん了りようだ」

「ねぇ倫也、ちょっと疲つかれたからここ出たら休きゆう憩けいしない？」

「まだ最初の店だろ……」

　そしてようやく俺たちの間に、まったりした平和な空気が流れ始める。

　しかし……




「申し訳ありません。こちらの特典の方、あと一つしか残っていなくて……」

「……は？」

「……は？」

　そんな、六冊同じ本をレジに出した俺たちの前に差し出された特典ＳＳは、たったの一冊……

「霞詩子先生の久々の新刊ということで、昨日から大量買いするお客様が後を絶たず……本当に申し訳ございません」

　いや、店員さんを、ひいてはゲーマーズを責めるのはお門かど違ちがいだろう。

　霞詩子の、ひいては『純情ヘクトパスカル』の、想定以上の順調すぎる船出を祝うべきなのだろう。

　しかし……

「な、なぁ英梨々……」

「……嫌いやよ」

「まだ何も頼たのんでないけど!?」

「どうせ特典譲ゆずれって言うんでしょ？　そんな横おう暴ぼう、認められる訳ないじゃない！」

「確かに頼み事はその通りだけどっ！　でもお前、今まで霞詩子作品の特典集めてなかったんだろ！　俺は恋メトの頃から一つも逃のがしてないんだよ！　頼むよ譲ってくれよ！」

「譲れる訳ないでしょ！　別にゲーマーズはここだけじゃないんだし、そんなに欲しかったら全国のゲーマーズを駆かけずり回って探してくればいいじゃない！」

「お前こそお嬢じよう様さまなんだから金で解決すればいいだろ！」

　その日、ＡＫＩＨＡＢＡＲＡゲーマーズ本店三階レジ前に、眼鏡オタクと金髪ツインテールオタクの壮そう絶ぜつなる痴ち話わ喧げん嘩か……いや特典争いの怨えん嗟さの声が響ひびき渡わたった。
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「……着いちゃったわね」

「うん……」

　校門で会って、喫きつ茶さ店てんで駄だ弁べって、そこから駅まで歩いて……

　そして今、俺と詩羽先せん輩ぱいは、俺たちの最後の目的地に辿たどり着いた。

「それじゃ、今から電車に乗って、和わ合ごう市で降りて、ホテルジェファーソンに泊とまって、なし崩くずしで体を重ねる取材を……」

「すいません俺明日も学校なんで！」

　いやここが本当に最後の目的地だよ、お別れの最寄り駅だよ!?

「平日は登校しなくちゃならないなんて、高校って不便なところよね」

「詩羽先輩もそろそろ大学行こうねマジで」

　そんな、普ふ通つうの相手なら『じゃあまた～』であっさり別れるはずのその場所で、俺と詩羽先輩は、未いまだに同じような話題を蒸むし返しつつ、グダグダと話を続ける。

「それじゃ……今度こそさよなら、倫りん理り君」

「ああ、さよなら、詩羽先輩」

「あ、でも、さよならというのは別れの言葉じゃなくて……」

「ふたたび会うまでの遠い……じゃなくて！」

　それは、なんというか、普通にカップルみたいでなんか……

　あ、そういえば詩羽先輩、まだ俺の手を握ったまま離はなしてないや。

「ねぇ倫理君、今日の〝さよなら〟は、あくまで今日限定よね？　明日以降にも適用される訳じゃないわよね？」

「当たり前だろ、またいつでも連れん絡らくしてよ」

「…………」

「どしたの？　詩羽先輩」

「私気づいてしまったの、幸せ芝しば居いの舞ぶ台たい裏に。電話をするのは私だけ。あなたから来ることは……」

「掛かけるからこっちからもマメに連絡するから！」

　いや、普通のカップルだったら、こんないつの時代の謎なぞかけかわからん会話の応おう酬しゆうなんかしない。

「ま、でも、別に倫理君から連絡がなくたって、また適当に暇ひまを見つけてぶらりと会いに行くわよ？」

「うん、もちろん歓かん迎げいだよ。暇ができたらいつでも……」

「あ、でも困ったわね。今の私、毎日が暇で暇で……これだと倫理君に毎日会いに行くしか暇をつぶす手段が……」

「あんた小説家だよねシナリオライターでもあるよねラノベシリーズと新作ゲーム抱かかえてるよね!?」

　けど、何だかんだと無理矢理気味に会う理由を探し回るのは、やっぱりなんていうか、普通のカップルみたいで。

「……じゃあ、クリエイターとして、会いに来るならいい？　スランプになったら、来てもいい？」

「詩羽先輩……？」

「あなたと、新作の構想について語ってもいい？　小説の新展開についてネタ出しをしてもいい？　そうやって、モチベーションを取り戻もどしてもいい？」

　けれど、その無理矢理な理由の中身に、『霞かすみ詩うた子この新作話』なんて、そんな抗あらがえない魅み力りよくを仕込んでくる彼女は、やっぱ卑ひ怯きよう者で。

「まぁ、俺なんかで役に立つなら……別に、明日でも」

　そんな魅力的な餌えさを目の前にぶら下げられたら、生きつ粋すいの霞詩子厨ちゆうは、涎よだれを垂らしながら頷うなずくしかできないに決まってて。

　本当、信者の飼い慣らし方をよくご存じだな、このご主人様は。

「ありがとう……うん、ありがとう、倫とも也や君」

「……こちらこそ」

　けれど、そんなふうに優位に立っているはずの彼女の口や態度から、そんな殊しゆ勝しような可愛らしさが滲にじみ出てくると、なんだか、なんだか……




「それじゃ、今度こそ」

「うん、今度こそ」

　二人が改札に着いてから五本目の電車がホームに入ってくる。

　その、区切りのいい本数を機に、ようやく詩羽先輩は、俺の手から、自分の手を離す。

　……それを名残なごり惜おしいと思ってしまうところからして、俺は、自分の負けを認めて寂さびしそうに笑うしかなかった。

「……ほら、どうぞ」

「え、なに？」

　と、そんな俺に、詩羽先輩は、離した両手を広げて、黒く病やんだ……いや、白く慈じ愛あいに満ちた微笑ほほえみを浮うかべる。

「別に、あなたの方から求めてもいいのよ？　別れの抱ほう擁よう」

「そんなハードルの高い行こう為いを強要しないでよ!?」

　で、俺の方はと言えば、そんな挑ちよう発はつの言葉についつい言うなりになってしまいそうなくらいに、やっぱり負けを認めるしかなかった。

「まだまだね倫理君。たとえその気が一ミリもなくたって、そこでにっこり笑って女の子を抱だきしめるくらいの度量がなくてどうするの？」

「いやだから一ミリもないわけじゃないところが事態をややこしくしてる訳で！」

「じゃ、今はまだ、私の方から……」

「あ……」

　でもまぁ、せっかちな作家先生は、そんな俺のチキンな懊おう悩のうなんか意に介かいさず、一気に間合いを詰つめてくる。

　俺の鼻び腔こうに、その黒くろ髪かみの香かおりが届く距きよ離りまで踏ふみ込み、自分の額をちょこんと俺の胸に当て、そして、自分の両手を俺の背中でぎゅっと結ぶ。

「それじゃあね、倫理君」

「うぁ……」

　けれど、その針のムシロの上の恍こう惚こつは、ほんの一いつ瞬しゆんで。

　鼻をくすぐるシャンプーの香りも、体にまとわりつく窮きゆう屈くつな心地ここちよさも、胸に当たる激しい動機の原因となるやわらかい物質も。

　まさにあっという間に、春の夜の幻げん想そうになり果てる。

　そして、俺から離れた後も、彼女はやっぱり意地悪な笑みを浮かべ、けれど少しだけ頰ほおを紅潮させたまま……

「……また今度ね」

　今度こそ、まったくこちらを顧かえりみることなく、改札の中へと消えていった。

　その姿は、あっという間に乗降客にかき消され、もうこの場には、何の痕こん跡せきも残すことはなく。

「……また、今度」

　ただ、俺の胸の中に、卑怯で、めんどくさくて、モヤモヤして、気持ち良くて、嬉うれしくて、切なくて、息苦しい思い出だけを残した。
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「というわけで、次はサブヒロインのアイデア出しに行きましょう！」

「え、今からすぐ？」

「はいっ、やりましょう今すぐやりましょう！」

　たった今、たった一人のヒロインに、たった……いや、なんと一○○枚を超こえるデザインラフを上げたばかりの出海ちゃんは、しかしその壮そう絶ぜつな仕事の直後にもかかわらず、新たな紙を左手に、そしてふたたびペンを右手に取った。

「け、けど、疲つかれてない？」

「いいえっ、わたしテンション高い時は全然疲れないんです。三日三晩寝ねないで絵を描かいてることもありますよ！」

「……寝ようよマジ寝ようよ。でないと年取ってから一気にクるよ？」

　そして、何かをキメたようなさわやかな笑顔とともに、何かをキメたような壮絶なスピードで新たなヒロインを生み出し始める。

　その鬼き気き迫せまりっぷりは、まるで詩うた羽は先せん輩ぱいのハイパー創作モードを彷ほう彿ふつとさせて、改めて俺がこのコの同人誌にハマった理由を思い出させてくれる。

　そして多分、あの、去年のクリスマスに完成した『英え梨り々りの七枚』も、こんなふうに生み出されたんだろうなって……

「という訳で、サブヒロイン一こと、後こう輩はいヒロインの設定なんですが……」

「あ、後輩なんだ」

　いや、サブヒロインの設定はまだあまり固めていなかったから、別に後輩でも全然構わないけど、出海ちゃんそう来ましたか。

「まずはスリーサイズなんですが、えっと、バストは……そろそろ九○超えてるかな？」

「そろそろって何!?」

　というか出海ちゃん今、右手で自分の服の胸むな元もとをはだけさせて中を覗のぞき込んだり、左手で自分の胸をたぷたぷ持ち上げて何かを測っていたようなのですがそれは気のせいなのでしょうか？

「で、ウエストは……う～ん、う～ん……ごじゅう、さんっ、と」

「無理しなくていいからだいたいそれバランスおかしいから！」

　そして今度は思いっきり息を吸い込んでお腹を引っ込めたようなのですが……ああ、はい、気のせいですね。

「で、容姿の方は……まぁこんな感じかな？　ねぇ先輩、よく似て……じゃなくてよくできてると思いませんかっ」

「……あ～はいはい、うん、よくできてる、可愛いよ」

　そりゃもう、噓うそ偽いつわりなくよくできてる。

　何しろ顔を描いている時、一本一本の線にまったく迷いがなかった。

　というか時おりテーブルの上の手鏡を見て何を確認してたんですかねぇ……

「うん、全体の方向性はこんなとこかな？　それじゃ、次はこのわた……後輩ヒロインの設定を練りながら、表情や動作パターンを作り込んでいきましょう！」

「……そうだね、作り込んでいこうね」

『もうできてるような気がするんだけど設定』というのは言ってはいけないことなんだろうか。

「まずは大前提なんですけれど、このヒロインはとっても出番が多いんですよ！」

「……ちょっと待ってそれキャラ設定って言わなくない？」

「……『とても積極的で、主人公によく絡からんでくる』と言い換かえます」

「……ああそうだね。それなら結果として出番が多いのも納得だ」

「しかも、ちょっとヤキモチ焼きだから、主人公が他のヒロインと話してる時に割り込んできたりして！」

「なるほど、他にライバルキャラみたいなヒロインがいて、そのコといくつかのイベントを共有するような感じになるのか」

「いいえ、全ヒロインとイベントを共有します。その結果、実に全イベントの八割以上に登場……」

「……ちょっと待ってそれちょっとってレベルじゃなくない？」

　というか、それだとなんか他のキャラの攻こう略りやくに失敗すると結果として攻略したことになる救済（し過ぎる）キャラになってしまうのでは。

「……やっぱりこの設定って鬱うつ陶とうしいですか？　自分の人気を犠ぎ牲せいにして他キャラの人気を上げる自己犠牲精神に満ちた永遠の不人気キャラになってしまうんでしょうか……」

「いやいやいやそんなことないから！　俺は好きだよそういうヒロイン！」

　……などという感想は思っても絶対に口にしてはいけない。いやマジで。

「……でも出海ちゃん、残念だけど、やっぱりそのキャラ設定のヒロインを出す訳にはいかないな」

「う……」

　それでも、これは俺のゲームだ。

「だって、そんな出ずっぱりなサブヒロインがいたら、ヒロインのバランスが崩くずれるだろ？」

　皆みなにアイデアを求めるし、いい意見なら躊ちゆう躇ちよなく取り入れる。

「俺が求めるのは、どのヒロインもメインヒロインに負けず劣おとらず胸がキュンキュンする、最強のギャルゲーなんだから」

　けれど、そのアイデアを取り入れるかどうかを最終的に決めるのは俺だ。

　今度こそ、相手が誰だれであろうと、謙けん虚きよで、そして、傲ごう慢まんでいるって決めたんだ……




「そう、ですよね」

　と、出海ちゃんは、さっきまでの勢いはどこへやら、途と端たんにしゅんとしぼんでしまった。

「こんなヒロイン、駄だ目めですよね。主人公に選んでもらえるわけ、ないですよね……」

　がっくりと俯うつむき、声は鼻にかかり、口調は泣き言っぽくなり。

「駄目だなぁわたし、ゲーム全体のこととか考えずに、すぐ調子に乗って……」

　そんな、さっきまでの前向きさが噓うそのような、ネガティブで泣き虫な女の子。

「うん、見つけた、魅み力りよく的なヒロイン設定」

「え？」

　だから俺は、その頭にぽんと手を置き、さっきまでの彼女のポジティブを引き継つぐ。

「よく空回りするけど、すぐに落ち込むけど、結構泣き虫だけど……」

　さっきまでの彼女みたいな勢いはないけれど。

「けれど頑がん張ばり屋で、決してくじけない」

　さっきまでの彼女みたいな熱さもないけれど。

「そんなヒロイン、どうかな？　魅力的じゃないかな……出海ちゃん？」

　でも、さっきまでの彼女みたいな確信とともに、祝う。

「……はいっ、その方向性でいってみますっ！」

　新しい、魅力的なヒロインの誕生を。
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「はぁっ、はぁっ、はぁっ……」

「はぁぁぁぁ～、う、うぅ～」

「はぁ……もう、トモってば、すごいよぉ」

「あ、あんま大きな声出すな……加か藤とうが、起きるだろ」

　時は、夜中の三時を過ぎた頃ころ。

　さっきまで、何度も落ちては復活してを繰くり返していた加藤が、とうとう俺のベッドで安らかな寝ね息いきを立て始めてから三○分を過ぎた頃。

　俺と美智留は、部屋の真ん中で二人、手を繫つないだまま仰あお向むけに寝ね転ころがり、荒あらい息を吐はきながら天てん井じようを見上げていた。

　せっかく風ふ呂ろに入った体は紅潮し、玉の汗あせが浮うかび、それはもう、壮そう絶ぜつなひと勝負のあとが窺うかがえる。

「あ～あ、中学ん時までは、あたしの方が体力あったのになぁ」

「だ、男子……なめんなっ」

「ほんっと……いつの間にか、二の腕うで、あんたの方が太くなってる……」

「ひぅっ……い、今触さわるなってっ、腕がつる腕がつる！」

「……なんだ持じ久きゆう力は相変わらずだなぁ。長期戦に持ち込めばよかった」

　はいっ、もちろん全年ねん齢れいラノベのお約束にのっとって、壮絶なひと勝負ってのは腕相撲ずもうのことだけどね！




　時は、夜中の三時を過ぎた頃。

　加藤が寝落ちして、なんとなく手持ち無ぶ沙さ汰たになった時間帯。

　俺が『そろそろ寝るか？』と、雑魚ざこ寝ねのスペースを作るためにテーブルを片付けたところで、唐とう突とつに美智留が『ね、昔みたいに勝負しよ？』と床ゆかにうつ伏ぶせに転がり、右手を差し出してきた。

　そんな馬ば鹿かげた申し出など、本来なら『馬鹿言ってんじゃねえ。明日も早いぞ』と一いつ蹴しゆうできたはずだった。

　けれどその勝負は、長なが野のの実家では毎年恒こう例れいの行事でもあり、そして去年までの俺の、『引き分け挟はさんで九連敗』という屈くつ辱じよくの歴史もあいまって、『今年こそ……』という、妙みような反骨精神を呼び起こしてしまった。

　そして、三分を超こえる熱戦の末、最後は高二の男女の平均的な成長格差をフルに発揮して、やっとのことで俺が逃にげ切り初勝利を収めたという、ある意味歴史的な瞬しゆん間かんに立ち会った本ＳＳの読者諸しよ兄けいは大変に運のいい方々だと改めてお祝いを申し上げる。

　まぁ、だから『またエロ誤解系ガッカリイベントかよ成長しねぇなぁこの作品』などと舌打ちしたりしないでもう少しだけ付き合って欲しい。

「でもさぁ、よく見るとそこらじゅうに結構筋肉ついてんじゃん。オタクのくせに」

「オタクはオタクでも働くオタクだからな。去年なんか新聞配達にファミレスにレンタルショップに引っ越こしに……」

「ほんっとだ……二の腕だけじゃなく胸むな板いたまで……うりうりっ、トモのくせに、トモのくせに～」

「ひゃんっ！　や、だから触んな、指でつんつんすんな、あ、あふっ、ひぅんっ」

「お、太もももいつの間にかいい勝負になっちゃって～……ちょっとトモここで脚あし伸のばして～……よっ、と」

「くっつけないで脚くっつけないでよみっちゃん！」

　……ほら、何しろエロ誤解系イベントを、ほんの少しの工夫でガチエロ系イベントに昇しよう華かさせてしまうことなど、目の前の美智留にとってはこのように朝飯前のことなのだから。




「さ、そんじゃ二回戦行くよ」

「いやもう無理腕動かねぇ」

「わかってるって～、今度はこっちこっち！」

「……今度はそっち、か」

　そして、次に美智留が差し出してきたのはまたしても右手だったけれど、その手が作る形が、さっきと違ちがっていた。

「こっちなら腕の力使わないから、今のトモでもできるよね」

「お前、相変わらず自分が勝つまで絶対に勝負やめないのな」

　まぁ、そんなイトコのワガママに、勝者の余よ裕ゆうで苦笑しつつ、俺は、右手を美智留と同じ形にして差し出す。

　そして次の瞬間、二人の四本の指が電車の連結部のように繫がり、鎌かま首くびをもたげた親指が早さつ速そく様子を窺い始める。

「そんじゃ、用意、スタート！」

「よしっ！」

　第二ラウンド、指相撲の始まりだ……




「よっ、とっ！」

「なんのっ！」

　ほぼ腕わん力りよくが勝負を分ける腕相撲と違って、指相撲の戦術は少し複雑だ。

　指の動きのバリエーションで誘さそい、腕や体までも使って最適なポジションを取り、そして捕つかまえたら最後、握あく力りよくで押さえ込む……

　そんな訳で俺たちは、まずは自分の親指が優位なポジションを取るため、様々な動作で相手のかく乱を狙ねらい……

「そこだっ」

「うひゃひゃひゃひゃっ!?」

　しかしそこで俺は、不覚にも美智留に先手を許した。

　いや、それはだって、相手の起こしたアクションが、こっちのまるで想定してない種類のものだったからで……

「ちょっ、こら美智留っ!?　お前何を今ここでどうしてそんなこと～！」

　と、俺が５Ｗ１Ｈな叫さけびを上げる間にも、美智留のポジション取り攻こう撃げきはぐいぐい迫せまってきた。

　……具体的には、俺の正座してた両脚の隙すき間まに、自分の脚を深くこじ入れてきたりとか。

「よしっ、取った！」

　と、俺がそんな股こ間かんスレスレに来た超ちようかく乱攻撃に動どう揺ようしてる隙すきに、まんまと美智留は俺の親指をきっちり捕とらえてしまった。

「お前、ちょっとそれは汚きたな……うええええ～!?」

　と、たかが指相撲に勝つために、女の武器を躊躇なく使う卑ひ怯きような戦術に、俺は抗こう議ぎの声を上げようとしたけれど。

「うりゃあああ～！」

「えええええ～!?」

　だが、美智留の戦術ならぬ戦略は、そんな小さな勝利を目的としてはいなかった。

　どうやら、俺は何かとんでもない勘かん違ちがいを……いや、美智留の本質を理解していなかったのかもしれない。

「み、美智留……こ、これって……？」

「ん～？　スモールパッケージホールド～！」

　もはや美智留の親指は、俺の親指を摑つかんでなどいなかった。

　ただ全身を密着させ脚を、腕を、首を絡からめ、俺の両りよう肩かたを床へと押しつけることに全力を注いでいた。

「って、指相撲じゃなかったのかよ!?」

「あたしが、指相撲を、いつ、どこで、どうして、どんなふうにしようなんて言ったっけ～？」

「だってだって、こっちなら腕の力使わないって！」

「そうそう、プロレスは腕力に頼たよってちゃ勝てない。テクニックが重要なんだな～」

「てめぇぇぇむぎゅううぅぅぅ～っ!?」

　……ゴメン、こいつメインのＳＳだといつも同じ展開、同じオチで悪いね？
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「ちょっと倫とも也や！」

「てっ！」

　英梨々が少しばかりの怒いかり声とともに、自分のつま先を俺のすねにめり込ませたのは、昼休みの残りもあと一〇分に迫せまった一時ちょっと前のことだった。

「あんた、ちゃんと人の話聞いてる？」

「あ～、聞いてる。うん、さっきからずっと聞いてるって」

「とか言いながらちっとも真しん剣けんに聞いてないでしょそうなんでしょ」

　学校一のお嬢じよう様さまと学校一のオタクが机をくっつけ、二人顔を突つき合わせて喋しやべりながら昼飯を食うという学校一の異様な光景は、当初はクラスの皆みんなにかなりの衝しよう撃げきをもって迎むかえられたようだった。

　けれどさすがにその行こう為いを三〇分以上も続けると、誰だれしも感覚が麻ま痺ひしてくるようで、彼女の『お嬢様らしくない』言動は、今は綺き麗れいにスルーされていた。

「いやいやそんなことないって。うんうん、わかるわ～、大変だったんだなぁ英梨々も」

「さっきからなんでそんなふうに『わかるわ～』を延々リピートしてんのよ？」

「いやだって、三次元の女子って、とにかく反論せず何言われても肯こう定ていしてねぎらってればいいって、とある識者伊織が……」

　正確には、『弱った女の子を落とすには』という前提があった気がするけど、きっと全方面に効くはずだ、多分。

「それにしたって、ちゃんとこっちの話を聞くって前提があるでしょ。あんたさっきからあたしの言ってることに対しては音声スキップしまくりじゃない！」

「随ずい分ぶんと細かい調整の利きくコンフィグだなぁおい」

　まぁ、三次元の女子としてではなく、人としてなら英梨々の怒る理由はわかるし、それを引き起こしている俺の反応の理由もわかってる。

　その理由とは……まぁ本編で詳くわしく述べているのでここでは割かつ愛あいな。

「だいたい、人と話をする時にはちゃんとこっち見なさいよ。ウチのママにだって昔っから何度も説教されてるでしょ？」

「小さ百ゆ合りさんは距きよ離り感が近すぎるんだよ……」

　そういえば、あの人と話してると、とても正面から向き合うような状じよう況きようを作ってはくれなかったっけ。

「まぁ確かに、ママってあたしやパパと話す時も、距離近いもんね」

「……だからよせ」

「え、何が？」

「何がって……その母親譲ゆずりの距離感だよ」

　そう、今の英梨々みたいに。

「そうは言っても、さっきからあんた正面向かないし、いつもより声も小さいし、教室の中じゃこれくらい近寄らないと聞き取れないわよ」

　……とはいえ、この近さだと必殺技『え？　何だって？』が通用しないという致ち命めい的てきな問題がある訳で。

「お前さ、こんなことしてると、マジで皆に変な目で見られるぞ？」

「どんなふうに見られると思う？」

「……俺みたいなオタクと話が合ってしまう、クソオタクの偽ぎ装そうお嬢様？」

「それって、ただのあたし自身じゃない」

「……それでいいのかよ？」

「べっつに～？」

　と、英梨々は、やっぱり今まで、仲間以外には見せたことのない、ちょっとばかり悪あく趣しゆ味みな微び笑しようを漏もらす。

　そんなふうに、最近の英梨々は、八年間ずっと守り続けてきたものを、たった数日で捨てようとしているみたいで。

「小学生の時は嫌いやがったくせに」

　それを刹せつ那な的な危あやうさと取るか、清すが々すがしい開き直りと取るかは、色々と自分の中でも意見が分かれるところだけど。

「今思うとさ、あの時のあたしって、ちょっとベタベタし過ぎだったのかなって」

「ぉ、ぉぅ……？」

　まぁどっちにしても、清々しいくらいに危なっかしいんだけど。

「倫也の言うこと、なんでも肯定してさ、うんうん、それわかる～、って」

「すいませんそれさっき俺が取った態度と何が違ちがうんでしょうか」

「だから、周りの皆も嫌な思いしたのかなって……」

「え……？」

「もうちょっと、特別扱あつかいしなくて、普ふ通つうの友達っぽく喧けん嘩かしたり言い合いしたりしてたら、ああいうふうに思われることはなかったのかなって」

　それは俺にとっても、完全に想定外で、そして突き刺ささる『反省の弁』だった。

「倫也？」

　英梨々が俺から離はなれていったのは英梨々のせい。

　けど、俺が英梨々にそういう選せん択たく肢ししか残せなかったのは俺のせい。

　そして、その結果、二人が断絶してしまったのは、そう仕向けた周囲の奴やつらのせい……

「ねぇ、倫也ってば？」

　けれどそのさらに前、彼らにそう仕向けさせたのは、結局、小学生の男女にしては異様に仲が良く、皆にとって異質なネタで盛り上がっていた、俺たち異分子のせい……？

「ちょっと！　なにシカトしてんのよ倫也！」

「てっ!?」

　などと、出口のなさそうな問答を頭の中で繰くり広げていたところに、またしても英梨々のトウキックが炸さく裂れつし……

「え？　あ～！」

「あ……」

　で、その拍ひよう子しで揺ゆれた机が、俺のお茶のペットボトルを倒たおしてしまった。

　しかも、英梨々の、まだご飯が半分近く残った弁当箱の中に。

「やだも～きたない！」

　慌あわててペットボトルを起こすも、既すでに弁当箱に注ぎ込まれてしまったお茶は、見事なまでに英梨々の昼食をお茶ちや漬づけにしていた。

「……どうしてくれるのよ？」

「まぁその反応は予想してたけど、本を正せば……」

「あんたの『本を正せばお前が蹴けったせいだろ』っていう反応も予想通りよ」

「あ～、じゃあ、ここはお互たがい不幸な事故だったということで……」

「そんな予定調和であたしのお昼ご飯を台無しにされたらたまったもんじゃないわよ！」

「いや、俺だってお茶が五〇グラムくらい台無しに……」

「あ～もうっ、こうなったらあんたの予想の斜ななめ上のことをしてやる～！」

「おわっ!?　ちょっと待てそれは！」

　と、英梨々は開き直り……というか開き直り過ぎて、半分残っていた俺の焼きそばパンに手を伸のばしてきた。

「お前、焼きそばはカップ派じゃなかったのか!?」

「この際、妥だ協きよう点を探るしかないでしょ！　だからよこしなさい！」

　という訳で、昼休みの残りもあと五分に迫った、一時ほんのちょっと前。

　俺たちは結局、今でもこうして異分子のまま、このラブコメ的にカロリーの高い食い物を巡めぐって争い合う。
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「詩羽先せん輩ぱい、開けますよ？」

『きゃぁぁぁぁ～、何見てんのよこのすけべ～』

「……迫はく真しんの演技をする気がないならいちいち反応しなくてもいいですから」

　詩羽先輩の、気の抜ぬけまくった、悲鳴にもなっていない返事にこちらもおざなりな反応を返しつつ、俺は扉とびらを開けて洗面所の中に入る。

　まぁそれでも、そこからすりガラスの扉一枚隔へだてた浴室の中からはシャワーの流れる音が響ひびいている訳で、いやがおうにも中にいるひと詩羽先輩の今の姿を思い起こしてしまったり。

「とりあえず、濡ぬれた服だけ先に乾かわかしますよ？　いいですね？」

　が、今はそんな風に想像の翼つばさをはためかせている場合ではなく、俺は取り急ぎ洗せん濯たく籠かごの中にある、脱ぬぎたての……いやそこは強調しなくていいけど、雨に濡れた彼女の衣類を乾かん燥そう機きに放り込む。

　上着もスカートも、かなりの量の水を吸ってぐっしょりと重く両手にのしかかり、彼女のさっきまでの冷たさと辛つらさが身に染みる。

　それはそうと、そうして上着類を乾燥機に放り込んだ後は、残りの、それほど濡れていない衣類の扱いをどうしようかと少しの迷いが生じる訳で……

『下着ならそのまま記念に持っていっても構わないわよ倫りん理り君』

「しませんからそういう倫理君じゃなくなっちゃうこと絶対しませんから俺！」

　というか、このぐっしょりと濡れたストッキングの扱いどうしよう……




「まだ寒いですか？　なんならシャワーだけでなく風ふ呂ろも沸わかしましょうか？」

　ガランガランとやかましい音を立てて回る乾燥機を見つめつつ、俺は扉一枚隔てた浴室の中にいる彼女に話しかける。

『お湯が熱い……』

「そこは自分で温度調節してください」

『あぁ、なんだか人ひと肌はだの温もりが恋こいしいわ』

「風呂上がりにぬる燗かんでもつけときますか」

　まぁラノベ的にも大学生の飲酒くらいならＯＫだろう。アニメだとＮＧだけど。

『相変わらず意地悪なのね……』

「いやさっきから答えに窮きゆうする質問を畳たたみかけてくる詩羽先輩の方が意地悪でしょ」

　何度も言うようだけど、大学生になってからの詩羽先輩は、本当にもう、まるで自じ重ちようしないというか、下ネタという概がい念ねんしか存在しない退たい廃はい的な世界というか……

『でも私たち、一度は体を重ねた間あいだ柄がらなのに……』

「そんなに重ねてないよねごく一部だよね!?」

　ほら、こんなふうに。

『あの時の感かん触しよく、今でもはっきりと覚えているわ……倫理君の熱くたぎった〝それ〟が、私の口中を激しくかき回し、だから私は立っていられないくらいの刺し激げきに膝ひざががくがくと震ふるえ、そして、肝かん心じんの〝その部分〟は……』

「ちょっとちょっとちょっと！　事実と違ったり誇こ大だいな表現だったり紛まぎらわしかったりする指示語使わないでよ！」

『でも……一部を重ねたのは、本当のことよね？』

「いや、それは……………………はい」

　最近の詩羽先輩は、本当にもう、なんだかなぁ、だけど。

　けれどそれは、高校を卒業したからとか、大学生になったからというだけではないのかもしれなくて。

『キス、しちゃったわよね？　私たち』

「……………………まぁ、はい」

『ふふっ、ふふふっ』

「やっぱり詩羽先輩の方が意地悪だ……」

　なんか、こういうのはおこがましいってわかってるけど……

　その浮うかれ具合に、ほんのちょっとくらいは、〝あのこと〟が絡からんでいるのかもしれなくて。




「ああ、あと、ここにバスタオルと着き替がえ置いときますから……俺のスウェットですけど、この際仕方ないですよね？」

『もちろん上下揃そろいとか野や暮ぼなことしないわよね？　しれっと上だけ置いてあるパターンよね？』

「もちろん上下揃えてますから俺は形式を重んじる人間ですから！」

　ま、そんな胸が少し高鳴りそうな考察をあっさりぶち壊こわしてくれる相変わらずの下ネタ攻こう撃げきに、俺は頭を抱かかえつつもほっとしながら、そろそろ、この楽しい場を後にしようと、洗面所の扉を開く。

「それじゃ、ごゆっくり」

『あら、もう話し相手になってくれないの？』

「色々と用意があるんですよ」

『用意って……ベッドメイキングとか、枕まくらの下に〝あるもの〟を仕込むとか？』

「おにぎりメイキングとか、味み噌そ汁しるの中に〝ある薬味〟を仕込むためです！」

　最後に、きっちり閉めたとわかるように大きな音で扉を閉じると、俺は自分の部屋へとは戻もどらず、台所の方へと足を運ぶ。




　冷蔵庫を開け、昨日の残りの冷やご飯を取り出すとレンジに放り込む。

　テーブルの上に塩とラップとお皿とお椀わんとインスタント味噌汁を並べる。

　さらにもう一度冷蔵庫を開け、佃つくだ煮にとかネギとか、具や薬味になりそうなものをいくつか取り出す。

「それじゃ……腕うでを振ふるいますか～」

　と、俺は、自分でも意外なくらいのモチベーションとともにキッチンに立ち、料理とも言えないおままごとに全力を傾かたむけるべく気合いを入れる。

　まぁ、加か藤とうみたいにしっかりとしたものが作れる訳じゃないけど。

　でも、ざっかけない男の料理、振る舞まいたいくらいには、大切なお客様だから……

「り～ん～り～く～ん」

「うわあああっ!?」

　と、気合いを入れた瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん耳元に響く、地じ獄ごくの釜かまが開いたような怨えん嗟さの声……

「コンディショナー、途と中ちゆうで切れちゃった～」

　そして振り向くと、目の前に長い濡れ髪がみで顔を覆おおった貞……いや謎なぞの女性。

「洗面所から呼んでくれればいいじゃん！　あとこっち来るなら体拭ふいてからにして欲しかったというか！　あ、いや、それより何か着てぇぇぇぇ～!?」

　というわけで、俺の大切なお客様は、俺の男の料理だけでなく、男の拭き掃そう除じも見せろとおっしゃったとか。

　……あ、もちろん男の度胸の方は見せなかったけど。








冴さえない彼女ヒロインの育てかた９　イベント追加パッチ（氷ひよう堂どう美み智ち留る編）






「すぅ、すぅ……」

「ん、んぅ……？」

「くぅぅぅぅ、んん～♪」

「あ……？」

「すぴぃぃぃ～、ふしゅるるる～」

「あ、あれ、いつの間に寝ねて……」

「んふふふふ～」

「…………ぎゃあああああああ～!?」

「ふぐっ!?　ん？」

　電気もゲーム機もモニターもつけっぱなしで、画面からだらだら……いやムーディなＢＧＭが垂れ流しにされていた、深夜の俺の部屋。

　その場所にとどろくのは、絹を裂さくような女の子の……ではなく俺の悲鳴。

「み、美智留！　お前、こら、ちょっと……」

「ふあぁぁぁ～……な～に～よ～トモ、人がせっかくいい気持ちで寝てたってのに～」

　そして、その場所で目覚めたのは、俺と、勝手に押おし掛かけてきたイトコ女子。

「いい気持ちになり過ぎだろ！　お前、人んちでどんだけだらけてんだよ！」

「え～、別に自分ちにいるときと変わんないけど～？」

「それこそが問題の本質だということにいい加減気づいてよみっちゃん！」

　というわけで、ここで俺が目覚めた瞬しゆん間かんに見た光景を時系列に沿って描びよう写しやしよう。

　まずは天てん井じようからの灯あかりによる、ただ白い光がまぶたを照らした。

　やがて明るさに慣れてきた目の、思いっきりな至近距きよ離りに入ってきたのは、肌はだ色と水色の境界線。

　少し距離を離はなして全体を見み渡わたしてみると、その肌色の方に、二つの半円が立体的に浮うかび上がってくる。

　そして、肌色と水色の境界線で分かたれたその頂点に、こちらは小さな円形の、その、ピンク色の……

「お～、思いっきりずり上がっちゃってたね～」

「解説する前に早くしまえ！」

「そういえば、こういうのってオタク用語で〝したちち〟って言うんだっけ？　あはははは～」

「三次元でも言うわ！」

　確かにそれは、アニメのピンナップでしか見たことのないようなずり上がり方だったけれど、それをリアルで目の前で見せられた俺の気持ちにもなって欲しい。

　……いやまぁ殺意が湧わくという人の気持ちもわかるので無理にとは言わないけど。

「や～、危なかったね～、いつ間ま違ちがいが起こるかわかったもんじゃない」

「主おもにそっちの不注意でな！」

「本当、あたしたちって、このチキンレース感がたまんないよね～」

「当事者が言わないでよ当事者が！」

　本当、俺のブレーキパッドはもうボロボロです……




「ん～、にしても三時か～、中ちゆう途と半はん端ぱな時間に起きちゃったね」

「うぇ、もうそんな時間？」

　つい数時間前まで、俺と美智留は背中合わせに座り、彼女の奏でるギターの音ね色いろに包まれ、とりとめもないことを話していた……ような気がする。

　それがこうしていつの間にか二人して意識を失ってたってことは、それは俺にとって、随ずい分ぶんと心地ここちよい時間だったという証しよう拠こでもあり。

「さてと、朝までちょうど二、三時間あるし、今からナニしよっか～？」

「……そうだな、さっきまで録画してた深夜アニメ見るか？」

　何が〝ちょうど二、三時間〟なのかはさておき、俺は美智留に、深夜におけるもっとも有効な時間の使い方を提案してみた。

「う～ん、おなかすいたな～、トモ、何か食べるものない？」

　けれど、まぁ予想通り、美智留が食いついてきたのは、アニメではなくリアルな食い物だった。

「寝て起きたら今度はメシとか……美智留、お前、もう少し本能の赴おもむくままに生きてないで理性的にだなぁ」

「えっと、そのトモの言う『アニメを見る』ってのが理性的な行動って訳？　あんたいつも猿さるみたいに奇き声せい上げて転がり回ってるけど……」

「……ネギとんこつと塩焼きそば、どっちがいい？」




「ト、トモ、本気、なんだ？　マジであたしの、欲しいんだ？」

「…………」

「ちょ、ちょっと、トモ……あんた、獣けものみたいな目、してるよ？」

「美智留……」

「そ、そんな……そんなに必死に求められたら、あたし……」

「いや先に俺の塩焼きそば取ったのお前だろ」

「だからってこっちのチャーシュー奪うばうなんてルール違い反はんじゃん！　あたしは麵めんしかもらってないよ？」

「わかってない、お前本当わかってないな美智留。焼きそば系は麵を取った時点でかやくやふりかけがごっそり奪われるんだぞ？　それをラーメン系で補ほ塡てんするとなると、それなりの付加価値が必要になるのは当然だろ」

「詭き弁べんだよそれ！　等価交こう換かんってんならせめてコーン程度でしょ！　あんたのしたことは、塩焼きそばの粉末ソースが混ざりきらずに塊かたまりになってる部分をごっそり奪っていったのと同じだよ！」

「いやそれ持ってった方も持ってかれた方もどっちも悲劇じゃないか？」

　まぁいつもながらのわざとらしく紛まぎらわしい導入会話はおまけＳＳという適当さに免めんじて許していただくとして、慎しん重ちような協議による調整の結果、俺が塩焼きそばで美智留がネギとんこつに落ち着いた俺たちの夜食だったが、それでも高校生の食しよく欲よくはその程度の妥だ協きよう案で収まるはずもなく、自分のを半分も食べないうちから協定破りの争そう奪だつ戦が始まった。

「にしてもさ～、深夜のカップ麵って超ちよう背徳的で蝶ちようサイコーだよね～」

「うむ、それに関してはまったくもって同意しかない」

　で、そんな醜みにくい戦いを繰くり広げていたかと思うと、今度はまるで十数年来の同志であるかのように（いや実際そうだけど）ガツガツと夜食を貪むさぼる俺たち。

　相手のために、いちいち料理の腕を振るうとか、そんな特別扱あつかいはしない。

　けれど、一つカップの麵を一いつ緒しよにすすり合うことを遠えん慮りよしたりもしない。

　この雑な距離感が、俺と美智留の今までの、そしてこれからも続いていく……といいなって思ってる、近すぎて結構遠い関係性な訳で。

「ごちそうさま～、や～食った食った。という訳で、睡すい眠みん欲よくも食欲も満たされたから、残るは三大欲よつ求きゆうの最後の……」

「お前そのオチの方向性、さっき本編三章とまったく同じだろ……」








冴さえない彼女ヒロインの育てかたＧＳ２　追加パッチ（嵯さ峨が野の文ふみ雄お＆その妹編）






「さっきから随分と熱心に読んでるな、そのコピー誌」

「ん～？」

　イベントからの帰り道。

　運転席で、首都高の渋じゆう滞たいに巻き込まれつつハンドルを握にぎっていた嵯峨野文雄は、隣となりの助手席の妹に声を掛かける。

　彼女をサークルスペースにほっぽり出し、ずっと逃にげ……外出していた文雄は、イベント終しゆう了りよう直前にスペースに戻もどってくると、周囲に人（主おもに知り合いの女性）がいないかをやたらと気にしつつ、こそこそと撤てつ収しゆう作業を始め、慌あわてて駐ちゆう車しや場に逃げ込み、荷物をステーションワゴンに積み込むと、今はこうして車上の人となっていた。

「確かそれ、隣のサークルのチャラそうな兄ちゃんが開場前にくれたんだよな。そんなペラッペラの本、よくもまぁ、飽あきずにずっと眺ながめてられるもんだよ」

「……本当にわかってないなぁ、兄さんは」

　彼女がそう言って隣の兄に呆あきれた視線を向けたのには、二つの理由があった。

　一つは、自分の兄が、人のことを『チャラそうな兄ちゃん』などと評するのもおこがましいほど思いっきりチャラい外見な上に、実質とてもチャラいという事実に対して。

　そしてもう一つは……

「この本がどれだけ凄すごいか、どれだけ可愛いか、どれだけ萌もえるか……こんな超ちよう大当たりの本、久しぶりに引いたよ～」

　世間には、そのファンシーな絵え柄がらから『萌えの魔ま術じゆつ師し』などと一部に崇すう拝はいされているはずの、嵯峨野文雄〝と呼ばれている〟兄の、二次元に対する審しん美び眼がんのショボさと、萌えに対する理解のなさに対してだった。

「それよりも大当たりだったのは、その本を描かいた、あのチャラい兄ちゃんの妹ちゃんの方だって。あのコ、下手へたすると中学生だぜあれ？」

「そうそう！　波は島しま出海いずみちゃん！　ほんっと凄いよねあのコ、あの年にしてこんな……」

「ああ、あの年にしてあの成長具合おつぱいだもんなぁ……このまま順調に育ったらどんな怪物巨乳になるのか想像もつかないな」

「……ごめん兄さん、セクハラやめて」

　まぁ、その代わり、三次元に対する造ぞう詣けいの深さは、彼女を引かせて余りあるものを備えているのだけれど。




「ほら見てよこの絵！　この表情！」

「いやでも運転中なんだけど俺」

　それでも彼女は、『薄うすい本より膨ふくらんだ胸』な兄に萌えを説とくのを諦あきらめることはなかった。

「すっごい表情豊かでしょ？　台詞せりふや物語が浮うかんでくるでしょ？　やっぱりこの作家さんの強みは感情の爆ばく発はつの表現だよ。泣き顔とか笑い顔とかもうすっごく愛いとおしくて、ほんっと、思わず抱だきしめたくなっちゃう！」

「けど、泣いてる女の子をその場の雰ふん囲い気きで抱きしめてしまうと、後々面めん倒どうなことになるから気をつけた方が……」

「……だからそういう三次元の体験談とかいいから」

　まぁ、こうして何度も折れそうにはなるけれど。

「それに、こういう表現力って、実は〝嵯峨野文雄〟の弱点、なんだよね……」

「そうなのか？」

「うん、〝彼〟って、今までとにかく、ほんわかした〝可愛い〟ばっかり追求してたから、こういう表情ってなかなか描けないんだよ」

「ん～、まぁ確かにウチの本に出てくる女のコって、だいたいみんな澄すました表情だよな。可愛いけど個性という意味では薄いっていうか」

「うぐっ……」

　ダメ出しされているはずなのに、まるで他人ひと事ごとのようにそれを受け止める文雄の言葉に……

　ダメ出ししたはずの妹が、まるで当事者のように辛つらそうな表情をする。

「ま、でも、絵描きにも得手不得手ってのがあるし、そういうのを気にしてもしょうがないんじゃないか？」

「そういう訳にはいかないの……これ以上、嵯峨野文雄を『絵が可愛いだけのイラストレーター』なんて言わせない」

「って、じゃあ、どうすんだよ？」

「成長してみせる、しかないでしょ？」

　そして、当事者でもないのに辛そうな表情をしたはずの妹は、今度は、当事者でもないはずなのに、拳こぶしをぎゅっと握って、決意の表情を見せる。

「今日も、こうしてまた一つ、すごい研究材料を見つけた……彼女の、この力、吸収してみせるよ」

「あ、それなら俺も知ってる。トレパクってやつだろ？」

「そういう変なオタク用語だけは覚えてるんだから……絵柄を似せるって意味じゃないよ。魂たましいを吸収するんだよ！」

「なんだそりゃ？　お前、悪あく魔まにでもなるつもりか？」

「悪魔かぁ……うん、そうだね、凄い絵描きになるためなら、悪魔にだってなってみせようかな？」

「物ぶつ騒そうだなぁ、おい」

「だって、凄く可愛くって、凄く萌えたけど、なんか先越こされた気になったんだもん。なんか、悔くやしいんだもん」

　その表情も、仕草も、言動も……誰だれがどう見ても、聞いても、クリエイターの、それにしか思えなくて。

「あ～もうっ、なんか、いてもたってもいられなくなってきた。自分が今まで描いてきた絵が、急に恥はずかしくなってきた……」

「なんか燃えてるな」

「ちっくしょ～、負けてたまるか～！」

　そんな雄お叫たけびとともに、スマホを取り出し、意味もなく物凄い勢いで通話ボタンを押す。

「って、どこに電話してんだ？」

「こないだ納品した挿さし絵え、ボツにさせてくださいって」

「は、はぁ!?」

〝兄のサークルのお手伝い〟だったはずの妹は……

「最後の方、同人の締しめ切りと重なってて、自分でもちょっと納得いってなかったんだ……だから、全部描き直させてくださいって、頼たのみ込むの」

　もう全然、クリエイターとしての本ほん性しようを隠かくそうともせず、興奮気味に、その決意を語り出す。

「いやお前……商業でそれやっちゃ駄だ目めだろ？」

「駄目かどうかなんて、聞いてみなくちゃわからないじゃない！　もしかしたら、まだ待ってくれるかも」

「そんな無茶して、不ふ死し川かわ書店に切られても知らないぞ？」

「大だい丈じよう夫ぶ！　その代わり、絶対に、進化したあたしを見せつけてやるんだから！」

　それも、ちょっとだけ、プロとしては間ま違ちがった方向に。




「あ、もしもし？　霞かすみさん？　あたし！　嵯峨野文雄！」








冴さえない彼女ヒロインの育てかたＧＳ２　エピローグ追加パッチ（英え梨り々り＆詩うた羽は編）






「それで澤さわ村むらさん」

「何よ？」

『icy tail』のライブ終了後、そろそろ一時間。

　秋あき葉は原ばらのとあるコーヒーショップでは、まだ、英梨々と詩羽のだらけた女子会は続いていた。

「結局のところ、加か藤とうさんとはどうだったのよ？　ちゃんと仲直りできたの？　もう何一つわだかまり残ってない？」

「大丈夫、完全に仲直りした。もう何があっても壊こわれたりしない」

「……つまり、〝まだ何かある可能性〟は否定しないと？　わだかまりが残っていない訳じゃない、と？」

「……あんた嫌きらぃ」

　というか、こうしていちいち、詩羽が英梨々の言葉の端はし々ばしの不ふ透とう明めい感を必要以上に追及するものだから、なかなか話が終わらないというのが真相のようで……

「ま、女同士の友情なんてそんなものよね。嫉しつ妬とと羨せん望ぼうと裏切りと絶望が渦うず巻まくドロドロの世界へようこそって感じかしら？　また壊れたら次回作のネタに相応ふさわしいから、その時は色々詳くわしく教えて頂ちよう戴だいね澤村さん」

「だ、だいたい、人のこと言えるのあんた？　……ていうか、逆に、そうやって人のこと心配できるほど枯かれちゃったってことなのかもね～」

「……どういう意味よ」

　そして更さらに、いつもは空から振ぶりばかりであっさり流されるはずの英梨々の挑ちよう発はつが、珍めずらしく詩羽の逆げき[image: 鱗]りんに触ふれたりするものだから、話はますますこんがらがる様相を呈ていし始める。

「ま、そうよね～、大学生様ともなると、高校生の青あお臭くさくて幼よう稚ちでくっだらない友情とか恋れん愛あいとかなんかより、ゼミとかバイトとか合コンとかお持ち帰りとか、そういう意識高い系のイベントに興味が向いちゃいそうだもんね～」

「それ後半に行くにしたがって意識が低きに流れてる気がするんだけど」

「それに、大学生になって交友関係も広がったってさっき自じ慢まんしてたし……年下の、高校生の……まぁ、オタクっていうアドバンテージを差し引いても、そんな過去の男の子なんてもう興味湧わかなくなっても不思議じゃないわよね～」

　相変わらず、オタクに関しての価値観がアレなのはともかく……

　英梨々の、いつもながらの幼稚な悪意に満ちたその舌ぜつ鋒ぽうを受け、詩羽は、揺ゆすりかけた脚あしをなんとか抑おさえ込むと、またたく間に脳内でシナリオを組み立てていく。

「そうね、確かに私は、今までと比べて、スタンスが変わってしまったかもしれない」

「へ～、認めるんだ～」

「ええ、今の私は、あのサークルを、そしてサークル代表を〝導く〟立場」

「え、いや、それは……」

「つまり、私がすべきは、彼倫理君がどうしたらいいかわからず困っている時、『そっちじゃないわ、そう、そこよ……』と、指で優しく入口に誘ゆう導どうしてあげるのが……」

「そういう話じゃないでしょそういうこと言ってんじゃないでしょ霞かすみヶが丘おか詩羽～！」

　そう、いつも通り、完かん膚ぷなきまでに英梨々を叩たたきのめす、自分にとって痛快なシナリオを……




「で、これがその、澤村さんの〝合宿〟の成果って訳？」

「そ、雨中の決戦編」

「……そんな章、プロットのどこにも存在していた記き憶おくがないのだけれど」

「しょうがないじゃない、浮うかんじゃったんだもん」

「しょうがないって、あなたねぇ……」

　で、ひとしきり英梨々が騒さわぎ、詩羽がいなしといういつもの流れを一通りこなしたかと思うと……

　いつの間にか二人は、英梨々のもう一つのお土産みやげである、彼女が旅先から持ち帰ったスケッチブックの品定めに入っていた。

「凄すごかったのよ。辺り一面雲と霧きりと雨ばっかりで、一〇メートル先も見通せないの……本当なら、その視界の先には大きく、高くそびえる山々があったはずなのに！」

「それで何？　その『真っ白で何も見えない景色』というお題にのっとってシナリオ追加しろっていうの？　この私に？」

「あ～もうっ、これだから文章書きは。あんた、この絵が『真っ白で何も見えない』ように見える訳？　白く覆おおわれた雲の壁かべからうっすらと浮かび上がってくる地形とか、人ひと影かげとか、目を凝こらして隅すみ々ずみまで見てみなさいよ！」

「……スケッチの段階で、よくもここまで執しつ拗ように描かき込むわね、あなた」

「浮かばない？　この雨の日に、主人公たちの運命を決する戦いがあったって思うと、なんか熱くならない？」

「だからって、制作側に何も言わずに展開変えたら、また会議で怒おこられるわよ？」

「何言ってるのよ？　あたしたちの敵はマルズじゃない、あの紅こう坂さか朱あか音ねよ？」

「澤村さん……」

「その内容が面おも白しろければ、どれだけ追加作業が増えようが、誰だれが死のうが知ったことじゃない、あの紅坂朱音なのよ？」

　実は、最近の『フィールズクロニクル[image: ]』の制作会議では、こういうことは珍しくなくなっていた。

　キツキツのスケジュールの中、キャラデザやストーリーボードがギリギリで提出されたかと思うと、何故なぜかそのキャラ数や枚数が〝大おお幅はばに増えている〟。

　そして英梨々が『思いついたの！』と、まるで小学生のように熱く語るその夢物語に、マルズの制作進行は頭を抱かかえ、けれど最終決定権を持つ偉い人紅坂朱音はゲラゲラと笑い……

　そして結局、その二人の暴走の尻しり馬うまに乗せられて上げた追加テキストを見た二人に、『やっぱりあんただってやりたかったんじゃない！』と言われてしまう詩羽という構図。

「本当に、あなたって人は……」

　また、詩羽の手にずっしりとした重さがのしかかる。

　それは、自分の意図や想像に反して、どんどん速度を上げていくサラブレッドを必死で制せい御ぎよする手た綱づなの重さで。

「自信、ない？」

「私はそういう安い挑発には乗らないわよ？」

「え～、じゃあ、本当にやらないの？　せっかく描いてきたのに～」

「……誰がそんなことを言ったのよ？」

「そうこなくっちゃ！」

　結局、また詩羽は、今日も、その制御の利きかない暴れ馬の手綱を手放す。

　馬と馬主の暴走に任せ、ただ自分は無事に彼女たちをゴールへと導くためだけに全力を振ふり絞しぼる。

　けれど詩羽は、誓ちかっている。

　今年最後の花道を飾かざる、有馬記念発売日の頃ころには、馬も馬主も、完全に支配する騎き手しゆになってみせると。




「ところで澤村さん、最後のページにある、このツインテールの女の子のラフは？」

「あ、それ！　倫とも也やのシナリオに出てくる、〝英梨々（仮）〟っていう〝メイン〟ヒロインのラフなんだけど、とりあえずいくつかのパターン考えてみて……」

「……あなたこれだけは絶対に倫りん理り君や波は島しまさんに見せちゃ駄目よ？」

　けれどまぁ、レース場以外での暴走なんかは知ったこっちゃない訳で……








冴さえない彼女ヒロインの育てかたＧＳ２　エピローグ追加パッチ（恵めぐみ＆倫とも也や編）






「あのさ、恵」

「ん～？」

　ライブがはねてＧＳ２本編エピローグの直後、打ち上げ会場の焼肉屋へと向かう道すがら。

「えっと、伊い織おりのこと、そこまで嫌きらうことないんじゃないかなって……」

　倫也は、ついさっき、天敵伊織からその場所倫也の隣を強ごう引いんっぽく奪うばい取った恵に、少しばかり困っているけれど実はさほど困っていないような表情で問いかける。

「別に嫌ってないよ？　ただあの人って、わたしにとって全然存在感がないから、いつの間にか『いないもの』みたいに扱あつかっちゃうだけ」

「いや客観的に見たらお前よりもよっぽどキャラが立って……いえなんでもないです」

　去年までなら、恵に対してのその突つっ込みを途と中ちゆうで取り下げる必要などなかったけれど、今となってはそうも言っていられない。

　それは、恵がその酷ひどい評価を今までのようにフラットに流してくれなくなった……からではなく。

　ただ、今のこの、気に喰くわない相手をひたすら執拗に排はい除じよし続ける恵は、誰だれがどう見ても闇やみの方向にキャラが立っていたから。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、まぁ、確かにちょっと苦手なのは認めるけど、そのことを向こうもこっちもわきまえてるから」

「そういうもんなのかなぁ？」

「うん、だからお互たがい踏ふみ込まないんだよ。嚙かみ合わない会話して、みんなの雰ふん囲い気き悪くするのはどっちも望んでないから」

「そっか、そういうことなら……」

「まぁ、多分そのバランスが崩くずれるのは、マスターアップ直前ぐらいにずれ込むんじゃないかなぁ？」

「だからそのとてつもなく縁えん起ぎでもない予言やめてってば!?」




「と、とにかくライブも無事に終わったし、これでまた冬コミに向けて一歩前進だな！」

　結局、伊織ネタはどこをどう歩いても地じ雷らいを踏むと理解した倫也は、もうその話題に一生踏み込まないことを決意しつつ、前向きな話で盛り上がろうと割り切った。

「そうだね、今日の氷ひよう堂どうさん、すごく輝かがやいてたし」

「ああ、どういう心境の変化か知らないけど、何かが吹ふっ切れたみたいにやる気満々だし、これで曲作りは安心して任せられそうだ」

「それに出いず海みちゃんも、スランプ脱だつ出しゆつしたみたいだし」

「嵯さ峨が野の文ふみ雄おに会って、いい影えい響きよう受けたみたいだもんな。これから上がってくる絵が本気で楽しみだ。今度はどんな風に俺を驚おどろかせてくれるかなぁ」

　で、無理に場を盛り上げようとサークルの今後を話すうち、結局、自分の中で予定を超こえて盛り上がり、相手を置いてきぼりにしていきそうになるのは、いつもの倫也の癖くせで。

「それに、恵も完全に上向きだしな！」

　だから、そんな疾しつ走そう感にいつもいつも付き合わされる恵は……

「わたしのことはどうでもいいよ。クリエイターじゃないんだし」

「いや、お前のやる気こそが『blessing software』にとって一番大事だろ！」

「……メインヒロイン、ってやつ、だから？」

「それにサブディレクターで、スクリプト担当で、その他諸もろ々もろで……俺にとって、皆みんなにとって、一番重要なメンバーだろ」

「…………あ～、そうですか～」

「たまに歯の浮うくことを言った時くらいもうちょっと感激しろよしてくださいよ！」

　そのフラットな反応の中に、いくばくかの照れを巧こう妙みように隠いん蔽ぺいしてみせた。




「でさ、そろそろ聞かせてくれって」

「何を？」

「英え梨り々りと会った時のことだよ。さっき、後で話すって言ってくれたじゃん？」

「あ～……」

　そして今度こそ、『少しくらいは摑つかめた』と手て応ごたえを感じた倫也は、さらに前向きで、そしてデリケートな話題に突っ込んでいく。

「結局、仲直りできたんだよな？　もう、何もわだかまり、ないんだよな？」

「ん……まぁね」

「そっか……そっかぁ！」

「……まぁ、向こうにとっては、一番の肝かん心じん要かなめが解決してないかもしれないけどね～」

「お前最近本当上げて落とすの得意になったなぁ!?」

　そんな、少しばかり前のめりな倫也を、やっぱりフラットにいなすと、恵は、ちょっとフラットじゃない微び笑しようとともに、その場に立ち止まる。

「うん……ここだった」

「え、何が？」

「さて、何でしょう？」

　と、恵が問いかけたその場所は、特に何の変へん哲てつもない路地だった。

　秋あき葉は原ばらの、駅から少し離はなれた、交差点近く……




『えっと、英梨々、でいいんだよね？』

『……ん、ありがと、恵』




　そこは去年四巻、恵が英梨々と、英梨々が恵と初めて呼んだ、まさにその場所で。

「さてと、それじゃ、そろそろ報告しますか」

　あの時も、ライブの後だった。

　あの時も、サークルの前ぜん途とは洋々だった。

　そしてあの時も、この先の険しい坂道を、仲間とともに上っていく覚かく悟ごができていた……

　だから、この場所からふたたび始めるのが、相応ふさわしい。




「とりあえず、わたしは事実だけを淡たん々たんとフラットに報告するから、倫也くんは全てを漏もらさず聞いて、冷静に判断してね？」

「ちょっと待ってくれ。そんなに心揺ゆさぶられるスペクタクルな仲直りだったのか？」

「まず最初はね、高原温泉の宿と新幹線のチケットを取るところの話から……」

「最初からツッコミどころ満まん載さいだろなんで全編オールロケなんだよ仲直りに一体どれだけ金かけてんだよ!?」

　大スペクタクルで予算オーバーで、そしてちっぽけでかけがえのない物語のリバイバル上映が、今、始まる。








冴さえない彼女ヒロインの育てかた一○　イベント追加パッチ（加か藤とう恵めぐみ編）






（このＳＳ内では本編一〇巻のゴタゴタは〝なかったこと〟と考えていただけると幸いです）




「にしてもさ恵」

「ん？　なに倫とも也やくん？」

　熱あた川がわ温泉での合宿も三日目に入り、いよいよ俺のミッションは、各ヒロインの水着イベントの構想を練る段階となった。

　つまりそれは、水着のヒロイン（のモデル）と、二人きりでの会話イベントを発生させるということでもあり……

「相変わらず水着になると、その、なんというか、立っちまうな」

「…………えっと、あの、そこで立つものが何なのかって聞いていいことなのかいまいち判断し辛づらいんだけど」

　そんな訳で、俺は今、水着姿の恵とビーチで並んで座り、海を見ている。

「キャラだよ～キャラな～んだよ！　キャラが立つって話だよ変に勘かん繰ぐるなよ！」

　……いや変に冷たい視線を向けないで欲しいな納得いかないなら皆みんなもゲームのシナリオ書けばいいじゃん！

「……まぁ、それならちょっとは安心したけど、にしても、わたしいつも『もっとキャラを立てろ』って言われてたはずなんだけど、キャラが立っても注意されるんだったら、もうどうしたらいいのかなぁ」

「いや、だってさ、こうしてまじまじ水着姿を見ちまうと、肌はだもまぁまぁきめ細かくて、出るところはそこそこ出てて、引っ込むところもなかなか引っ込んでて……なんなんだお前一体なんなんだよ!?」

　いや本当、見たければ皆もゲームのシナリオ……というのはさておき、冴えないメインヒロインこと加藤恵の水着姿はちっとも冴えてなくない。

　これって普ふ通つうにフィギュア化しても売れちまいそうな造型だぞおい……

「まぁ、その評価が嬉うれしいか嬉しくないかってのはともかく、そうやってあまりじろじろ見られても、倫也くんだから照れはしないけどでもドン引きはするよね」

　まぁ言動が、こうしてヒロインとしてではない方向で冴えてしまっているせいで、結構理性を保ててしまう安心感が、ある意味ありがたい訳だけど。

「だからって、じろじろ見ずに視線を逸そらしてたら、それってただ単にヒロインの水着姿がまぶし過ぎて直視できない鈍どん感かん主人公だろうが！」

「えっと、ギャルゲーならそれでいいんじゃないの？」

「なに言ってんだそんな内気無個性主人公、今じゃユーザーにイラっとされるだけだろ！　もっとポジティブに、さっとアクティブに、そして、ぐっとアグレッシブにだ！」

「じゃあ、まさか倫也くん、エッチなハプニング系ラツキースケベで攻せめるつもり？　足を滑すべらせてヒロインわたしを押おし倒たおしちゃうとか、その時に〝偶ぐう然ぜん〟手がヒロインの胸に置かれてたりとか、さらに何故なぜかその手をぐいぐい動かしてしまうとか……」

「違ちがぁぁぁぁうっ！　俺は、俺のシナリオは、そんなセオリー通りじゃ駄だ目めなんだよ！　あくまで王道狙ねらいではあっても、そこでほんのちょっと方向をずらして、予想外の萌もえの化学反応を起こしたいんだよ！」

　まぁ、その会話の時、恵が自らの体を微び妙みように両手で庇かばいつつ、少しだけゴミを見るような目でこっちを見ていたというのはさておき、俺は彼女に、自分のシナリオに対する譲ゆずれないスタンスというものを強く主張してみせた。

「……で？　つまり倫也くんは、これからどういうアクションを取るつもりなの？　わたしに対して」

　と、そんな俺の熱い主張をかなりめんどくさそうに流すと、恵は髪かみをかき上げつつ、膝ひざに顔を埋うめ、俺を斜ななめ上に見上げてくる。

「……そのアイデアをだな、今から恵に出してもらいたいんだよ」

「え～」

　……その仕草が冴えないくせに結構グっときやがるってのはさておき、ここで俺は恵に、ようやくサブディレクターとしての使命を告げる。

「今までキモオタクリエイターによって粗そ製せい濫らん造ぞう……いや大量に創つくられたギャルゲーによって、水着イベントの鉱脈は既すでに掘ほり尽つくされている……だからこそ、お前のような草食系女子による、俺たちには思いもよらなかった新しい観点が必要なんだよ！」

「それ人任せとか思考停止って言わない？」

「何かあるだろ！　ヒロインとして、水着姿で、海で二人っきりの時に！　主人公にされたら嬉しいことが！」

「わざわざ向こうからされたいことなんてないよ痴ち女じよじゃあるまいし」

「それはお前が主人公のことを強く想おもっていないからだ！　恋こいじゃないからだ！」

「だって水着イベントって共通ルートだよねまだ？」

「共通ルートからフラグが立ってたっていいじゃないギャルゲーだもの！」

「あ～、なんかそれ安っぽいヒロインだよね～」

「お前に言われたくないわお前に！」

　そう、加藤恵には、言われたくない。

　出で逢あった頃ころから、俺みたいなキモオタにすら気安く接し、まったく見捨てる気配もなく、けれど時を経へるにつれて、こんな俺に、微妙に特別っぽい態度を見せてくれるような、世間的に見たらあまりに安っぽくて……

　そして、俺的に見たら、こんなにも安心をくれる、奴やつになんか……




「じゃ、まぁ……間を取って、お互たがい何もしないってことで、どうかな？」

　そんな、特別……いや、安っぽい奴が、いつも通り、どうでもよさげな口調で提案したのは……

「何もせず、何も話さず、ただ、こうして一いつ緒しよに座って、ずっと海を眺ながめてるってことで、どうかな？」

　それは、やっぱり、こいつらしい、投げやりっぽい内容で。

「けどそれって、プレイヤー的にはつまんなくないか？」

「じゃあ、倫也くんはつまんない？」

「え……」

　けれど、だからって……

「わたしと一緒に、こうして、ずっと、ただ寄せては返す波を見てるって……全然、つまんない？」

「いや、それは……」

「わたしは、つまんなくないよ？」

「そ、そう……っ」

　その、ポジティブでも、アクティブでも、ましてやアグレッシブでもない行動と会話が、萌えないのかといえば、全然、まったく、これっぽっちも……

「全然、つまんなくない」

「っ……」

　そう、これっぽっちも……




　……いやこういうイベントこそ本編に入れろって突つっ込みたいなら皆もライトノベル書けば（以下略）








冴さえない彼女ヒロインの育てかた一○　イベント追加パッチ（波は島しま出海いずみ編）






（このＳＳ内では本編一〇巻のゴタゴタは〝なかったこと〟と考えていただけると幸いです）




「はい倫とも也や先せん輩ぱいその体勢！　少し膝ひざ曲げて、腰こしを落として、後ろにおぶさったヒロインを気にしつつ、軽く微笑ほほえんで！　そう、いい感じですっ！」

　熱あた川がわ温泉での合宿も三日目に入り、いよいよ俺のミッションは、各ヒロインの水着イベントの構想を練る段階となった。

「あ、あの～、出海ちゃん」

「あ、今集中してるんで話しかけないでください」

　つまりそれは、水着のヒロインを描かく原画家と一いつ緒しよに、イベントＣＧの構図を練るための打ち合わせをするということでもあり……

「そうは言っても、周囲の人たちの腫はれ物に触さわるような視線が痛いんですけど……」

　そんな訳で、俺は今、出海ちゃんの求めに応じ、砂すな浜はまで彼女の求めるまま、ポーズを取っている。

「いいですか？　先輩は今、主人公なんです。ヒロインのことしか頭にない思春期一直線の純情青少年なんです。今みたいに、周囲の視線なんか気にするような視野の広さなんかないんです！　エッチでスケベでイチャイチャでらぶらぶな、桃もも色かつバラ色な妄もう想そうで頭いっぱいなんです自覚してくださいっ！」

「そういうこと言われると余計現実に引き戻もどされるよ勘かん弁べんしてくれよぅ!?」

『足を怪け我がしてしまったヒロインをおぶって夕暮れの砂浜を歩く主人公』という、超ちよう絶ぜつ照れくさい役目を……

　しかも実際のヒロインではなく、想像上の空気ヒロインをおぶって……




「ふぅ、それじゃ、倫也先輩の方は五分休きゆう憩けいということで」

「このまま永遠に休憩させていただいてもいいんですけど……」

　そんなこんなな、海辺での公開処しよ刑けい的な写生大会からひとまず逃とう亡ぼうし、俺は、未いまだに正座したまま砂浜でスケッチに集中している出海ちゃんの隣となりに座る。

「とりあえず、主人公の方はこんな感じになったんですけど、いかがですか？」

「ま、まぁ、よく描けてるとは思うけど……」

　そこには『誰だれこのイケメン？』な主人公が、凄すごくフェミニストっぽい表情で自分の背後に微笑みかけている。

「でも、ギャルゲーのイベント絵で主人公しかいないのってかなりシュールだよね」

　そう、主人公の視線の先に誰もいないのが、微妙にホラー感を醸かもし出していて純じゆん粋すいな評価の妨さまたげになっている。

　それはまるで、かつて海で死んでしまったヒロインを忘れられないせいで、いつの間にか自分の脳内に彼女を作り出し、今も妄想の世界で二人で幸せに生きているサイコ主人公のイベントＣＧのようで……

「しょうがないじゃないですかっ！　ヒロインのモデルが今使えないんですから！」

「って、そのヒロインって、誰？」

「そりゃもう、おんぶといえば後こう輩はいに決まってるじゃないですかっ！」

「あ～……」

　それは確かに、今ここでそのヒロインにポーズを取らせることができるはずもない。

　原画家を交代してもらわない限りは。

　……まぁ、とはいえこちらとしても、こんな衆しゆう人じん環かん視しの中、そのポーズをモデル込みで取らされるのは、一人芝しば居いよりも過か酷こくな試練ではあるけどな。

「うう……やっぱり後輩ヒロインって不ふ憫びんですぅ。せっかくのイチャイチャシーンでも主人公と一緒にポーズも決められないわ、同い年ヒロインの添そえ物や当て馬や代用品にされるわ散々ですよぅ」

「っ、ま、まぁ、そうはいっても、描くのは出海ちゃんなんだから、想像の力を駆く使しして、後輩ヒロインを自分の力で盛り上げればいいんじゃないかな!?」

　後半の問題提起後輩ヒロイン不遇論には敢あえて触ふれず、俺は、スケッチブックを抱かかえてうなだれる出海ちゃんの肩かたに手を置く。

「ほら、後輩ヒロインのイベントＣＧ枚数を微妙に増やすとか、ちょっとだけ露ろ出しゆつ度を上げるとか……」

「……って、いいんですか？　そんなあからさまな贔屓ひいきして？」

「……他のヒロインのクオリティを落として調整する方向じゃなければ、な」

　と、そんな俺の妥だ協きよう案に……

「しょうがないですね、その辺りで手を打ちますか」

　出海ちゃんは、少しだけくすっと笑い返し、ふたたびスケッチブックに向き直り、鉛えん筆ぴつを走らせ始めた。

「ま、作り手の立場でいれば、逆にヒロインにはない美味おいしいイベントもあるみたいですし、ね？」

「なんだっけ、それ？」

「以前、シナリオに『あ～ん』と延々に書いて、実際にあ～んしてもらった人がいると聞きました」

「どこアニメ五話からっ!?」

「だからこうして、ヒロインのイチャイチャイベント絵を描けば、後でちゃんとわたし自身にもフォローが入るはずなんです！」

「い、いや、それは……」

「先輩と一緒に海に来たことで、いつも以上にテンション上がってしまい、はしゃいだ挙あげ句く、貝かい殻がらか何かを踏ふんで歩けなくなってしまった後輩ヒロイン……先輩におんぶされての砂浜で、申し訳なさと悔くやしさで涙なみだぽろぽろ流して、でもでもっ、ほんのちょっとだけ嬉うれしい自分がまた恥はずかしくて、余計に泣けてきて……っ」

「戻ってこい出海ちゃん！」

　確かに、妄想力はクリエイターの資質の高さを示す一つの指標だ。

「ごめんね、ごめんね、先輩……わたし、重くないですか？」

「重いのは後輩ヒロインだから出海ちゃんじゃないから！」

「失礼な！　後輩ヒロインだってそんなに重くないですよぅ……あ、でも、本当は重いけどわたしのためにやせ我が慢まんして頑がん張ばる先輩ってのも萌もえますねっ！」

「やせ我慢してるの主人公だから俺じゃないから！」

　しかしその、あまりの資質の高さゆえ、才能を持たぬ一いつ般ぱん人……要するに周囲でジロジロ見ている人たちには理解されないという諸もろ刃はの剣つるぎでもあり……

『人の振ふり見て我が振り直せ』って、こういうことを言うんだろうなぁ、マジで……

「と、とにかく、そろそろここは移動して、他のロケーションに……」

　と、今回ばかりは、俺の方がその周囲の視線に耐たえ切れず、その場を逃にげだ……構図の変へん更こうを提案しようとしたその瞬しゆん間かん……

「あ、あ、あいたたたぁぁぁぁぁ～」

「……出海ちゃん？」

　俺に促うながされ、立ち上がろうとした出海ちゃんが、派手に前のめりに倒たおれ込む。

「あ、足が、足が……」

「あ、足がっ!?」

「……しびれました」

「あ……」

　さて、ここで序じよ盤ばんの描びよう写しやを振り返り、出海ちゃんがどんな座り方をしていたのかを思い出していただきたい。

　……おわかりいただけただろうかずつと正座していた。




「おぶって……もらえます、よね？」








冴さえない彼女ヒロインの育てかた一○　イベント追加パッチ（氷ひよう堂どう美み智ち留る編）






（このＳＳ内では本編一〇巻のゴタゴタは〝なかったこと〟と考えていただけると幸いです）




「な、なぁ、美智留……」

「ちょっとぉトモ、口ばっか動かさずに、もっと手動かしなよ～」

　熱あた川がわ温泉での合宿も三日目に入り、いよいよ俺のミッションは、各ヒロインの水着イベントの構想を練る段階となった。

　つまりそれは、水着のヒロイン（のモデル）と、二人きりでの会話イベントを発生させるということでもあり……

「い、いや、だがしかしけど……サ、サンオイルとか、今どき流行はやらないだろ……」

「わかってないな～トモ、これも日焼け止めというか、火傷やけど止めの一種だよ？」

「そ、そうなの……？」

　そんな訳で、俺は今、水着姿で寝ねそべっている美智留の背中を、オイルにまみれた手で撫なでまわすという……ああいい、もう皆みんなは何も突つっ込まずにその手のひらの感かん触しよくを想像してくれたらいいよ。

「あ、トモ、もうちょっと腋わきのとことか、水着の隙すき間まとかもくまなくね～」

「そうやって本編じゃないからって人のフェチ心ぶん殴なぐってくるようなこと言うのやめてよみっちゃん!?」

「けどさ、あんたの作ろうとしてる〝ぎゃるげー〟って、そういうイベントが満まん載さいなんでしょ？　だから人がせっかく協力してあげよ～ってのに……」

「その全面的に協力してくれる心意気には感謝するし、今の状じよう況きようを平気で許容してくれる懐ふところの深さにも感激してる！　けど俺の心しん拍ぱく数すうと血圧だけは心配しといてね!?」

　と、逃にげを打ってしまうくらいギリギリの手て触ざわりが俺の脳にダイレクトに伝わってくる。

　だいたい、わかってはいたことだけど（水着イベント二回目七五頁参照だし）、こいつは裸はだかに剝むくと……いや、肌はだを出すと、スポーツ少女として完かん璧ぺきなプロポーションが内部からはち切れんばかりに押し出てくる。

　筋肉と脂し肪ぼうの絶ぜつ妙みような比率、大づくりのようでバランスの取れたプロポーション、健康的と扇せん情じよう的のギリギリの拮きつ抗こう。

　絶対、フィギュア化すると映はえるはずなんだが……出ないのは人気の差ゆえか……

「純粋に登場する回数とフィーチャーされる回数の差だと思うけどなぁ」

「聞いてたっ!?」




「……よし終わり」

「さんきゅ～トモ、よ～しこれで準備おっけ～」

　苦行という名の悦えつ楽らくの時間が終わると……いや特典ＳＳなので感情表現が直ちよく截せつ的なのは勘かん弁べんしていただきたいが、それはともかく、美智留は今までの嬉うれし恥はずかしイベントなど何もなかったかのようにさっさと立ち上がり、腕うでをぶんぶん振り回して準備運動を始める。

　まぁ、こいつのこういう照れのなさのおかげで、こっちも色々と懊おう悩のうしたり後こう悔かいしたりしなくて済むのはありがたい。

「じゃ、何して遊ぼっか？　じゃなくて、どんな内容にしよっか？　あたしってゆ～か、イトコヒロインの水着イベント」

「ま、まぁ、定番のサンオイルイベントは作れたし、あとは元気よく泳いで、スポーティな部分を描写できれば……」

「……でもさ、今プロレスごっこイベントやると、ぬるぬる滑すべって面おも白しろそうだよね～」

「それ色んな意味で危険すぎるから！」

「どんな技にしよっかな？　そ～だ、去年のライブの時みたいに、またオクトパスホールドにしよっか。何しろここは海だし！」

「俺そんな記憶ないよそれアニオリだよ!?」

　……とはいえ、そうやって懊悩や後悔がないおかげで、〝次〟とか〝もっと〟と続いてしまうのが一番の問題なのかもしれないけど。




「む～、プロレスイベントが駄だ目めなら、人工呼吸イベントとか……」

「い、いや、ありきたりだから却きやつ下か」

　というかそれも既出なんですけど特典ＳＳでやつた……

「じゃあさ、向こうの島まで泳ぎっこしてたら、波が高くなって帰れなくなっちゃって、一晩中二人っきり……ってのは？」

「いや俺そんな遠くまで辿たどり着けないから！」

　だいたい、ここの沖おきから見える島って伊い豆ず七しち島とうなんですけど、本当に辿り着けるつもりなのかこいつは。

「え～と、え～と……じゃあ、海岸沿いに洞どう窟くつを見つけて入ったら、満潮になって出られなくなっちゃって～ってのは？　でさ、寒さしのぎにたき火を焚たいて、水着のままで体寄せあって二人で一晩過ごして～、とかさ！」

「……都合よくそんな洞窟見つかるかなぁ？」

　それも、なんかどこかで聞いたようなシチュエーションだったけど……

　それにきっとこの作品だと、その火を飛び越こして来るのはヒロインの方なんだろうけれど……

　さらにきっとこの作品だと、火を越えてきてしまったらその後ちゃんと自制できるのかという根本的な問題が……

「よ～し洞窟イベントで決まり！　それじゃあたし、ちょっくらひとっ走り洞窟探してくるね～」

「って、おい!?」

　などと俺が、イトコヒロインの水着イベントのエロゲー化……いや個別ルート化を懸け念ねんしているうちに、当のイトコヒロインは、砂すな浜はまを全力疾しつ走そうしていってしまった。

　後に残されたのは、ありもしない妄もう想そうに懊悩するヘタレ主人公……いやシナリオライター。

「……ったく」

　まぁ、そんな肩かた透すかし感こそが、いかにも美智留……というか、このエロ健全イトコヒロインのイベントの幕切れに相応ふさわしいとも言えなくもなくて。

　だから俺は、いや主人公は……

　そんな元気いっぱいに躍やく動どうする彼女の背を、苦笑交じりにゆっくり追いかける。

　彼女が走り疲つかれた時に、タイミングよく飲み物を差し出せるように……




「見つけたよトモ～！　洞窟、真っ暗で誰だれもいなかったよイメージぴったりだよ～！」

「マジでっ!?」

「さ～たき火だ二人っきりだ～！　ちょうど潮も満ちて来たし、絶好の夜明かしイベント日和びよりだよ～」

「あひゃあぁぁぁぁぁぁぁ～!?」








冴さえない彼女ヒロインの育てかたＧＳ２．５（霞かすみ詩うた子こ＆嵯さ峨が野の文ふみ雄お編）






『い、一ページも書けてないって～!?』

「……大だい丈じよう夫ぶよ、ちゃんとゲームのシナリオもアップしたし、これからはこちらに専念するから」

　電話口から聞こえてくる悲痛な叫さけびに、詩うた羽ははつとめて冷静に応こたえつつも、こめかみの辺りから一筋の汗あせがしたたり落ちるのを止めることはできなかった。

『け、けど、けどっ……月末まで、もう、日数は……』

「全然問題ないわ……私、『恋こいするメトロノーム』の時、一週間で一冊書き上げたことあるから」

『その時のイラストさんの悲痛な叫びを完璧に再現できる自信あるよあたし!?』

　それは、まだ残暑厳きびしい八月下げ旬じゆん。

　霞かすみヶが丘おか詩羽……というより、ライトノベル作家・霞詩子の人気シリーズ『純情ヘクトパスカル』最新刊の締しめ切りまで残り一○日を切った、午後の昼下がりのことだった。

「ま、まぁ、そんな訳で、あなたにも〝ほんの少し〟負担が行くと思うけれど、それでも当初の予定通りに刊行するわよ？」

『え～と、今回ばっかりは一ひと月つき後ろにずらすという選せん択たくは……』

「いいえ、それは駄だ目め……ゲームのシナリオに手間取って、小説の方が遅おくれたなんてことになったら、私が、紅こう坂さか朱あか音ねに負けたことになる」

『あたしその勝負に全然関係ない気がするんですけど～！』

「嵯峨野さん、あなたが前の巻で、『挿さし絵えを全部描かき直したい』って言い出した時、私、快かい諾だくしたわよね？」

『その後「その代わり締め切りは延びないわよ？」とも言った気がするんですけど～！』

　そして、そんな詩羽と電話口で激しい応おう酬しゆうを繰くり広げているのは、彼女の、ラノベ方面でのビジネスパートナー。

『純情ヘクトパスカル』挿絵担当、嵯峨野文雄。

「だから、延ばさないって言っているでしょう？　大丈夫よ、大学生は夏休みが終わっても休みだし」

『いや違ちがうし。というか夏休み後も作業してる時点で締め切り過ぎてる過ぎてる～！』

　……そんな、いかにも男性っぽいペンネームとは裏腹な高音の悲鳴が、受話器から響ひびいてくる。




『にしても、今回はやたらと手間取ったね～。ま、前のゲームの時も、別にそんな順調じゃなかった気もしないでもないけど』

「色々あったのよ……それこそ、人には言えないようなことが山ほど」

『でも霞さん、あの紅坂朱音と仕事してるんだもんねぇ。凄すごいよ憧あこがれちゃうな～』

「っ……あの、鬼おにがかった鬼き畜ちくな鬼おに婆ばばのどこに、そんな憧れるような要素があるというのかしら」

『何があったか知らないけど、何かがあったんだね……』

「いいわ、何も知らないあなたに色々教えてあげる……あの女が、人としてどれだけ身勝手で傍ぼう若じやく無ぶ人じんで壊こわれてて、他人を使い潰つぶすことなんか、何とも思わない人でなしなのかをね……」

『……えっと、その〝色々〟って、人には言えないんじゃなかったっけ？』




　　　　※　※　※




「私はその時、折れてしまいそうだった……そう、作家としても、彼の師し匠しようとしても」

『あ～……うん』

　詩羽の、紅坂朱音への愚ぐ痴ちは、まだ続いて……はいなかった。

「でも、それでも彼は、私に書けって、前に進めって……自分の成長を見せることで、訴うつたえようとしてきたの」

　彼女の話は、紅坂朱音の人格否定を経へて、自分が陥おちいった作家としての危機、そして、それを乗り越えるきっかけとなった〝一本のシナリオ〟に至り、それはもう大スペクタクルな恋れん愛あいドラマへと発展していた。

『い、いや～、でもそれって、ただ単に向こうは、自分の書いたシナリオをチェックしてもらいたかっただけじゃ……』

「…………嵯峨野さん、あなたが一体、彼の何を知っているというのかしら？」

『へ……？』

「彼は、わざわざ私に似たヒロインを出し、そのヒロインが壁かべにぶち当たりつつも立ち直る物語を作ってきたのよ？　これがどういう意味を持つか、わからないとでもいうの？」

『あ、い、いや～？』

「これは間ま違ちがいなく、彼から私への提言……そう、プロポーズなの！　私に否定されることすら厭いとわない、彼の全身全ぜん霊れいの、エールだったのよ……」

『あ、え～と……そうなの？』

　あの、人見知り……というか、他人に滅めつ多たに心を開かない詩羽がここまで語るのは、昔の彼女を知っている人たちにとっては、思わず胸の熱くなる感動のひとときで。

「そ、そこまでの覚かく悟ごを決めた彼の心意気を、あなたはっ、そんなおちゃらけた態度で流そうというの？　ゆ、許せない……私は、そんなの認めないっ」

『あああああっ!?　ごめんなさいごめんなさいっ！　そうそう霞さんの言う通りだよ彼頑がん張ばったよ～！』

　けれどまぁ、そういった過去の彼女を知らず、この愚痴なのか惚のろ気けなのかわからない語りを延々と聞かされる方にとっては、そんな事情など知ったこっちゃないというか……




『ま、まぁ、彼の頑張りも、霞さんにとって、そのことがとても大きな出来事だってのもよくわかったよ。けど……』

　それでも、その詩羽の諦あきらめの悪さ……いやひたむきさは、電話口からでも切ないくらいに伝わってきて。

『けど彼、確か彼女いるんだよね？』

「彼女じゃないのメインヒロインなの！」

　でも、だからこそ、その真しん剣けんさが辛つらすぎるというか、なんというか……

　そして、そんな詩羽……霞詩子だからこそ、彼女の紡つむぐ物語は、こんなにも人の心を打つのかもしれなくて。

『あ、あのさ、霞さん』

「何よ？　まだ人のことからかおうっていうの？」

『ううん、そうじゃなくてさ……一度、その後こう輩はいの男のコ、あたしの前に連れてきなよ』

「え……？」

　だから嵯峨野文雄……という紛まぎらわしいペンネームを持つ〝彼女〟は……

『あたしから一言、ビシって言ってあげるよ。霞さんのこと、どう責任取るのかって！』

　霞ヶ丘詩羽という〝女のコ〟を、心の底から応おう援えんすることに決めた。

　……のだけれど。

「……いい、結構よ」

『なんで！　だってあなた、彼のこと……』

「でも、あなたには会わせたくない」

『え、え～、どうしてぇ？』

「だ、だって……あなたと彼、趣しゆ味みとか行動パターンとか見てると、なんだかとっても気が合ってしまいそうな……」

『あははははっ、そんな訳ないじゃん～！』

「本当？　絶対よ？　こっち本編はともかく、あっち恋メトでちょっかいかけてきたら許さないわよ!?」

『……ごめんあなたが今言ったこと一ミリも理解できないんだけど』








冴さえない彼女ヒロインの育てかたＧＳ２．６（霞かすみ詩うた子こ＆柏かしわ木ぎエリ編）






「あ、あっ、何か動いたわ！　やっぱり部屋にいるみたい！」

「……あ、そ」

「さ、澤さわ村むらさんっ、双そう眼がん鏡きよう！　早くっ！」

「ちょっと霞かすみヶが丘おか詩うた羽はっ、人んちのベランダで堂々と覗のぞきやろうとするんじゃないわよこの変態！　ご近所の目ってものがあるでしょ！」

　丘の上にそびえ立つ澤村邸ていの、二階の英え梨り々りの部屋のベランダからは、彼女が住むこの街の風景が一望できる。

　……もちろん、坂の下、数百メートル先にある、安あ芸き邸の二階の部屋の窓までも。

「あなたこそ、こんな秘密の花園を誰だれにも知らせず一人で楽しんでいた変態でしょう？」

「楽しんでないから双眼鏡とか常備してないから」

「ああ、あなたの部屋にこんな天国が隠かくされているなんて知っていたら、もっと早く入いり浸びたっていたのに……」

「……悪いけど明日から出入り禁止にしていい？」

　九月に入って最初の日曜日。

　新作ＲＰＧ『フィールズクロニクル[image: ]』のシナリオ執しつ筆ぴつ＆修正を数日前に終え、さらに人気ライトノベルシリーズ『純情ヘクトパスカル』新刊の執筆も〝つい昨日〟終えた、小説家兼けんシナリオライター・霞詩子（本名：霞ヶ丘詩羽）は、この場所に来た当初の目的をすっかり忘れ、ベランダからの絶景（のごく一部）を堪たん能のうしていた。

　で、部屋の主あるじ──詩羽のゲーム方面でのビジネスパートナー、『フィールズクロニクル[image: ]』キャラクターデザイン兼原画担当・柏木エリ（本名：澤村・スペンサー・英梨々）──は、そんな異常なテンションの詩羽を抑おさえるのを早々に諦あきらめ、自分の方は全然終わっていない仕事に集中すべく、机に向かっている。

「ね、ねぇ澤村さん……倫りん理り君、最近どうしているかしら？」

「別に、元気みたいよ」

「わ、私のこと、何か言ってない？　この前のこと後こう悔かいしてるとか、どうしても会いたいとか、やっぱり忘れられないとかっ」

「あ～言ってない言ってない。あんたのことなんか、全然、全く、これっぽっちも話題に上らないから」

「……それって、私の話題について意図的に報道規制を敷しくマスゴミあなたの方に問題があるのではないかしら？」

「あ～はいはい、悪ぅございましたね～」

　などと、英梨々は仕事に集中しつつ、詩羽に対しての女子的な意地も忘れなかった。

　実際には、詩羽が立ち直り、今もこうして一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばっていることを、事細かに伝えたばかりだったけれど。




　　　　※　※　※




「何よこれ……またカロリーの高い作画ねぇ」

「人のせっかくの頑張りをそんな風に流さないでよ。もっとこう、こっちのモチベーションを上げる言葉ってものがあるでしょ。『こんな凄い絵見たことないわ』とか、『あなたやっぱり天才ね』とか、『これ版画にしてシリアルナンバー付けたら●●万円で売れるわよ』とか！」

「……その最後のって言われて嬉うれしいの？」

　そんなこんなで、いい加減雑談にも飽あきた二人は、ようやく今日の目的である、ゲーム関連の打ち合わせを始める。

　めでたく詩羽のシナリオが完成し、イベントＣＧの指示も全て出で揃そろった今、議題の中心は、その指示に従って上げ始めた、英梨々のイベント原画についてとなっていた。

「とにかく、この線画はＯＫってことでいいのね？　じゃ、紅こう坂さか朱あか音ねに回すわよ？」

「いいも何も……相変わらずあなた、自分を追い込むのが大好きね」

　とはいえ、こうして目の前に出された英梨々の成果物を目まの当たりにして、詩羽は既すでに、ここに来た理由を見失いつつあった。

　……その、あまりの完成度の高さに、文章書きとしての意見など、馬ば鹿か馬ば鹿かしく思えてしまったから。

　それほどまでに、英梨々の絵の中に、自分の文章に寄り添そった、いや超こえた表現が見て取れてしまったから。

「あたしをそこまで追い込ませるシナリオが悪いのよ」

「ここまで無茶な描かき込みをしろなんて指示したつもりはないのだけれど……」

「そういう意味じゃ……」

「だいたい、一枚にこんな手間をかけていいの？　今月中にあと三〇枚でしょう？」

「あと二三枚に減ったわよ、ほら」

　と、英梨々がおもむろに差し出した残りの六枚の線画を見て、またしても詩羽の中から変な笑いが漏もれてきてしまう。

　その、一週間で七枚も描き上げたとは思えない超ちよう絶ぜつな完成度と、この絵を責任もって塗ぬらされることになる、ＣＧチームの苦難に……




　開発も終しゆう盤ばんに入り、一〇人以上いるはずのＣＧチーム側の方が、英梨々ひとりの質と量を受け止めきれなくなってきていた。

　次々と上がってくる情報量の多すぎる線画に、彩さい色しき作業が間に合わず、しかもクオリティも追いつかず。

　それでも、やっと上がったＣＧは、英梨々のチェックでダメ出しをされるどころか、直接修正され、しかもそれが、心折られるレベルで実力の差を見せつけられ。

　今の英梨々は、そんな『ついてこられないお前らが悪い』と言わんばかりの、最高にして最悪の害虫……いや外注に成り果てている。




「あなたなら、本当に、あの紅坂朱音を倒たおせてしまうかもね……」

　そんな開発全体の混乱を、彼女たちのボス紅坂朱音は、二人へと持ち込むことはしなかった。

　ただ純じゆん粋すいにテキストや絵の良し悪しで戦い、彼女の求めるレベルに達しさえすれば何もかもＯＫと判断し、決して政治や金絡がらみの不毛な話を持ち込まない。

　……だから、その不毛な戦いに、彼女がどれだけのエネルギーを費やしているのか、二人も詮せん索さくしない。

　ただ、絵やテキストで殴なぐり合い、そのラスボスを倒そうとするだけ。

「何言ってんのよ……ゲームは、総合芸術でしょ？」

「澤村さん……？」

「シナリオが、あたしの絵を輝かがやかせられないと、あのバケモノに勝てる訳ないでしょ」

「でも、私はもう頑がん張ばれないわよ？　シナリオは、さすがにもうこの時期に直せないし」

「そんなの、わかってる……」

「あ……」

　そう、英梨々に言わせれば、わかってないのは詩羽の方で。

　だって、そもそも、柏木エリのこの絵を引き出したのは、他ならぬ、霞詩子というバケモノの、あのネジの外れたシナリオだったのだから……




「〝私たち〟なら、本当に、あの紅坂朱音を倒せてしまうかもね……」

　だから、詩羽は言い直す。

「倒すわよ。決まってんじゃない」

　そして、英梨々は即そく答とうする。

　そんな二人の、いや、三人のゲーム開発という名の戦いは、いよいよ決着の時を迎むかえようとしていた。




「じゃ、ちょっと休きゆう憩けいね。ほら、これベランダにセットしてよ、霞ヶ丘詩羽」

「って、澤村さん、これ、望遠鏡……」

「双眼鏡なんてある訳ないでしょ？　あんな倍率の低いもの」








冴さえない彼女ヒロインの育てかたＧＳ２．７（霞かすみヶが丘おか詩うた羽は＆氷ひよう堂どう美み智ち留る編）






「こ、これが……倫りん理り君が直接触ふれた……っ」

「はいはい、お触さわりは五〇〇円ね～」

　九月の中ちゆう旬じゆんの、とある駅の側そばにある喫きつ茶さ店てん。

「……嫌いやがらないのね」

「こちとら女子高育ちだからね～。この程度のスキンシップ、日常茶飯事よ～」

「耳は処女のくせに、体は正直……じゃなくて倦けん怠たい期ね」

「……それ訂てい正せい前も後も失礼なことに変わりなくない？」

　そこでは、窓まど際ぎわの席に座った黒くろ髪かみロングの美女が、自分の向かいに座る癖くせっ毛ショートカットの美女のＴシャツの下から手を入れて肌はだを撫なでるという、とても異様で淫いん靡びな光景が繰くり広げられていた。




　改めて、九月の中旬の日曜日。霞ヶ丘家の最寄り駅にある喫茶店。

　そこには、つい最近まで色々な締しめ切りと激しい攻こう防ぼうを繰り広げ、魂たましいの抜ぬけ殻がらに成り果てた小説家兼けんシナリオライター・霞かすみ詩うた子こ（本名：霞ヶ丘詩羽）と、今はＢＧＭをつけるための新しいシナリオ待ちで、上がってくるまでの暇ひまを満まん喫きつしているバンドボーカル兼作曲家・ｍｉｔｃｈｉｅ（本名：氷堂美智留）が、各々の境きよう遇ぐう通りに、だらけた表情で顔を突つき合わせていた。

「スランプ……？」

「なんか一週間くらい、全然進まなかったらしいよ？　シナリオ」

「別に一週間なんて全然大したことないじゃない。私なんか、『純情ヘクトパスカル』の立ち上げの時、当初の予定から半年近く……」

「あ～、作家お得意の遅ち筆ひつ自じ慢まんはこの際置いとこうね～」

　で、そんな、何かを成し遂とげた二人の話題は、自然と未いまだ成し遂げていない誰だれかさん……イトコのトモにして、後こう輩はいの倫理君という、一人の男子に絞しぼられていく。

　というか、この二人が集まって他の話題になったことなどないのだけれど。

「にしてもトモの奴やつ、なんでまた急に落ちちゃうかな～。ついこの間、一晩中一いつ緒しよにいて励はげましたげたばっかなのに……」

「言っておくけれど彼、一夜を共にした女性は枚まい挙きよにいとまがないわよ？　ただ、誰とも最後まで至ったことがないというだけで」

「それを胸張って言ったところで自分に返ってくるだけでしょセンパイ」

　ついでに言えば、この二人がその男子の話題になると、品位とか配慮とかいったものえつちなのはいけないと思いますを置き去りにしていくのもいつものことで。

「そ、それで倫理君、どんな様子？　ちゃんと食べてる？　寝ねてる？　ま、まさかっ、『詩羽先せん輩ぱい～、帰ってきてよぉぉぉ～！』と叫さけびつつ床ゆかを転げまわったりしてない!?」

「……その自分に都合良すぎる上にキモい妄もう想そうはさておき、そんなに心配なら、直接連れん絡らくして聞いてみりゃいいじゃん」

「そ、それは……」

　けれど、そんな噂うわさ話ばなしで盛り上がりつつも、二人のうちの片方……つい最近一〇巻で、その男子と〝色々あった〟彼女の方は、思わず言葉に詰つまり、深刻な表情でうつむく。

「連絡取りにくい？　な～んかこの前、結局喧けん嘩かしちゃったって聞いたけど？」

「喧嘩したんじゃない。ただ、創作の方向性で衝しよう突とつしただけ……」

「な～んだ、喧嘩じゃないんだ？　なら別に……」

「だからこそよ……創作の方向性が違ちがうってわかった以上、私は彼に、的確なアドバイスをしてあげられない。私はもう、彼の師し匠しようじゃない」

「うわぁ、なんかめんどくさい」

「そうね……面めん倒どうくさいわね、私って」

　あの時、詩羽は、彼が差し出した手を取れなかった。いや、敢あえて取らなかった。

　そういう結果になってしまったのは、彼女の中に余計な意地があったからなのか、必要な意気地がなかったからなのか、未だに答えは出ていない。

　けれど……

「……で、でもその面倒くささって逆にアドバンテージにならない？　ほら、こんな感じで思い悩なやんでいると、『なんだか昔色々あったけれど今なおお互たがい好きあっている切ない恋こい人びと同士』ってやつに見えないかしらどうかしら!?」

「最後のそれがなけりゃそう見えたかもしんないねぇ……」

　まぁ、本人にはまだ結構余よ裕ゆうがあるというか、その灰色の脳のう細さい胞ぼうにはファンシーなお花が咲いているというか……




　　　　※　※　※




「な……っ」

「えっへへへ～、どう？　泣けるっしょ？　トモはボロ泣きしたんだよ～？」

　テーブルの上に広げられた、借り物のノートＰＣから、切なげなＢＧＭが流れていた。

　それは、あらかた話も済んだと、詩羽が店を出ようと立ち上がりかけた瞬しゆん間かんに美智留が仕し掛かけた、今日一番のサプライズ。

　それは、美智留たち『blessing software』が開発中の、冬コミ向け新作『冴えない彼女ヒロインの育てかた（仮）』の開発版。

　ついでに言えば、年上ヒロイン、霞ヶ丘詩羽（仮）シナリオの、クライマックスシーン。

「で、でもこれ、これは……っ」

　けれどそれは、詩羽の知っている物語とはちょっと違ってて……

「いいシーンになってんでしょ？　あたしの音楽でさ」

　だってそれは、彼女が否定したはずの、何の憂うれいもなく、今までのヒロインの頑張りがあっさり報むくわれる、甘々なシナリオではなく。

　彼女が、『自分ならこうする』と思い描えがき、彼に話して聞かせた、ヒロインの強さ、気け高だかさを優先する、ちょっとほろ苦いシナリオに、限りなく近いものだった。

「これって……まさか、書き直したの？」

「ううん、こっちが先だったんだって。けどあいつ、ボツにしちゃったんだよね、これ」

「そう……」

　その物語に息づいている、ヒロインの心情を前にして、詩羽は、ようやく気づいた。

　いや、ふたたび信じることができた。

　彼の中には、間違いなく自分が……霞詩子が育はぐくんだシナリオライターの血が、今でも脈々と息づいているのだと。

「そういえばこれ、加か藤とうちゃんが作ってくれたんだけど、センパイにも見せるって言ったら、あのコ、変なこと言ってたなぁ」

「変なことって？」

「なんかさぁ、『見せたいような、見せたくないような』って……どういうことだろ？」

「……まったく加藤さん、最近、どんどん因いん縁ねん女めいてきて嫌な感じね」

「いや、加藤ちゃんもセンパイにだけは言われたくないって思うよ？　それ」

「そうね……そうかもね、ふふっ」

　だから、詩羽は、美智留には今まで見せたことのないような、柔やわらかい表情で、笑った。




　それは、九月の中旬の日曜日。柔らかな秋の陽射しが降り注ぐお昼前。

　……ちょうど時を同じくして、彼女たちが話題にしている男子が、どこかの泥どろ棒ぼう猫ねこ……いや女子と、スカイプ越ごしにイチャイチャしていたなどとは、二人は知る由よしもなかった。








冴さえない彼女ヒロインの育てかた一二　ＩＦルート






　～もしも二人が予定通りデートしてたら（映画館編）～




「という訳で、まぁ、とりあえず映画を見て、お茶して、買い物をして、最後に食事という感じでどうだろう？」

「定番だね～」

　九月下げ旬じゆんの、土曜日。

　陽光うららかな休日の午後に、俺と恵めぐみは、池いけ袋ぶくろ駅で予定通りに合流した。

　待ち合わせ場所で恵は、いつも通り人混みに紛まぎれ、フラットにスマホを弄いじっていたけれど……

　でも、そのスマホ操作が全て、合流前の俺とのＬＩＮＥ会話だったってところは、あまりフラットとは言えなかったかもしれなかった。

「よし、じゃシネコンに向かうぞ！　何しろ映画館ってのはデートイベントの定番。様々なハプニングイベントの宝庫……っ」

「今日はシナリオのネタ探しはしない約束だよね？　単なるデートだけって約束だよね？」

「お、おぅ……」

　それは一見、『無む駄だに気合いを込める俺に、冷静に釘くぎを刺さす恵』という、いつもの見慣れた光景にも思えたけれど。

　でも、恵が釘を刺している内容が『これは紛れもなくデートだから』というのが、やっぱり、とても見慣れないというか、新しん鮮せんというか……

「で、で、何見る恵？　一応、残念なメディアミックス実写化邦ほう画がも、大金かけておきながら大爆ばく死しした惨みじめなハリウッド洋画もやってるけど……」

「どうしてそういう微び妙みようなタイトルを薦すすめてくるのかってのはさておき、ま、アニメで十分だよ」

「そ、そうか。あ、でも最近はほら、アニメでも、デートの定番映画の最さい高こう峰ほうと名高いアレがあるけど……」

「でもそういうのは外したいよねどうせ？　いいよ違ちがうので」

「……ご配慮感謝します」

　けど、そうやってデートを意識づけさせておきながらも、肝かん心じんなところではこうして結構投げやりに対応してくれるところが、やっぱり心地ここちよくて。

「よし！　じゃ、ここはＳ○ＮＹグループやＫＡＤ○ＫＡＷＡグループに忠誠を誓ちかって、劇場版ＳＡ○にしよう！」

「わ～なんか図はかったように伏ふせ字じが伏字になってないね」

　だから俺は、調子に乗って、オタク丸出し……というか、女の子の気持ちを考えずに、いつも通り、勝手に突つっ走ってしまう。

　そう、俺が恵をよく怒おこらせてしまうのも、彼女が俺に寛かん容ようすぎるのがいけないんじゃないか、などと逆切れっぽいことまで考えてしまうほど……

「なぁに大だい丈じよう夫ぶ！　この作品にもしっかり嫁よめはいる。きっとイチャイチャ描びよう写しやだってある！」

「え～と、イチャイチャ描写があることをアピールされても、どう反応していいのか」

「なら別にそこを楽しみにしなくてもいい！　一いつ緒しよに戦せん闘とうシーンで手に汗あせ握にぎろうぜ！」

「はいはい、楽しみだね～」

　ついでに汗だけでなく、相手の手も握れたら……なんてことはおくびにも出さず（多分）、俺たちは、信号の変わった交差点を渡わたり、繁はん華か街がいの方へと歩を進める。




　　　　※　※　※




「時間空あいちゃうね～」

「……そうだな」

　辿たどり着いたシネコンのチケット売り場は……想像以上の大行列だった。

　俺たちのお目当ての映画は、そりゃもうＳ○ＮＹグループやＫＡＤ○ＫＡＷＡグループが総力を挙げた超ちよう大作だったため（以下類似描写省略）、チケットが残っているのは、今から七時間以上も後の、二○時過ぎの回しかなかった。

　あ、ちなみに映画の公開スケジュールとこちらの時系列の整合性は気にしないようにね。

「チケット買った後どうしようか？　映画の前に先にご飯食べちゃう？」

「というか、もっと空すいてる映画に変えるか？　それか映画やめて他のところ行くとか……」

「どうして？　全然問題ないよ？」

「けど、別にそこまで見たかった映画でもないんだろ？」

　と、なかなか進まない行列の中なのに、恵はいつものフラットよりも、少しばかり、けれど間違いなく楽しそうな表情を向けて……

「だって、こういうハプニングも、楽しいよ」

「ぇ……」

「早さつ速そく、最初のデートで失敗したエピソードなんて……二人の思い出的には、美味おいしいんじゃないかな？」

「っ……」

　なんか、いきなり刺しにきた。

　うん、それはもう、一いつ瞬しゆんで俺の顔がキモ……いや赤く染まってしまうほどに。

「それに、映画が終わるのが一○時過ぎってことはさ、つまり、これから、一○時間くらいは一緒にいられるっていう確約ができたってことだし」

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ」

　そして、ついでにえぐってきた。

　うん、それはもう、一瞬で俺の全身の血液が集中……いや沸ふつ騰とうしてしまうほどに。

「め、めぐ、めぐ、恵っ……お前ってさ、なんつ～か、本当に適当……じゃなくて都合がいい……じゃなくて優しいな。怒ってない時以外は」

「褒ほめてもらってるのかもしれないけど、今の発言の中に三つくらい訂てい正せいを求めたい箇か所しよがあるんだけどいいかな？」

　そんなふうに、こっちが明らかに挙動不ふ審しんに陥おちいっているというのに、恵の方はやっぱり、いつものフラットから、ちょっとだけしかずれてなくて。

　けれどその、ちょっとのずれが、本当に、本当に……




　　　　※　※　※




「さてと、チケットも買えたことだし、じゃ、お茶にでも行こうか」

「お、お、おぅ……」

　シネコン前の行列からようやく離り脱だつした頃ころには、駅で合流してから三○分くらい経過してしまっていた。

　で、その間に得られたものといえば、ちょっとだけ俺の手汗で湿しめってしまったチケットが二枚。

「という訳で、今から一○時までは、喧けん嘩かしてさっさと帰っちゃうような事態は避さけないとね。チケット代勿もつ体たいないし」

「怖こわいこと言わないでよおい!?」

　多分、今日に限って俺たちに喧嘩の心配はない。

　けれど、もしかしたら、俺たちにとっての〝その先〟を求めて踏ふみ込んでしまった結果、『……帰ろうか』、『……そうだね』なんて空気になる可能性は思いっきり残ってて。

　だから今の恵の軽口は、それはもう、俺にとっては氷でできた釘を刺されたようなもので。

　でも……

「ま、そうだな……お互たがい、気をつけような。チケット代のために」

「……うん、チケット代のために」

　だからこそ俺は、その四千円分くらいの覚かく悟ごとともに、恵の手をしっかりと引き寄せる。

　そして恵も、そんな俺の覚悟に、二千円分くらいの力で、握り返してくる。

　結局、こうして映画館の中で頑がん張ばろうとしていた行こう為いを、映画が始まる前に達成してしまった俺は……

　けれど、本当の目的である『俺たちにとっての〝その先〟を確かめるイベント』までの長い時間を、心しん拍ぱく数すう高めのまま過ごすよう強しいられることになった。




　でも、もし……

　そんな夜遅おそくに、そのイベントのために引いたガチャで、もしＳＳＲ加か藤とう恵なんかが出てしまったら……

　その時の盛り上がりは、昼に同じイベントを起こすより、数倍危険なんじゃないかと思わないでもなかったり。




（注）オチはありません








冴さえない彼女ヒロインの育てかた一二　ＩＦルート






　～もしも二人が予定通りデートしてたら（デパート編）～




「それじゃ、ちょっと試着してくるね」

　九月下げ旬じゆんの、土曜日。

　時計は、午後三時をちょっと過ぎたあたり。

　池いけ袋ぶくろで午後一時に合流した俺たちは、二時間ほど街をぶらついたりお茶したりしつつ、今は東口にあるデパート内のブティックで買い物中。

「いいよ、ちょっとじゃなくて。俺、店の外にいるから、何枚も試着して、ずっと迷っててもいいぞ」

「そういう訳にはいかないでしょ倫とも也やくん……」

「けど、どうせ映画は八時過ぎだし、まだまだ十分に時間は……」

「えっと、わたしが言ってるのは時間のことじゃなくて距きよ離りのことなんだけど」

「はい？」

「だって倫也くんには、わたしが試着した時の感想を言う簡単なお仕事があるじゃない」

「……はぁい？」

「だから、試着室の前で待っててくれないと困るよ」

「すいませんそういうデートみたいなこと無理です勘かん弁べんしてください！」

「ダウト」

「あぅ……」

　そう、俺たちがしているのは、たった今恵めぐみが指し摘てきしたように、紛まぎれもなくデートという行為に間ま違ちがいなかった。ガチで。

「だいたい倫也くん、試着に付き合うのが嫌いやなら、そもそもブティックなんて断ればよかったのに」

「けど恵、服選ぶの好きじゃん。オタク予備軍のくせして」

「その、オタクとファッションを無理やり断絶させようとする思想はそろそろ改めようよ」

「けど世間ではまだオタク差別の根は深いんだぞ？　例えば俺がいい服着ようとするとファッションオタクなどとあざ笑われて……」

「それ言葉の意味が違う上に、倫也くんで問題になるのは服そのものより着こなし方だと思うんだけど」

「いかんでしょそれ言っちゃ終わりでしょぉ～！」

　などという断だん末まつ魔まの叫さけびをさっさと受け流し、恵は、選んだ服を抱かかえるとさっさと試着室に入りカーテンを閉めた。

　……俺が、この場から逃にげることを拒きよ否ひしたまま。




　　　　※　※　※




「そういえばさ、最初のデートも六ろく天てん場ばモールだったよね。倫也くん苦手なくせに」

「そりゃ、あの時は、恵がどうしても行きたいって言ったから……」

　で、結局逃げ遅おくれた俺は、試着室のすぐ目の前で、カーテン越ごしの恵の声と、そして衣きぬ擦ずれの音を聞いている。

　つまりこの人、今、服脱ぬぎながら俺とフラットに会話してるんだよ……

「あの時もだけどさ、倫也くんってたまに微び妙みようにフェミニストになるよね。いつもは超エゴイストだけど」

「悪いかよ！　俺はただ、人が望み通りのものを手に入れて喜ぶ顔が見たいだけなの！」

　言葉のやり取りだけ見ると、なんか俺が逆切れしてて印象悪いけど……

　でもそんな売り言葉を、スカートのジッパーを下ろす音に混ぜて告げてくるのはタチが悪いと思わないか？

「もちろん、悪くないよ？」

「だろ？　だろ！」

「やり方のアレさや、周囲の人たちの目はともかく、わたし的には、倫也くんのそういうところは嫌きらいじゃないし」

「その前提条件さえ口にしなかったら俺も今の言葉で感激したかもしれないけどな……」

「それに、相手が誰だれだろうと～、変わらずにそういうことできるのも、まぁ倫也くんらしいといえばらしいし」

　その、今の声だけが、ついさっきまでと比べて少しだけ低く、投げやりになったような気もしたけれど……

　でも、どこかのホックを留める音にかき消されて、正確な判断はできなかったり。

「そんなことないって。中でも恵の喜ぶ顔は、ちょっとだけモチベーション高いぞ」

「……ちょっと、だけ？」

「だってさ、恵はいつも、俺以上に俺のこと、一いつ生しよう懸けん命めい気き遣づかってくれるからさ」

「…………いっつもわたしの態度のこと、『フラットに受け流してる』ってネタにしてたくせに～」

　その、今の声と間まに、ちょっと拗すねたようなニュアンスを感じないでもなかったけれど……

　でもほら、試着室の中から、え～と、何の音だこれ？　もう推測するのも精神的に限界なんですけど。

「だから、その『気にしなさ』こそが、恵の一番優しいとこなんじゃん」

「う～ん、なんだか誤ご魔ま化かされてるような気がしないでも……」

「そんな訳、あるかよ……」

「倫也くん……？」

　そう、そんな訳、あるか。

〝気にしないでいてくれる〟ってことが、俺みたいな底辺オタクにとって、どれだけ救いで、癒いやしだったか……

　多分、（可愛いことを除けば）普ふ通つうの女の子である恵には、わからないんだろうな。




　これは、ただの妄もう想そうだけど。

　もしも、加か藤とう恵って女の子が、小学校低学年の俺と……俺と英え梨り々りと同じクラスにいたならばって、考えないではいられない。

　オタクだからって、ヒョロ眼鏡だからって、ハーフだからって、美少女だからって、いわれのあったりなかったりする迫はく害がいを受けていた俺たちの側に、この、（多分）おかっぱの女の子がいたならば。

　もちろん、俺たちなんかに全然関心なくて相手にしなかったかもしれない。

　もしかしたら、仕方なく皆みんなと一いつ緒しよになって俺たちを囃はやし立てていたかもしれない。

　けれど、なんとなく、その可能性を期待してしまうんだ。

　オタクな話で盛り上がる、俺と英梨々の側に、大して興味なさそうに、それこそ敵意もなく、なんとなく側にいてくれるクラスメイトがいてくれた、過去を……




「……どうしたの？」

「っ、いや、なんでも」

　いつの間にか、試着室のカーテンは開いていて。

　そこには、新しい衣装差分……いや、新しい服に着き替がえた恵が、立っていた。

「けど、目……」

「恵は本当にいい奴やつだなぁって、再確認してたとこ」

「……なんだかなぁ」

　まぁ、ちょっとだけ、ぼやけて見えにくかったけれど。

「うん、似合ってるぞそれ。やっぱお前、ファッションセンスいいな。俺には全然わかんないけど」

「えっと、たったの一秒で上げて落とすのやめてくれないかな」

「よし、それじゃこれにしよう！　お～い、店員さん！」

「あ、駄だ目めだよ、これは……」

「いいっていいって、だって今日は恵の誕生日……げ」

　と、そんな微妙な俺の表情を誤魔化すために、さっさと買い物を済ませようとした俺の目の前に恵が掲かかげたのは……

　袖そで口ぐちについた、三六○○○円という数字のついた、値札だった。

　……しかも横に『特価品』とかついてらっしゃいますわよ奥様!?

「結構、やっちゃうんだよね……絶対に買えないってわかってる服、試着するの」

「さんまん……ろくせん……」

　しかも特価品。

「さて、じゃ次は五八○○○円の服にチャレンジしてみるね。また感想よろしく」

　と、そんなふうに呆ぼう然ぜんとする俺をよそに、恵は（こいつにしては）悪戯いたずらっぽい笑みとともに、さっとカーテンを閉めた。

　そして数秒も経たたないうちに、また、衣擦れの音を響ひびかせる。

　もう一度、俺に、また別のサプライズを与あたえてくれるために。




「なぁ、恵……」

「ん～？」

「そのうち、プレゼントしてやるからな、それ」

　だったら、俺も、彼女に、何かを与えなくちゃならない。

　今はモノじゃないかもしれない。ただの気持ちだけかもしれない。

「いいよ別に。そんなの期待してないし」

　けれどいずれは……

「いいや大いに期待してくれ！　俺たちの最強のギャルゲーで一山当てて、どっちの服もサークルの経費で落としてやるから！」

「……それ全然嬉うれしくない上に、税務上問題ある気がするんだけど」








冴さえない彼女ヒロインの育てかた一二　ＩＦルート






　～もしも二人が予定通りデートしてたら（レストラン編）～




「結構歩いたね～。さすがにちょっと疲つかれたかも」

「まだこの後映画残ってるからな。上映中に寝ねるなよ？」

　九月下げ旬じゆんの、土曜日。

　時計は、そろそろ午後七時。

　午後一時から始まった俺と恵めぐみの池いけ袋ぶくろデートは、六時間が経過し陽が暮れた頃ころ、とある路地にあったイタリア料理の店（注：お手頃価格）にその場所を移していた。

「それじゃ、今日は一日お疲れさま」

「だから、まだ映画が……」

「かんぱ～い」

「ま、いっか、……乾かん杯ぱい」

　と、俺たちは、デートのセミフィナーレを飾かざるべく、ワイン……グラスに注がれた炭酸水で乾杯し……

「さてと、どうしようか？　コース頼たのんじゃう？　それとも単品で、ピザとパスタの物量作戦？」

「単品で行こうぜ？　その方がシェアして色々食べられるし」

　そして、一口だけ喉のどを潤うるおすと、さっそくメニューとにらめっこして、六時間以上も固形物を何も入れてなかった腹具合と相談を始める。

「それじゃあ、食事のチョイスは倫とも也やくんに任せるね。わたしデザート選ぶから」

「いやいや、どうせならここはデザートも含ふくめて全て俺に任せてくれないか？　大だい丈じよう夫ぶ！　ここは何でも美味うまい……って聞いてるから」

　せっかくの誕生日デートに、こんないつも通りの雰ふん囲い気きでいいのか？　と思う向きもあるかもしれない。

　だが、サプライズというものは、普ふ段だん通りの和気あいあいとした雰囲気からの急激な変化こそがもっとも効果的だというのは、すでに統計的に証明されている（要出典）。

　つまり、俺が狙ねらっているのは……

「それは構わないけど、これだけはやめようね？」

「……ぇ？」

　と、俺が自らの完かん璧ぺきな作戦に人の悪い笑みを浮うかべようとした瞬しゆん間かん……

「ほら、この『バースデースペシャルスイーツ』ってメニュー」

「…………ぇ～」

　恵が差したメニューの一か所が、俺の表情筋を鋭するどく突つき刺さした。

　そう、それこそは俺がこの店に予約を入れる際、唯ゆい一いつ事前に予約しておいた、会心のサプライズ。

　大量のケーキとアイスの盛り合わせに花火を差して、店内暗くして店員の音おん頭どで全員でハッピーバースデーを大合唱するという、女の子なら誰でも大喜びな……

「他のお客も巻き込んで一いつ斉せいにハッピーバースデー歌われるとか、恥はずかしすぎてわたしには無理だよ。まぁ、さすがに倫也くんがそんな『りあじゅう』みたいなイベントメニューを頼んでるとは思ってないけど」

「………………ぇぇぇぇぇ～」




　　　　※　※　※




「遅おそかったね？　先に食べてるよ？」

「あぁ、お構いなく……」

　トイレに行くふりからの、スペシャルメニューのキャンセル処理も滞とどこおりなく終しゆう了りようし（なお店員さんはとても困った顔をしていたのでケーキだけ包んでもらうことにした）席に戻もどってきた時には、すでにテーブルの上は俺の頼んだ料理で完全に埋うめ尽つくされていた。

「うん、確かにどれも美味おいしい。本当、倫也くん『にしては』気の利きいたチョイスだね」

「はは……」

　どうやら俺の、今日一番の誕生日サプライズ計画は、思いっきり出で鼻ばなを挫くじかれてしまったようだった。

　俺たち二人の間には、とてもとても穏おだやかな雰囲気が漂ただよってしまい、『誕生日に二人きりでレストランでお祝い』というドキドキイベント感はどこへやら……

「うん、こっちの生ハムサラダもいけるよ。ほら、倫也くんもちゃんと野菜摂とって……」

「な、なぁ、恵！」

「ん～？」

　だが、そんな恵の、オカンみたいな気き遣づかいに満足してる場合ではない。

「これ……プレゼント」

「え、あ……」

　何しろ今日は年に一度の大事な日。

　そして俺……いや、俺たちには、もしかしたら、一生に一度レベルで大事な日になるかもしれない、アニバーサリーなんだから。




「なぁんだ、プレゼント用意してくれてたんだ。なら、ブティックであんなふうに見栄張らなきゃいいのに」

　テーブルを埋め尽くした皿の隙すき間まを縫ぬって、恵の目の前に置かれた、手のひらサイズの紙包み。

「いや、まぁ……それはともかく、開けてみて」

　そして、ちょっとばかり照れた表情の俺。

「う、うん……」

　そんなあからさまな段取りに、恵は、少しばかり軽口を叩たたきつつも、さすがに少しばかり頰ほおを紅潮させてくれた。

　紙包みを手に取り、注意深くテープをはがし、結構あからさまに期待の表情で中を覗のぞき込み……

「な～んてな！　そいつはただの名めい刺しでした～」

「え……」

　そして彼女の手の中に、飾りっけのないプラスチックケースが滑すべり落ちてきた瞬間、俺の『ファーストサプライズ』は完成した。




　同人ゲーム制作サークル　blessing software

　副代表・サブディレクター・メインヒロイン

　加か藤とう　恵




　ケースの中から出てきた、透とう明めいフィルムに包まれた名刺サイズのカード束（名刺なんだから当たり前だけど）には、そんなシンプルな署名と、ＨＰのＵＲＬと、問い合わせ用メールアドレス。

「ほら、そろそろ冬コミじゃん？　だからサークルとかショップさんへの挨あい拶さつ用に、メンバー全員の名刺作っておいたんだよ」

「…………」

　そんな俺の『単なる業務報告』に、恵は予想通り、いつものフラットな表情に戻り、ぼけっと名刺を眺ながめる。

　まぁ、さすがにこのタイミングで、こんな意地悪をしてくるとは思わなかったんだろう。

「なんて、悪い悪い。で、実はこっちが本当の……」

　そして俺の方はといえば、昨晩必死で考えた（にしてはくだらない）『下げて上げる』作戦にのっとり、今度こそ本命のプレゼントをテーブルの上に……

「…………っ」

「……え？」

「やだ、なぁ、もう……嬉うれし……っ、ぃ、ょぉ……」

「え？　え？　え？」

　置こうとしたのに、今度は俺が、あまりのサプライズで固まってしまった。

「あはは……馬ば鹿か、みたいだよね、こんなに、嬉しい、なんて……っ」

「め、恵……？」

　だって、どう見てもガチ泣きしてる。

　これが噓うそ泣きだったら、俺の一生で一番のサプライズだってくらいには、心の底から感激してるようにしか見えない。

　でも……

「頑がん張ばろう、ね？」

「あ……」

「今度こそ、みんなで、冬コミ、成功させて、一いつ緒しよに、笑える場所に、辿たどり着こうね？」

「……うん」

　それは多分、俺が、彼女が一番大切に思っているものを、まだ、理解しきれていなかっただけ。

　理解していないくせに、ド正解に辿り着いてしまった、だけ。

　サークルと、みんなと、そして俺と……

　加藤恵という女の子は、誰だれよりも〝一緒〟を、愛している女の子だってことを。




「はい、倫也くん……最初に受け取って、わたしの名刺」

「あ、ああ……じゃあ、俺のも」

「これからも、ずっと、ずっと、よろしくお願いします、だね？」








冴さえない彼女ヒロインの育てかたＧＳ３　第一二．六．五．五話






　それは金曜日の朝。

　今日一日退たい屈くつな授業に耐たえれば週末という、学生たちにとって、もしかしたら一番待ち望んでいたかもしれない目覚めの時。

「なんなのセンパイ……こんな朝早くから……」

『ごめんなさい、ちょっと相談ごとがあって』

　そんな心躍おどる朝の心地ここちよい眠ねむりを、いきなりスマホの着信音に邪じや魔まされ、不ふ機き嫌げんそのものな態度で電話に出た美み智ち留るの耳に、そこそこ馴な染じみの、けれど向こうから掛かけてくるのは珍めずらしい人の声が響ひびいてきた。

「相談はいいけど……こんな朝っぱらからぁ？」

『実は、重要かつ急ぎの話なのよ。それこそ今日中になんとかしないとなレベルで』

「でも、今そんな込み入った話してたら、遅ち刻こくしちゃうよ……」

『とっくに遅刻してるじゃない、あなた』

「…………お～」

　それは金曜日の朝。

　今日一日退屈な授業に耐えれば週末という、学生たちにとって、もしかしたら一番待ち望んでいたかもしれない目覚めの時。

　……けれど時計は、学生たちにとっては、とっくに授業の始まっているはずの、九時半を指していた。




「トモと加か藤とうちゃんが……マジなの？」

「まぁ少なくとも、彼女の方がブチ切れたというのと、それでも彼の方が未練たらたらだというのは間ま違ちがいないわね」

　で、それから一時間後。

　もう、急いで登校するどころか、登校そのものを諦あきらめ、けれど親の手前、制服姿で家を出た美智留は……

　今は近所の喫きつ茶さ店てんで、先ほどの電話の相手である詩うた羽はと直接顔を合わせつつ、おごりのモーニングサービスを貪むさぼっていた。

「マジか～、恋れん愛あい絡がらみでサークル崩ほう壊かいとか、やっぱリア充じゆう満まん喫きつしてやがんじゃんトモの奴やつぅぅぅ～！」

　つい先日、確かに美智留は『メインヒロインと主人公にまだひと波乱あるはずだ』という、今となっては未来予知とも思える慧けい眼がんを披ひ露ろうした。

　けれどそれは、あくまでメインヒロインと主人公であって、サークル副代表と代表の恋愛事情ではなかったはずなのだが……どうやら事態は、美智留が想像していたよりもずっと進んでいたらしかった。それもどうやら、（ある意味）絶望的な方向に。

「だから、そうはさせないように『blessing software』を護まもるのよ……あなたと私で」

「って、いいの？　センパイにとって、それって自殺行こう為いじゃない？」

　そして更さらに、美智留の予測を外れたことがここにもう一つ。

　そんな事態に陥おちいった時、目の前の未練たらたらなヤンデレ女子大生は、今と全く逆の、それこそ絶望的にネガティブな反応を見せると思っていたのだが……

「以前、あなたは言ったわよね？　私には、サークルを助ける義務があるって……」

　けれど今、彼女……霞かすみヶが丘おか詩羽が語るのは、サークルにとって、そして、『安あ芸き倫とも也やと加藤恵めぐみ』にとって、理想的な着地点。

　それが、先せん輩ぱいとしての責任感からなのか、過去の女としての意地なのか、元サークルメンバーとしての負い目からなのかは、実は詩羽にもわかっていなかったけれど……

「本当にいいのセンパイ？　トモみたいな優良物件手放しちゃってさ～」

「優良物件って……それ本気で言ってるの氷ひよう堂どうさん？」

「だぁ～ってあいつ、頭いいし、グレてないし、それになにより可愛いし～」

「……本当、あなたほど倫りん理り君に対しての一いつ般ぱん的評価が高い人も珍しいわね。身内びいきとも言うけれど」

　澤さわ村むら英え梨り々りも加藤恵も、そして詩羽自身も……あの猪ちよ突とつ猛もう進しんオタクなサークル代表のことを堂々と絶賛することなど、とてもじゃないけれどできなかった。

　彼女たちが彼に抱いだいている好意は、本当に、あくまで『個人的な絶対評価』に過ぎない自覚があった。

「何言ってんのさ。親しん戚せきで集まると、みんな『トモ君は偉えらいなぁ』のオンパレードだよ」

「……そうなの？」

「何しろ田舎いなかモンの集まりだからね～。東京の有名私立に通ってるってだけでエリート扱あつかいだよ。末は東大か早そう応おうかってね」

「……卒業した途と端たんに化けの皮が剝はがれそうね」

「あたしみたいに、運動だけできても勉強そっちのけでバンドやってる奴なんか、不良の落ちこぼれ扱いだもんね。いっつもトモと比ひ較かくされて肩かた身みが狭せまいったら」

「……落ちこぼれなのは事実だからそれは仕方ないと思うけれど」

「それにあいつ、誰だれにでも愛想いいし、受け答えもハキハキしてるし」

「……『常に声が大きいだけ』という気もするけれど、物は言いようね」

「おじさんやおばさんたち、みんなトモが一番お気に入りなんだよね。あいつ、どんな話でも楽しそうだし、人のいいとこ堂々と褒ほめるし」

「…………」

「どしたのセンパイ？」

「別に……」

　と、誤ご魔ま化かしつつも、その時の詩羽は、どこか懐なつかしくもこそばゆく、そして、少しだけ切ない記き憶おくを思い出していた。

　自分を、自分の作品を、言葉にしてハッキリと絶賛する、あの臆おく面めんのない笑顔を。

　作者の目の前で、情景描びよう写しやに泣き、キャラクターに萌もえ、テキストに笑う、あの清々まがまがしいまでの全肯こう定ていの言葉を。

　それはたった今、目の前の、彼のイトコが見せている、臆面もないイトコびいきにそっくりで……

「……ただ、あなたのこと、馬鹿だなって、単純だなって、鬱うつ陶とうしいなって、再認識しただけよ」

「ちょっとなにそれ～！　センパイあたしに頼たのみ事しに来たんじゃなかったの!?」

「もちろんよ……絶対に、協力してもらうわ、氷堂さん」

　だからこそ、自覚する。

　自分の計画には、彼に近い環かん境きようで育ち、彼に似た精神構造を持つ、血けつ縁えんの彼女が必要なのだと。

　自分の力だけでは、天あまの岩いわ戸とに引きこもってしまった彼女を、おびき出すことはできないのだと。




「私たち二人で、あの二人を戻もどすのよ……元の鞘さやへね」

「……で、あたしは何すりゃい～の？」

　そして、もう一つ、自覚する。

　美智留の呆あきれるくらいの全肯定は、やっぱり真実だったのだと。

　個人的見解なんかじゃ、なかったのだと。

「私が台本を書く。だからあなたは、いつもの強ごう引いんさで、加藤さんを巻き込んで」

「あたしに演技させようっての？　加藤ちゃんみたいに？」

「いいえ、あなたは演技しなくてもいい……」

　馬鹿で、単純で、鬱陶しい……いや、前向きで、一いつ生しよう懸けん命めいで、純じゆん粋すいな彼だったからこそ、自分は、惹ひかれたのだと。




「ただ、私の言葉を、あなたの思う通りに、語ってくれる、だけでいい」




　あの恋こいは、間違いなんかじゃなかったのだと。








冴さえない彼女ヒロインの育てかたＧＳ３　第一二．七．五．五話






　日付が土曜に変わって、そろそろ五時間が過ぎる頃ころ。

「あのさ出いず海みちゃん」

「なんですか恵めぐみさん？」

　例の『女子会』が、恵の〝衝しよう撃げきの告白〟をもってお開きになった（ＧＳ３本編参照）後も、三人の……いや、二人のゲーム開発合宿は続いていた。

　メインヒロイン・叶かのう巡めぐ璃りシナリオのイベントＣＧラフ作成のため、ポーズを取る……いや、無理やり取らされている恵と、そのモデルを執しつ拗ようになめまわすような鉛えん筆ぴつ遣づかいでスケッチする出海は、お互たがい、夜明け前になっても眠れないほどの興奮状態をもてあましつつ、次々と新しい成果物を積み上げていた。

　なお、もう一人の合宿参加者である美み智ち留るは、とっくに電池切れで、今は傍かたわらのソファーで熟じゆく睡すいモードに入っている。

「えっと、実はさっきからずっと気になってたんだけどさ……この構図だと、ヒロインのパンツが見えちゃわないかな？」

「もちろん見えますよ？」

「……ごめんポーズ変えていい？」

「え～！　どうしてですかぁ？」

　そんな二人が今取り掛かかっているのは、イベント番号で言えば『巡璃15』の……ちょうど、巡璃の個別ルートに突とつ入にゆうする、主人公と巡璃が付き合うことになる告白イベントの構図だった。

　で、その決定的なイベント原画のために恵が取ったポーズは、壁かべに背を預け、両りよう膝ひざを立てて座るという、いわゆる一一巻表紙の……ああ、いや、体育座りのポーズであり。

「えっと、どうしてって、出海ちゃん……」

　だとすれば、設定上、私服が膝ひざ丈たけのスカートとなっているメインヒロイン、叶巡璃のイベント絵は、今の出海と恵の位置関係からすると、明らかに正面からスカートの中身が覗のぞけてしまうアングルになるはずで。

　ちなみに、今の恵の服装だと、リアルに見えてしまうかどうかは……いや～、服装設定、深み崎さきさんに丸投げだしなぁ。

「けれど、これがこのシーンでの、巡璃の自然な姿なんですよね？　恵さんがそう思ったからこそ、このポーズを取ったんですよね？」

「あ～、えっと、それはその……ユーザーに見られることを想定してなかったというか」

「つまり、倫とも也や先ぱ……彼氏にだけしか見せたくない、と？　スカートの奥をちらちら見せて誘さそうのは彼氏だけ、と？」

「違ちがうからわたしそんな痴ち女じよじゃないから自分から見せたりしないから」

　まぁ、そんなこんなで、結果的に際きわどくなってしまった露ろ出しゆつに怖おじ気けづいた恵だったが、既すでに筆の進んでいた出海はもはや取り合うこともなく……

「いいえ痴女オッケーですとても蠱こ惑わく的です恵さんっ！　その、スカートをギリギリのところまではだけて太ふと股ももの奥をちらちら見せてあからさまに誘っておきながら、彼氏がその気になったら相手のせいにしてしまう狡ずるさとか最高のメインヒロインですよこれはっ！」

「明らかに妄もう想そう入ってるよねそういうところ英え梨り々りそっくりだよね出海ちゃん」

「でもでもっ、恵さんの中ではこれが主人公の告白を受け入れてるメインヒロインのポーズなんですよね？　だったら……！」

「違うから。このとき電話中だっただけだから。実際に見せて誘ったりしてないから」

「え、このシーンって、電話で告白してるんですか？　でもシナリオ見た限りじゃ……」

「えっと、シナリオでは違うけど……倫也くんとのリハーサルじゃ……」

　だから恵は、仕方なしに、このシナリオが実際に書かれた状じよう況きようをほんの少し明かすことで、出海の勘かん違ちがいという名の暴走を収めようとしたのだが……

「リハーサル？　倫也先せん輩ぱいと？」

「あ」

　けれど、自分の心の中に、ほんの少しどころではない、どうしても口にせずにはいられない『王様の耳の真実』を抱かかえていることに気づいていなかったせいで……

「あ、あの、もしかして、このシナリオって二人の実体験……」

「ないよ全然そういうのないよ？」

「でもでもっ！　リハーサルって言いました！　倫也先輩とのリハーサルって！」

　せっかく再開した深夜の写生会は、瞬またたく間まに深夜の女子会へと逆ぎやく戻もどりを果たしてしまう。

「え～、もうそういうの隠かくさなくたっていいじゃないですかぁ。さっき、思いっきり告白しちゃったんだし～」

「それとこれとは話が別……じゃなくて告白なんてしてない。全然、まったく、これっぽっちもしてない」

「いちいち往おう生じよう際ぎわ悪いですねぇ恵さん……何ならもう一度霞かすみヶが丘おか先輩を呼び出して……」

「あ、あ～、メール来た。メール来ちゃった。ちょっとごめんね休きゆう憩けいね～」

「え～、せっかくノってきたのに～！」

「スケッチじゃなくて雑談がね」

　と、恵は、なんとか出海をあしらい、この明け方という、普ふ通つうはありえない時間に来たメールをいそいそと開き……

「…………ふぁっ」

「ふあ？」

「あ……」

　そして、とてもとてもあからさまで意味ありげなリアクションを返した。

「メール、誰だれからでした？」

「誰でもないよ～本当だよ～」

「その思いっきり上うわ滑すべりしたリアクションやめてください恵さん」

「う……」

　それが無意識だったのか、それとも変な自己顕けん示じ欲よくなのかは、もう本人にもわからなかったけれど……

「倫也先輩から……ですよね？」

「そこ重要じゃないと思うんだよ出海ちゃん」

「この時間にメールしてくるってことは、やっぱりただならぬ関係ですよねそれ」

「わからないよ海外からかもしれないし～」

「じゃあ海外からですか？」

「そういう重箱の隅すみをつつくような言い方はよくないと思うんだけどな～」

　そして、必死に誤ご魔ま化かしつつも決して否定しようとしないところなんかもう……

「なら重箱の隅じゃなくて真ん中をつつきます……そのメール、見せてください」

「そ、そういうのはよくないと思うんだけどな。個人情報保護法の観点からも……」

「そういった法に囚とらわれないのが女同士の友情ってやつじゃないですか～」

「そんなの聞いたことないよ出海ちゃん……」

「それでも、見せてください……是ぜ非ひ！」

「え、え～」

　と、そこまで理り不ふ尽じんに迫せまられても、やっぱり恵は強く拒きよ絶ぜつせず、なんとなくなぁなぁな態度を取る。

　それが、どういう意図によるものか、やっぱり本人にもよくわかっていなかったけれど。

　それでも、その、一いつ瞬しゆんの隙すきを逃のがすような女子〝たち〟ではなく……

「獲とったぁぁぁぁぁ～！」

「氷ひよう堂どうさん!?」

「美智留先輩ナイスです！」

　ついさっきまで眠ねむっていたくせに、秘密の匂においで目を覚ました美智留が、恵の背後から、一瞬でスマホを奪うばい取る。

「ちょ、や、やめ、見ないで……」

「そうはいくか～！　波島ちゃんそっちは任せた！」

「任されました！　ほら恵さん動かないで！」

「あああああ～、出海ちゃん離はなして～」




　そして、それから三分後……

　恵のスマホ画面に表示されていた、その、進しん捗ちよく報告とも、謝罪とも、告白とも、巡璃シナリオとも取れる長文メールを読み終わった三人は……

「うっわぁ……倫也先輩ってば……」

「なにこのメール。我がイトコながらめっちゃキモい」

「だから見せたくなかったのにぃ……」








冴さえない彼女ヒロインの育てかたＧＳ３　エピローグ２






「帰ってきたと思ったら……こんなところにいたの？　英え梨り々り」

「あ……」

　日曜、夜八時を三○分ほど過ぎた頃ころ。

　庭の大木に背中を預け、地面に腰こしを下ろし、空を見上げてスケッチブックに鉛えん筆ぴつを走らせている英梨々の後ろから、彼女にとっては子供の頃からお馴な染じみの……というか子供の頃から全然変わっていない声が聞こえてきた。

「そろそろ夜は涼すずしくなってきたし、さっさと家に入らないと風邪かぜひくわよ？」

　振ふり向くとそこには、英梨々と同じくらいの背格好で、同じような髪かみ型がたで、けれど着物姿で黒くろ髪かみの御ご婦ふ人じん……というには容姿が幼すぎる、けれどやっぱり御婦人が立っていた。

「ごめんママ、もうちょっとだけ」

　その御婦人の名は、澤さわ村むら小さ百合ゆり。

　外交官夫人にして、腐ふ女じよ子しにして、そして、英梨々の母。

「何描かいてるの？」

「ちょっと夜景をね」

　そんな、心配半分、興味半分で近づいてくる母親からスケッチブックを隠すように少し立て、それでも英梨々は頑かたくなにスケッチを続ける。

「あら？」

　けれど、そんな思わせぶりな行動をとってしまえば、親が子のことをさらに気に掛かけるのは当然のことで。

「これ……英梨々と倫ともくんじゃない？　それも小さい頃の」

「違ちがうから」

　となれば、その風景画の中にさり気なく描かれている、幼い女の子と男の子を見つけてしまうのも、やっぱり当然のことで。

「どうして恥はずかしがるの？　可愛く描けてるじゃない。まるで乙女おとめゲーの主人公とヒーローみたい」

　わざわざ乙女ゲーに喩たとえるその腐くさった感性はともかくとして、確かに絵の中の二人は、彼女が言う通り、とても可愛らしく、華はなやいでいた。

　いつの間にか、女の子はドレスを、男の子はタキシードを身にまとっていて。

　それはまるで、『二人は、幸せに暮らしましたとさ』という締しめがとても似合いそうな物語の一場面のようで。

　でも……

「だからこそ違うの……」

「英梨々？」

「これは、乙女ゲーの主人公とヒーローだから……だから、あたしと、倫とも也やじゃ、ないの……」

「…………」

　さっきまで快調に走っていた鉛筆が、いつの間にか止まっていた。

　スケッチブックを見つめていた英梨々の視線は、すっかり地面に落ちていた。

　そして、暗がりでよくわからなかったけれど。

　その、地面を見つめている表情は、絵の中の、ドレスの女の子のそれとは、きっと、全然違っていて……




　気持ちのいい風が庭を巡めぐり、木々がそよぐ。

　その風に吹ふかれたのか、そうでないのかはわからないけれど……英梨々の服の袖そでが、小刻みに揺ゆれている。

「ママ、あたし、あたしね……」

「やっぱり…………これは、あなたと倫くんよ」

「え……」

「ここに描かれているのは、昔話のワンシーンかもしれないけれど。今ここにある現実とは違うかもしれないけれど」

　けれどその、たったの数秒で……

「……それでも、あの頃の主人公と、ヒーローの気持ちは、本物だった」

　小百合は、母親として、しっかり娘むすめの気持ちを読み取り、そして、受け止めてみせた。




「あの頃のあなたは、小さな世界にいた」

　日曜、夜八時を一時間ほど過ぎた……つまり、夜九時頃。

「パパと、ママと、倫くんしかいない、小さな世界に、ね」

　庭の大木に背中を預け、地面に腰を下ろし、空を見上げているのは、いつの間にか一人から二人になっていた。

「でもね、でも、今のあなたの世界は、大きく広がった……人としても、クリエイターとしても、ね？」

　母は娘の肩かたを抱だき。

「別に、好きで広がった訳じゃ……」

　娘は母の胸に顔を埋うめ。

「それでも、せっかく広がったんだから、大きな世界の、隅すみ々ずみまで見てきなさいよ」

「ママ……」

　自分を包み込む母の愛に、英梨々は、一つ年上の〝親友〟の姿を重ねる。

　彼女はあの時、今隣となりにいる母親のように、広い世界に一人ぼっちで投げ出された英梨々を、強く、優しく包んでくれた。

　大きな世界に踏ふみ出さざるを得なくなった英梨々の、第一歩、いや、第二歩目になってくれた。

「たくさんの人と、クリエイターと、触ふれ合って……人として、クリエイターとして、もっと大きくなりなさいよ」

　けれど、彼女も、今ここにいる母も、三歩目や、四歩目にはなり得ない。

　後は、英梨々が、自分自身で踏み出すしかなくて。

「そしていつか……広い世界に飛び立った倫くんと、ふたたび巡り合えばいい。クリエイターとして、友達として、そして……」

　そして多分、彼女も、今ここにいる母も、それを願っているはずで。

「その時、英梨々には倫くんがどう見えているかしら……今から楽しみね」




　月が、いつの間にか小さな雲に隠かくれていた。

　さらに暗くなった空は、けれど今日は不思議なほどに、さらに空の星々を煌きらめかせる。

　まるで、英梨々の広がった世界にいるはずの、たくさんの仲間やライバルの位置を指し示すかのように。

「どう見えてるか、って言われても……」

　けれど英梨々は、一瞬で見つけてしまう。

「何も変わってる気がしないけどなぁ」

　その、都会には珍めずらしい、幾いく百の星の中から、十年前にもひときわ輝かがやいていた、お気に入りの、たった一つの星を。

「それならあなたは、本当に大した〝女の子〟よ」

　小百合が、もはや諦あきらめたようにくすくす笑う。

　意固地で、融ゆう通ずうが利きかなくて、愚おろかで、まっすぐに間違えている不ふ肖しようの娘を、心の底から誇ほこる。




「描ききるまで、待っててね」

「ええ……」

　英梨々が、ふたたび鉛筆を取る。

　スケッチブックに、ふたたび滑なめらかな音が走り出す。

　そして小百合は、その、もはや自分の技量を遥はるかに超こえていった娘の筆ひつ致ちを、けれど手のかかる子供を見つめる目のままで眺ながめ続けた。

　……最後に娘が、てっぺんの空に浮うかぶ、ひときわ大きな星を描き加えるまで。








冴さえない完結後のぶっちゃけかた（英え梨り々り＆詩うた羽は編）






　二○一七年一○某ぼう日じつ。

　都内某所、ＫＡＤＯＫＡＷＡ第三ビルの会議室内。

　この密室の中では、『冴えない彼女ヒロインの育てかた』完結を記念して、読者から送られた様々な質問の中から『完結した今だからこそ答えられる』内容について深く語っていくという、商業本への再収録が憚はばかられる、小冊子ならではのイベントが始まろうとしていた。

「はい、それじゃ早さつ速そく始めるわよ？　霞かすみヶが丘おか詩羽」

「ちょっと待ってて澤さわ村むらさん、今、お便りを選別中だから……」

　なお、今回の進行は、澤村・スペンサー・英梨々と霞ヶ丘詩羽の、二大サブヒロインにてお送りいたしますということでひとつ。

「準備できた？　じゃ、まず最初の質問いってみよっか！」

「ええと、千ち葉ば県のＴさんからね……スピンオフコミカライズについての質問です。詩羽先せん輩ぱいメインの『恋こいするメトロノーム』は、原作とは全然違ちがうオリジナルストーリーで現在も展開されていますが、英梨々メインの『egoistic lily』はほぼ原作通りの展開で完結してしまいました。どうしてこんな差があるんでしょうか？」

「…………最初の質問からそう来るとはいい度胸してるわねあんた」

「いえほら、お便りの束の一番上にあったものを何気なく読んだだけだから」

「つい今思いっきり厳選してたじゃないの束引っかき回してたじゃないの！」

「まぁでも、これに関しては『聞いてやんなさんな』と言うか、原作側のキャラクターに対する愛情の格差とでも言うか……」

「格差なんてないもんっ！　詳くわしくは言えないけど単なる諸事情だもんっ！」

「……あなたそれ、全然『今だからこそ答え』てないじゃない」

「構想はあったのよ！　当初は〝一巻のところだけ〟原作通りに進めておいて、そこからオリジナルストーリーになるっていうプロットだったのよ！　その証しよう拠こに企き画かく書にも『夜中の美術準備室で二人きり。警備の人に見つかりそうになってのドキドキ脱だつ出しゆつ編』なんて記述が……っ！」

「……まぁその文面のありきたりぶりは目を瞑つぶるとしても、じゃあどうしてさっさと個別ルートに分ぶん岐きしなかったのよ？」

「だからそれは諸事情が、諸事情がぁぁぁ～！」

「あ～はいはい、さて、次のお便りは……じゃ、今度はあなたに選ばせてあげるわよ澤村さん」

「ふ、ふんっ、じゃ、今度こそ厳選するわよ……特に、あんたに嘲あざ笑わらわれるような質問は絶対に受け付けないから」

「それはいいから、早くして頂ちよう戴だい。特にそんな尺が長い訳でもないのだから」

「よしっ、これにしよこれに！　え～と、千葉県のＳさんから……原作完結おめでとうございます。ところで原作では順当に恵めぐみエンドとなった訳ですが、作品が続いていく中で、英梨々や詩羽のエンドとなる目は少しでもあったのでしょうか？」

「…………で、私に嘲笑われないようにと選んだ質問がそれなの？　澤村さんそれ私を巻き込んでの自じ爆ばくテロって言わない？」

「け、けどっ！　この件に関してはあたし、あんたにだけはアドバンテージあるんだから！」

「僅きん差さの二位もぶっちぎりの最下位も、ヒロインレースなら負けは負けだと思うのだけど……」

「それでもっ、あんたよりあたしの方が関係者には愛されてるもんっ！　深み崎さきさんだって六巻が出た頃ころは『もう英梨々エンドでいいじゃないですか』って言ってくれてたもんっ！」

「……あの人二巻が出た時には私が一番って言っていたと思うけど」

「それにっ、明らかに終しゆう盤ばんって、恵とあたしのダブルヒロインで押し出してるじゃないっ！　一二巻もＧＳ３もあたしたち二人が表紙だし！」

「まぁそのおかげで一三巻で加か藤とうさん単独表紙になった時にあなたの完全敗北っぷりがさらに浮き上がって見えたけれどね」

「それでもっ！　一○巻で表紙を飾かざった後はもう完全に敗戦処理モードだったあんたとはレベルが違うわっ！　いいえ、あんたのクライマックスは、七巻のキスシーンでとっくに終わってたのよ霞ヶ丘詩羽っ！」

「まぁそんなこんなで、作中で倫りん理り君とキスしたのって私と加藤さんの二人だけだけれどね」

「違うもん倫とも也やのファーストキスはあたしだもんっ！　小学生の時にしたんだもんっ！」

「それ原作者の脳内設定だけで、確か作中では一度も語られていないと思うけど……」

「だからこそ、『完結した今だからこそ答えられる』ってコンセプトにぴったりじゃないの！」

「ていうかそれなら本編の中で語っておいた方が良かったと思うけれど……まぁいいわ。それじゃ意外な裏設定も出たことだし、これが最後の質問ね。今度は、千葉県のＭさん……」

「……また千葉？」

　と、千葉への偏かたよりっぷりに眉まゆをひそめる向きもあるかもしれないが、事実ファンレターの住所は圧あつ倒とう的な千葉率だったことをここに明記しておく。俺ガ●ルでラノベに目覚めた方々なのだろうか？

「それじゃ読むわよ？　英梨々と詩羽、二人の今後について質問です。原作では『フィールズクロニクル[image: ]』の後も、二人でコンビを組んでラノベを作ることが語られていますが、原作終しゆう了りよう後の二人はどうなっていくのでしょうか？　仕事に生きるのか、新しい恋を始めるのか、それとも百合ゆりに目覚めるのか……」

「……本人目の前にしてこういうこと言うのもなんだけど、百合はないわ百合は」

「まぁ同性婚こんを否定するつもりはないけれど、それに関しては澤村さんと同意見ね。そもそも男女問わず新しいパートナーを見つける展開は、最近の風潮的に考えても誰だれ得とくだし」

「そういったユーザーニーズじゃなくて自分の心で語りなさいよ！　もっと素直に、心のままに！」

「心のままにって、例えば？」

「そうね、例えば、倫也に捨てられた絶望から心が壊こわれてしまい、薬くすり漬づけの末に複数の男たちを次々と受け入れて……」

「……それ私の心のままというより同人作家柏かしわ木ぎエリの心のままのような気がするのだけど」

「なんならあたし描かこうか？　今度の冬コミなら原作完結と近いタイミングだから結構捌はけるわよ？」

「人のことネタにしてないで切り売りするなら自分自身にしなさいよ。倫理君を監かん禁きんしておいて、その目の前で加藤さんを男たちの集団で取り囲み、凄せい絶ぜつな笑みを浮かべながら『いいザマね恵』とか……」

「ちょっとぉ！　自分で勝手に堕おちるならともかく、親友を陥おとしいれるような腹黒描びよう写しやはやめてよ！」

「そうね、腹黒いのはメインヒロインだけで十分ね」

「……というか、さすがにそろそろ『完結した今でも触ふれちゃいけない』内容になってきてない？」

「ま、そんな訳だから、そろそろ締しめましょうか」

「じゃ、最後に、これからのあたしたち、どうなるかな？」

「それを今語る訳にはいかないわね。何しろとっくに後日談のオファー来てるし」

「……ホントに終わらせる気あるのこの作品？」








冴さえない完結後のぶっちゃけかた（出いず海み＆美み智ち留る編）






　二○一七年一○某ぼう日じつ。

　都内某所、ＫＡＤＯＫＡＷＡ第三ビルの会議室内。

　この密室の中では、『冴えない彼女ヒロインの育てかた』完結を記念して、読者から送られた様々な質問の中から『完結した今だからこそ答えられる』内容について深く語っていくという、商業本への再収録が憚はばかられる、小冊子ならではのイベントが始まろうとしていた。

「んじゃ、ちゃっちゃと始めちゃおっか波島ちゃん」

「ちょ、ちょっと待ってください美智留先せん輩ぱい、まだ準備が～」

　なお、今回の進行は、波は島しま出海と氷ひよう堂どう美智留の裏ローテ、え～と……途と中ちゆう参加二大ヒロインにてお送りいたしますということで……

「…………なんか今、どっかの誰だれかにすっごく見下された気がしないでもないけど、まぁ尺もないし、最初のお便りからいってみよっか」

「…………いきなりモチベーションだだ下がりしましたけど、気を取り直してまずは兵ひよう庫ご県のＩさんから。第二部（八巻から）の展開について質問です。九巻で英え梨り々り、一○巻で詩うた羽は、一一巻で恵めぐみをそれぞれゲームのヒロイン化したイチャイチャシナリオが出てきますが、どうして出海と美智留の二人だけ、その肝かん心じんのイチャイチャシナリオが飛ばされてしまったのでしょうか？　これはあれですか？　今さら出海とか美智留とかをメインに据すえた巻を書いていると作品として引き延のばし感が否いなめないからさっさと飛ばし……」

「はい次のお便りいってみよ～次！」

「……え～と、美智留先輩、せっかくお便りくれたファンの方に失礼では？　まぁ後半の考察なんかは心の底からいらないと思いますけど」

「お、これはいい質問だよ？　神か奈な川がわのＫ君から。一三巻のあとがきで（まずは先にそっち読んでね）作者さんが、当初はキャラ設定も今と全然違ってたみたいなことを言ってましたが、実際に昔のキャラ設定がどういうものだったのか、少しでもいいので教えていただけないでしょうか？」

「なるほど～、確かにそれはわたしも興味ありますね。でも美智留先輩、そんな昔の設定なんて、もう残ってないんじゃ……」

「へっへっへ～、あたしをなめんなよ波島ちゃん～……ほら、これ何だと思う？」

「これは……『小説企画書　第四稿こう　二○一二年●月●日改訂』って、えええっ!?」

「そう！　実際に『冴えカノ』の企き画かくにファンタジア編集部からＯＫが出た、その記念すべき企画書なんだってさ～！」

「え～見たい見たい！　わたしの設定どうなってますか～!?」

「ま～ま～、このお宝見つけたのあたしだし、まずはあたしの設定からってことで～……え～と、ヒロイン四、名前、氷堂　美智留。担当、広報、マーケティング……？」

「あ～、最初は音楽担当じゃなくて広報担当だったっての、本当だったんですね～」

「属性、妹系……」

「え……？」

「主人公に対する呼こ称しよう、倫とも也や先輩、または先輩……」

「…………」

「…………」

「えええええ～!?　どういうことですか！　それわたしじゃないですか～！」

「なにこれ……最初は妹系ヒロインの名前が『氷堂美智留』だったってこと……？」

「じゃ、じゃ、じゃあ、わたしの名前は？　波島出海はどこにあるんですか～!?」

「え、え～と、なんか追記されてるけど、これかな？　ヒロイン五、名前、波鳥　出水（はとり　いずみ）……」

「……はとり？　出水？」

「担当、プログラム。属性、内気、無口、眼鏡」

「……これ、わたしだとしても美智留先輩だとしても、何の原形も留めてませんね」

「おっかしいな～、ちゃんと執しつ筆ぴつＯＫが出た企画書のはずなんだけど、ほんっと全然違ちがうじゃん。アイドルやめるレベルで違うじゃん」

「まぁ、わたしの登場が三巻で、美智留先輩が四巻ですし、話が進んでいくうちに、著者の人が元の設定を忘れていったんでしょうかねぇ……」

「な、なんてお気楽無責任な……」

「美智留先輩にだけは言われたくないと思ってるかもしれませんけどね……」

　小説というのは生モノなので、企画書にも賞味期限があるのです。当然の結果です……

「ま、まぁ、そんなこんなで、意外な事実も判明したことだし、じゃ、最後の質問行ってみよっか～」

「はい、え～と、今度は徳とく島しま県のＯさんですね～。『冴えない彼女ヒロインの育てかた』完結お疲つかれ様でした。嬉うれしいやら寂さびしいやら複雑な気持ちです。さて、こうして本編は完結した訳ですが、アニメなどのメディアミックスはまだまだ続くんでしょうか？　個人的には、出海や美智留のスピンオフなんかも見てみたいのですが……」

「……あ～」

「……アニメ、どうなるんでしょうね～。まだ原作ストックあるんですけどね。でも最終回、結構スッキリ終わっちゃったし、う～ん」

「ていうか、いくらぶっちゃけるって言ったって、アニメとかになるとＫＡＤＯＫＡＷＡからのネタだけじゃなんともね～」

「製作委員会とかも絡からみますしね～」

「という訳で、アニメのことはアニプレックスに聞いてちょうだい～、っと」

「なんか、せっかくの最後の質問だったのに、消化不良な答えになっちゃいましたね」

「…………」

「これで締しめるのも申し訳ないですけど、あともう一通読む時間もないし……」

「……くっくっく」

「……美智留先輩？」

「確かにアニメに関しては何も言えないよ？　アニメに関してだけは、ね？」

「な、なにか……まだ何かネタあったんですか？」

「じゃっじゃじゃ～ん！　これが今回の、最後の、最大の隠かくし玉だ～！」

「え、え～と……『コミカライズ企画書　美智留編　初しよ稿こう　二○一四年●月●日』…………えええええええええええ～!?」

「いや～、実はアニメの放送時期前後に話だけはあったんだよね～。当時の担当編集に『今のタイミングなら企画通せますよ？』ってそそのかされて、原作者がウキウキで構想練ってたんだってさ～」

「マジですかっ！　事実ですかっ！　そんな話あったんですかっ！」

「ま～、結局すぐに立ち消えになったらしいけどね」

「ど、どうして実現しなかったんですか……？　あ、アニメ前後っていうと、原作者が色々と忙いそがしくて……」

「ま～それもあるけどさぁ、その企画書の内容もね～」

「？　ちょっと読ませてもらいますね？　ええと……『コンセプトは、田舎いなかの夏休み。長なが野のの実家に泊とまりに来た中学二年の倫也と美智留。野山を駆かけ回ったり、川遊びをしてはしゃぐうち、夕立に見み舞まわれ慌あわてて洞どう窟くつに避ひ難なんする。濡ぬれたシャツと冷えた肌はだ。風邪かぜをひかないよう、体を温め合おうとした二人は…………』え、え～と、中学二年……？」

「という訳で、一いつ般ぱん向けにできる内容じゃなかったので実現しませんでした～。なんでも編集さんは、『icy tail』を前面に押し出したバンドものを想定してたのに全然違うものが上がってきて、一いつ瞬しゆんで没にしたんだって」

「さすが元エロゲライター……」

「いや～、あたしは全っ然おっけ～だったんだけどね～。何しろこれに似たような状じよう況きようだったら実際に……」

「皆みなさんお便りありがとうございましたこれにて失礼いたします～！」








冴さえない完結後のぶっちゃけかた（恵めぐみ＆倫とも也や編）






　二○一七年一○某ぼう日じつ。

　都内某所、ＫＡＤＯＫＡＷＡ第三ビルの会議室内。

　この密室の中では、『冴えない彼女ヒロインの育てかた』完結を記念して、読者から送られた様々な質問の中から『完結した今だからこそ答えられる』内容について深く語っていくという、商業本への再収録が憚はばかられる、小冊子ならではのイベントが始まろうとしていた。

「それじゃ、お便り読むよ倫也くん？」

「おう、どんどん来い！」

　なお、今回の進行は、加か藤とう恵と安あ芸き倫也の、まぁ、他キャラに反感を買いそうなコンビでお送りいたしますということでひとつ。

「なんか最近、わたしを強ごう欲よくキャラに貶おとしめようとする流れが酷ひどいんだけど、それは気にしないで進めるからよろしくね」

「……気にしないんなら別にそのコメントもしない方がいいと思うぞ？」

「…………え～と、まず最初は、茨いばら城き県のＷさんから。完結おめでとうございます。ところで過去の原作者インタビューで、この作品はもともとゲーム制作よりも、業界あるあるネタなんかをキャラが適当に駄だ弁べりあう、どちらかといえば『生●会の●存』系にする予定だったと聞きましたが、だとしたら今よりももっと多くの危険な業界ネタなんかも出てくる予定だったのでしょうか？　今だから明かせる没ネタなんかありましたら教えてください」

「……自分で『危険な業界ネタ』と指定しておいて、何故なぜそれが公開できると思う？」

「え～と、今わたしの手元にある、立ち上げ当初の企き画かく書の『ネタ候補』ってページから適当に読むね？」

「って恵も『一択たく彼女　加藤恵』の寝ねる前のお話みたいに気軽に公開しようとすんな！」

「業界ネタその一。あるゲーム会社に、知らない男の人からメールが届きました。そこには『御おん社しやのゲームに感動しました。ついては映画化したいので会ってください。大だい丈じよう夫ぶ、既すでに制作会社とは話を進めています』との文面が……」

「って、いきなり凄すごいの来ちゃったよ？」

「それから数日後、また同じ人からメールが。そこには『返答が来ないようですが、状況はどうなっているのでしょうか？　反応がないようでしたら残念ですがこちらだけで話を進めることになります』と……」

「版権元無視して話進めちゃってるよ!?」

「続いて業界ネタその二」

「しかも事後報告もなしに次行っちゃうの!?」

「さらに数日後、今度は別の人からメールが届きました。そこには『私はものすごい企画を持っています。私を雇やとってください。御社の看板ライターと看板原画家でこのゲームを作りましょう』と……」

「また凄いのきた～！」

「それから三日後、またしてもメールが。そこには『三日経たったのに返事が来ません。どうなっているのでしょう？　そういえばこの業界では採用せずにネタだけパクるメーカーが後を絶たないと聞きます。御社がそうだとは信じたくないのですが、このような対応を続けるようではそう思わざるを得ません』と……」

「なんか追おい詰つめられちゃってるよその会社!?」

「続いて業界ネタその三……」

「もういいから！　もう十分だから、休め……っ！」

　他にも、ライターが逃にげたからと自分がたった一日でシナリオを書かされたヒロインがそのゲームの一番人気になっちゃってパッケージを飾かざってしまったところ、発売後に突とつ然ぜん逃げたライターが戻もどってきて『いや～あのヒロインは苦労したなぁ』などとネットでコメントしていたとか色々あるけれど、とりあえずこの話はここで終わりだそうです。

　なお、自分がネタ元だと心当たりのある方は申し出てくだされば焼肉をおごりますのでよろしくお願いします。

「じゃあ、仕方ないから次のお便りに行くね。今度は京きよう都と府のＳさんから。この、ショップ特典について質問です。最初のうちは、ＳＳだけでなくブックカバーとかポスターとか色々と選択の幅はばがあったような気がするのですが、なんだか巻が進むにつれてＳＳ一いつ辺ぺん倒とうで、しかもそれが二種類、三種類と増えていき、バランスが悪くなったと感じられました。ＫＡＤＯＫＡＷＡさん側として違ちがう種類の特典をつけるとか、もうちょっとやりようがなかったのでしょうか？」

「……………………次行こうか、次」

「え～、せっかくの読者からの質問なのに答えなくていいの？」

「いいの！」

　そう、アニメとかが始まるに従って業務負荷のバランスが崩くずれて、この時期に動けるのが自分……じゃなくて原作者しかいなくなってしまったとか、そんなどうでもいいことは言わなくてもいい。

　なお、決して原作者も暇ひまだったという訳ではなく、イラストレー……他が忙し過ぎただけということをここに明記させていただく。言わなくてもいいことだけど。

「はい、じゃあ、最後の質問行くね。今度は、愛あい知ち県のＭさんから。メディアミックスについて質問です。とはいえ、今回はアニメの続編とかそういうことではありません。それよりも、もっと原作者とイラストレーターの特とく徴ちようを生かしたメディアミックスというものがあると僕は思うのです。つまり…………」

「つまり？」

「……という訳で質問コーナーはこれで終しゆう了りようです。皆さんお便りどうもありがとう～」

「ちょっとちょっとちょっとぉ!?」

「え～と、さっき、せっかくの読者からの質問でも答えなくていいって倫也くんが」

「いやいやいや、それにしたって質問の内容くらいは紹しよう介かいしようぜ？　もっと原作者とイラストレーターの特徴を生かしたメディアミックスって何だよ？　検討の余地はあるだろ？」

「……本当に読んでいいの？　これ」

「いやだから、これと言われても、紹介してみないことにはその判断も……」

「じゃ、じゃあ、仕方ないから続き読むよ？　……つまり、一八禁ゲーム化です」

「ぁ～」

「原作者はもともとエロゲーライターですし、イラストレーターもエロゲー原画の経験があります。もはやこれは先祖返りにして原点回帰。もっとも最適なアプローチと言えるでしょう」

「え～とね愛知県のＭさん？　製作委員会というものの成り立ちから説明した方がいい？」

「どうですかエロゲー化？　シナリオ三メガバイト以上、原画一○○枚超ごえ、攻こう略りやくキャラは隠しヒロインも含ふくめて九名、各キャラエロシーン三回以上でお願いします」

「しかもメディアミックスにしては超ちよう大作過ぎない!?」

「いい加減真ま面じ目めに検討していただかなければ法的手段も視野に入れさせていただくことに……」

「なんかさっきの業界ネタの面おも白しろクレーマーと同レベルになっちゃってるよそのお便り!?」

「だから終わりにしようって言ったのに……」

「悪かった。俺が悪かった……ということで、皆さんごきげんよう……」

「え～と、ついでだから最後まで読むね？　もし、そういった大作が望めないのであれば、例えば三月発売の『冴さえない彼女ヒロインの育てかたMemorial』のおまけに付属させるミニゲームとかでどうでしょう？　シチュエーション的には、一三巻のエピローグ直後の一夜の……」

「お前それ今どういう顔で読んでんだよ恵!?」




























































































































































































ＬＯＶＥとＰＥＡＣＥの前ぜん日じつ譚たん






「それでは、一時間目、国語の試験を開始します」

　教きよう壇だん上に立つ試験官からのその一言で、教室中の学生たちが、一いつ斉せいに緊きん張ちよう感をあらわにして問題用紙をめくる。

　窓まど際ぎわの、後ろから二番目の席に座っていた、眼鏡を掛かけた学生服姿の少年も、周囲の雰ふん囲い気きに同調するかのように、急ぎ問題用紙に目を通し……一いつ瞬しゆんにしてヤマを見誤ったかのように、いや、実際ヤマを見誤っていたので頭を抱かかえた。

「うっわぁ……駄だ目めだこりゃ」

　とはいえ、始まって一分で戦線離り脱だつする訳にもいかず、とりあえず解答用紙の下に、まずは宣戦布告とばかりに『安あ芸き倫とも也や』と記す。

　机の上に置かれた受験票には、彼の名前と共に『豊とよヶが崎さき学園高等学校』の文字が刻まれている。

　それは、とある年の二月某ぼう日じつ。

　私立豊ヶ崎学園の入学試験当日。

　そして、当時嶋しま村むら中学校三年生だった倫也の、〝ある意味〟運命の決まった日、だった。




　倫也が、この学園を受験することになったのには、深く複雑な……とまではいかなくとも、それなりの理由があった。

　倫也や安芸家にとって、内申点も財力も、どちらも背せ伸のびが必要なかの学園には、彼が子供の頃ころから渇かつ望ぼうしていた、あるものがあったから。

　すなわち、自由な校風……

　制服はあるものの、ズボンの太さとかスカートの丈たけとか細かい制限はなく、校則もかなり緩ゆるめ。申しん請せいさえ通ればバイトもＯＫ。さらには坊ぼつちゃん嬢じようちゃんの多い校内の雰囲気は穏おだやかで、伝え聞く限り、学級崩ほう壊かいどころかいじめすら存在しないという。

　それは、小学校の頃から自他ともに認める〝オタク〟というレッテルのせいでいじめに直面していた倫也にとって、ようやくにして現れた〝ハッピーエンドに至る選せん択たく肢し〟だった訳で。

　だから倫也は、中学三年の最初の進路指導の時に、すぐに豊ヶ崎学園の推すい薦せん入学を申請し……そして、他の申請者がいるとの情報を得て、あっさり取り下げた。

　その『同じ学校の推薦を狙ねらうライバル』については、こと学力に関してはそれほど差を感じていないどころか、明らかにこちら側が有利に映った。

　しかし、家の格の圧あつ倒とう的な差と、更さらには相手の『豊ヶ崎学園を熱望する理由』に、倫也はどうしても、自分の希望を押し通すことができなかった。

　だって多分〝彼女〟がそこを望む理由に、自分は少なからず関係していたはずだから。

　しがらみも、差別も、過去の記き憶おくもないその場所を求める気持ちに、必要以上に同調してしまったから。

　そんなライバルの名は、澤さわ村むら・スペンサー・英え梨り々り。

　外交官の父親を持ち、成績は中の下。

　そして、倫也と同じく、いや、倫也以上に人間関係に傷ついた、数年来の幼なじみ。

　そんな訳で今、こうして倫也は、豊ヶ崎学園の一いつ般ぱん入試に臨のぞんでいる。

　推薦枠わくを取られたライバルにして、数年来絶交している、複雑な感情を抱いだいている幼なじみと、（結果的に）同じ学校に通うために。




「あの、すいません？」

　などと倫也が、中学三年の最初の進路指導の時と同じように複雑な感情を抱いていると、突とつ如じよ、背中をトントンと指で叩たたかれることで現実に戻もどされた。

　振ふり返るとそこには、倫也と同じく受験生なはずの女子生徒が、少し困こん惑わくしたような表情でこちらを見つめている。

「えっと、何？」

「試験、終わりましたけど？」

「…………ああっ!?」

　彼女に言われ横を見ると、いつまでも答案から手を離はなさない倫也に困惑した様子の試験官が立ち尽つくしていた。

　どうやら倫也が、そんな複雑な感情を抱いている間に一時間近くが経過していたようで、無事……いや無事でなく国語の試験が終了していた。

　慌あわてて倫也は、その、最初の一五分ほどで適当に埋うめた解答用紙を手て渡わたすと、それはもう、深く暗く冷たいため息を長い間吐はき出した。

　何しろ、答案を埋めてからの残り三○分以上も、まるっきり答えの見直しを怠おこたっていた倫也にとって、その結果は多分、きっと、いや絶対、推おして知るべしなものだったから。




「はい、午前の試験はこれで終了です。午後は一時からですので、一○分前までには席に戻っているように」

「あぁぁぁぁぁぁ～」

　そして、一度つまずいた調子をすぐに立て直すことは叶かなわず……

　二時間目の数学の試験でも、倫也はあからさまに集中力を欠いてしまい、本人の手て応ごたえ的には惨さん憺たんたる有様だった。

　今回の数学は、一応、国語での反省を生かし、答えを埋めた後、何度か検算はした。

　……ただ、その検算によって修正したという事例が、ただの一件もなかっただけで。

　それも、ミスが見つからなかったのではなく、検算するたびに全然違う答えが導き出され、結局どれが正しいのかまったく見当がつかなくなってしまっただけで。

「これは……午後からの英語に賭かけるしかないかぁ」

　受験生たちが、昼休きゆう憩けいのために次々と教室を出ていく中、倫也は一人、なかなか午前のダメージが抜ぬけきらない様子で、しばらくその人の波をぼうっと眺ながめつつ、もはや望み薄うすとなった巻き返しを、力弱く誓ちかうことしかできなかった。

「屋上にでも……行ってみようかなぁ」




「寒っ」

　屋上の扉とびらを開くと、二月の冷たさが頰ほおに突つき刺ささる。

　遮さえぎるもののないその場所には、思う存分風が吹ふき荒あれていて、さすがに他の受験生の姿は見当たらない。

　そんな中倫也は、その凍いてつくような寒さも気分転てん換かんと割り切り、一つだけ設置してあったベンチに腰こし掛かけると、朝、母親に手渡された弁当を広げる。

「英語だけは頑がん張ばるからね……母さん」

　……なお、この寒さの割に、腰掛けたベンチにほんのり温もりが残っていたことについては、今の倫也の精神状態ではまったく気づく余地もなかった。




　　　　※　※　※




「あ……」

　彼女が足を止めたのは、階段を下りきって、一階の廊ろう下かまで辿たどり着いたところだった。

　その視界の先に広がる教室や廊下では、自分とは違ちがう様々な制服の生徒たちが居座り、それぞれ真しん剣けんな表情で弁当や参考書と格かく闘とうしていた。

　そんな、皆みなと制服が違う……つまり受験生ではなく、今日唯ゆい一いつの在校生である彼女の名は、霞かすみヶが丘おか詩うた羽は。

　ホームルームでしつこく告知されていた『明日は入学試験のため休校です』というアナウンスを居い眠ねむりで聞き逃のがし、しかもそういった情報を確認できる友達もいないせいで、たった一人、いつも通り登校してきてしまった、協調性のないうっかりさんであった。




　今朝方、見知った顔が誰だれ一人いない教室に入った時、さすがの彼女も、自分の迂う闊かつさに気づくことになった。

　しかし彼女は、それでも自分の失敗を認めてさっさと下校するようなプライドのない協調性のある真似はせず、『せっかくだから読書して帰る』と言い出し、『どこの教室も使えないから』と困り果てた担任の蓮はす見み先生を威い嚇かくして、たった一つだけ許された校内の施し設せつの鍵かぎを借り、今までそこで意地になって読書に勤いそしんでいた。

　すなわち、寒風吹きすさぶ屋上で……




　けれどまぁ、さすがに数時間が経過し、正午を回った頃には、自分の行こう為いの全くの無意味さと多大なデメリットを思い知り、ようやく『暖だん房ぼうの効いた喫きつ茶さ店てんで読書しよう』というまっとうな結論に至り、屋上から下りてきたところで……

「屋上の鍵、かけ忘れた……」

　そう、最初の『あ……』に繫つながる訳で。

　蓮見先生から『受験生が迷い込むといけないから、出る時はすぐ鍵を閉めてね？』と厳きびしく（というには弱々しく）言いつかっていたことを思い出し、詩羽は、やれやれ系主人公のようにため息をつくと、さっき下りてきたばかりの階段をまた上っていった。




　　　　※　※　※




「あれ？」

　弁当を食べ終わり、冷たい空気でリフレッシュして、『さあ午後からが本番だ！』と割り切……ろうとしたけど『ま、最後まで足搔あがくかぁ』程度にまでしか回復せず、のろのろと屋内に戻ろうとした倫也を、何故なぜだか屋上のドアノブが押しとどめる。

「……あれ？」

　二度、三度と捻ひねってみても、つい数十分前には回ってくれたはずのドアノブは、やっぱり硬かたい手応えで、ただガチャガチャと耳障ざわりな音を返すだけだった。

「…………あれぇ？」




　　　　※　※　※




「頑張ってるかなぁ、倫也……」

　彼女が立っているのは、豊ヶ崎学園の全容を目に収めることのできる……要するに、校門の前で。

　その、『豊ヶ崎学園入学試験会場』と書かれた立て看板の陰かげから、数十メートル離れた校舎を眺めても、彼女の近眼ではお目当ての人物倫也を見つけることは叶いそうになくて。

　そんな、校舎内にいる受験生たちより一足先に推薦で入学を決め、本来、来る必要のない入試会場にわざわざ足を運んでいる少女の名は、澤村・スペンサー・英梨々。

　幼なじみの安芸倫也と、ここ数年来絶ぜつ縁えん状態にありながらも、彼が自分と同じ学校を受験すると聞いて、いてもたってもいられずわざわざ様子を見に来た、めんどくさいツンデレさんであった。

「だいたい、あいつが豊ヶ崎なんて無む謀ぼうもいいところじゃない……何考えてんのよ」

　自身の（倫也未満の）成績を棚たなに上げ、英梨々が、呆あきれたような、それでいて少しばかり弾はずんだ声こわ音ねで、何度も何度も倫也のことを案じる。

　というか、これはもう『倫也が豊ヶ崎を受ける』と判明した一ひと月つき前からずっと何度も繰くり返し、両親にニヤニヤと呆れられた安定のルーティーンだったのだけれど。




「あ……」

　と、英梨々がそんな、ちょっとキモ……不思議な表情で校舎を見つめるその先から、お目当ての人物とは違う誰かが近づいてくる。

　長い黒くろ髪かみを寒風になびかせ、颯さつ爽そうと……と見えるだけで実際にはだらだらと近づいてくるのは、一年先せん輩ぱいの学園生詩羽。

　と、向こうも、歩調はそのままではあったけれど、文庫本を読んでいた視線を少し上げ、校庭で切なげに佇たたずむ……ように見えるだけで実際には挙動不ふ審しんな英梨々を見つめた。

　二人は、詩羽の歩調に合わせ、距きよ離りを縮め、視線を絡からめつつも、言葉を交わすでもなく、ただほんの少しの会え釈しやくとともに、何事もなくすれ違った。




『……なんか口と態度の悪そうな黒髪ロングね』

『何だか高たか飛び車しやなくせに小者っぽい金きん髪ぱつツインテールね』




　ああ、いや、何事もなかったのは態度だけのようだった。




　　　　※　※　※




「………………あ～」

　ドアに背を預け、屋上の床ゆかの上にぺたんと座り込むと、倫也は途と方ほうに暮れたように……ていうか実際途方に暮れて、天を仰あおぎ見る。

　次いで時計を見ると、午後の試験開始までもう一○分を切っている。

　そろそろ受験生たちは皆教室に戻り、最後の科目である英語に備えて参考書などをめくっている頃ころだろう。

「僕、もう疲つかれたよ、琴こと里り……」

　そんな、暖かい暖房の効いた部屋で幸せそうにしている奴やつらを呪のろう気力もなく、倫也は、最近ハマっていたアニメキャラ……いや妹の幻げん影えいに語りかける。

　……ああ、いや、実際は誰もが最後の審しん判ぱんを前に追い込まれた状じよう況きようにいるのだけれど、そんなことはルーベンス……じゃなくて、つなこの絵を前にした倫也には理解できるはずもなかった。

「あったかい……」

　寒さに耐たえきれず、倫也はマッチを擦すった……いや実物はないからバーチャルで。

　何だか複数の児童文学が混ざっているような気もするけど、そんなことはルーベンス（以下略）。

　と、倫也の目前に、妹琴里だけでなく、様々な走そう馬ま灯とうが現れては消えていく。

　思えば、この豊ヶ崎受験は、最初から最後まで逆境だらけだった。

　狙ねらっていた推すい薦せん枠わくを取られてしまうという、よくあるイベントに始まり、学力は足りないわ、財力は足りないわ、しかも努力も足りない自業自得だわとないない尽くしの上に、入試当日には、こうして屋上に閉じ込められるという隠かくしイベントにまで遭そう遇ぐうしてしまうとか。

　どうやら豊ヶ崎学園は、安芸倫也という人間をあまり歓かん迎げいしてはくれないようだった。

　もはや倫也には、この、緩ゆるい校則の私立に通うという成功の道はなく、都立の底辺校で、不良や融ゆう通ずうの利かない教師たちに迫はく害がいされつつ地下に潜もぐり、ブラック校則と戦っていくしかないのかもしれなくて……




『諦あきらめたら駄だ目めだよ～』




「ぇ……」




　……と、寒さの中で絶望に震ふるえる倫也の心の中に、なんだか不思議な音と声が聞こえたような気がした。

　一つは、まるで除じよ夜やの鐘かねのように、ゴーン、ゴーンとリズミカルに響ひびく音。

　そしてもう一つは、優しくも熱くもない、気の抜けた女め神がみの声……

　いや、気の抜けたとか感じる時点で、そもそもそれは女神なのかというもっともな疑問もあったけれど、今の、絶望に打ちひしがれた倫也には、もはやその声の信しん憑ぴよう性せいを疑うことはない。

　まぁ、ご利り益やくの方は特に信じてなかったけれど。

「女神様、どうか俺を助けてください……そしたら最後の英語、死に物狂ぐるいで頑がん張ばりますから」

　それでも倫也は、初はつ詣もうでで今年一年の家内安全を願うくらいには真剣に、多分、二次元であろう女神に向かって、恭うやうやしく柏かしわ手でを打つ。

　と……




『あ～、やっぱりそこにいた。待ってて、今、先生呼んでくるから』




「…………ぇ？」

　しかし、意外にもあっさりと、女神の慈じ悲ひは下った。

　続いて倫也の耳に飛び込んできたのは、バタバタと階段を下る上うわ履ばきの音。

　それからしばらくして、さらにバタバタと複数の足音が近づいてくると、続いてガチャガチャと激しく鍵をこする音がして、最後にバーンと勢いよく鉄製の扉とびらが開き……

　その扉に背中を預けていた倫也を、激しく吹ふき飛ばした。




　それからのことについては、倫也の中でも記き憶おくは曖あい昧まいだった。

　それでも、周りのいくつかの証言を総合すると、大体こんな感じだったそうで。




　試験は、『想定外のトラブル』によって開始が一五分遅おくれた。

　そのトラブルの渦か中ちゆうにあった、遅れてやってきた不運な受験生、安芸倫也は、何故だかやたらとテンション高く興奮気味で、『俺には狂くる三みが……いや女神がついてる！』とか独り言を連発し、周囲の受験生を辟へき易えきさせたものの、その特とく殊しゆな事情のために、試験官たちも特に注意はできず。

　そして、様々な紆う余よ曲きよく折せつはあったものの、入学試験はなんとか終しゆう了りようし。

　翌日、嶋村中学校に戻もどった倫也は、自己採点において、英語の得点を一○○満点中九五点と申告し担任を呆れさせ。

　けれど、どうやらそれが紛まぎれもない事実だったと担任が思い知ったのは、豊ヶ崎学園の合格発表の日だったという。




　　　　※　※　※




「……というお話だったのサ」

「あ～はいはい、よかったね合格エンド」

　そして時は、それから数年……具体的には季節を三回ほど巡めぐった辺りに戻る。

　いつもの安芸家の、いつもの倫也の部屋には、いつものように彼のメインヒロイン……のモデルというか何というかな、加か藤とう恵めぐみの姿があった。

「お前、もっと驚おどろいたり感激したりしろよ！　せっかく俺が、今まで誰だれにも話したことのない『豊ヶ崎学園合格秘話』を初公開してやったというのに！」

「えっと、何か感激するほど深い話とかあったっけ？　だいたい、入試のために訪れた学校で、いきなり立ち入りが許されてない屋上に忍しのび込むとか、それって普ふ通つう、入学させちゃいけない人じゃないかと思うんだけどどうかな？」

「そこじゃないでしょそういう話じゃないでしょ!?　あの時、俺をあの〝正体不明の女神〟が救ってくれなかったら、今、俺たちはこうして巡り合ったりしてなかったかもしれないんだぞ？　ていうか普通してないぞ？」

「それはまぁ、余計なことをしたものだね、そのメガミヒロインも」

「むぅ……」

　と、その時の恵の、まるでエロピンナップ化されそうなアクセントが気にはなったものの、倫也はそこはぐっとこらえ、髪をかき上げる。

「まぁ確かに、ここまでならよくある美談の一つで済んだかもしれない……だが、この話には続きがあってだな」

「え～、まさか今から『この話には続編があってだな』とか言い出して、一晩中話し続けるつもり？」

「いやそこまで長くないから安心して」

　さすがに長話に飽あきたのか、恵は少し、いやかなりめんどくさそうな仕草で、腕うでに頭を乗せて眠ねむそうな表情を返す。

「実はさ……あの時、俺のことを救った女神の正体について、色々と考えてみたんだよ」

「えっと、つまり、同じ作品デート・ア・ライブの別ヒロイン十香とか折紙とかだったんじゃないかってこと？」

「そういう幻覚二次元の話をしてるんじゃないんだよリアル三次元の話をしてるんだよ俺は！」

　と、倫也は、相変わらず要領を得ない〝ようにしているように見える〟恵の態度に眉まゆをひそめ、けれど意を決して、彼女を正面から見み据すえる。

「なあ恵……念のために聞くけど、お前、今、すっとぼけてたりしないか？　それも、かなりの勢いで」

「え～、何のことかな～？」

　けれど恵は、その正面からの疑ぎ惑わくの視線をほんの一いつ瞬しゆんは受け止めながらも、すぐに視線を逸そらし倫也の視線の下に隠れる。

「いやだってさ、あの時俺を見つけてくれた、あの女の子の声……なんか適当で、全然慌あわててなくて、何よりフラットで！」

「要するに、言いたいことは？」

「なぁ恵、お前、受験の時、屋上まで上がっていったことは……」

「あ～、なるほどね～、その声の正体がわたしなんじゃないかって疑ってる訳なんだね倫也くんは？」

「いや疑うとか怪あやしむとかそういうネガティブな意味じゃなくてさ……」

「でも、ま、確かに、もしわたしだったら、それはまぁ、運命みたいだね～」

「だろ？　だろ!?」

　ようやく、辿たどり着きたい結論に近づいた倫也は、興奮気味に手を強く握にぎりしめる。

「だってさ、もしあの時、偶ぐう然ぜん俺を救ってくれたのが恵だったなら、俺たち実は、最初から運命の赤い糸で……」

「いや～、それはないね、まるっきりないね」

「え～」

　けれど恵は、それでもやっぱりフラットな態度を崩くずさずに、軽く手を重ね合わせる。

「だってさ、それって特に、偶然でも奇き跡せきでもなくない？」

「そ、そう？」

　と、そこまで淡たん々たんと決めつけられると、倫也も途と端たんに自信を失ったようで、迷ったように指を組んで額に当てる。

　確かに、試験開始前にたった一人戻らない生徒がいたら……

　そのことを気に掛かけ、そして捜さがすのは、常識的に考えて、試験でいっぱいいっぱいの学生ではなく、試験官である可能性の方が圧あつ倒とう的に……




「だって倫也くん、あの時『屋上にでも行ってみようかな』って……独り言のくせに妙みようにはっきり宣言してたもん。そりゃ普通気づくよ」




「……………………え？」

　その、恵の言葉と同時に、倫也の脳のう裏りに、三年前の映像が一瞬で蘇よみがえってきた。




『試験、終わりましたけど？』




　そう、あの時の、当とう惑わくしたような、それでいてさほど動どう揺ようしていない感じの、ショートボブの少女……

「さてと、それじゃ話は終わりかな……わたし、明日は入学式で早いから、もう寝ねるね。おやすみ」

「え？　え？　え？」

　と、倫也がその蘇った記憶をハッキリ検証する前に……

　恵は、ベッドの中でぎゅっと倫也にしがみつくと、その胸に、顔を埋うめた。
















【初出】

特典小説はとらのあな、メロンブックス、ゲーマーズ購入特典冊子に掲載された内容に修正を加えたものです。








丸戸史明

●まるとふみあき



本編完結から五か月、アニメ二期のブルーレイも全て出揃ったタイミングで満を持してのメモリアル登場です。一応、『冴えない彼女の育てかた』を思い出として留めておくための本書なのでしょうが、劇場版の脚本がものすごい手探り状態なので余韻に浸れる気がまったくしません。

くそう、初っ端から原作と辻褄が合わねえよ……
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